
ているが,周 囲には剥離を加えて厚さを減 じている。1252も 整形 した段階の未製品である。

刃部は直線と外湾の中間形態で,背部は外湾 している。刃部と背部はそのままつなが り,

接点は尖っている。刃部は剥離により粗 く整形 した後に,部分的に研磨 して刃部を研 ぎ出

している。背部は剥離による整形のままで,体部も研磨は行っておらず,穿孔 も施 してい

ない。1253は 整形を行い,一部研磨を開始 した段階の未製品である。刃部は外湾,背部は

直線に整形 している。側縁部には決 りを入れている。刃部は剥離により整形 した後に部分

的に研磨を行い研 ぎ出している。 しかしまだ刃部としての鋭さはない段階である。背部は

素材の剥片が板状に剥離 したときの厚さに相当する部分の面をそのまま利用 している。体

部はまだ研磨 しておらず,全体に厚いままの状態である。側縁部に決 りがあることから穿

孔は行わないものと思われる。1254も 整形を行い,部分的に研磨を開始 した段階の未製品

である。刃部 。背部ともに外湾であるが,刃部は直線に近 くなっている。側縁部は片側 し

か残つておらず,扶 りがある。 しかしこの扶 りは二次的なものとおもわれ,本来は刃部と

背部がそのままつなが り,接点が尖る形であつたと考えられ,こ の尖つている部分が欠損

したため,その部分に調整を加えたものと考えられる。刃部は両面から作 り出し研 ぎ出し

て研磨を一部行っている。背部は大きな剥離により整形 しており,部分的に研磨 している。

体部は背部から刃部に向かって徐々に薄 くなるように仕上げてお り,刃部 もだいぶ鋭 く

なっている。1255は 半分以上が欠損 しているが,刃部は大 きく外湾 してお り,背部は直線

になっており,半月形になるものと思われる。刃部の研 ぎ出しは片側が大きくなっている。

紐穴が現存で 1個あり,体部と刃部に擦痕が見られる。1256の 刃部は外湾 してお り,背部

は直線に近いが僅かに外湾 している。側縁部は片側は丸みを帯びているが,反対側は直線

になっている。全体 として楕円形に近い形である。刃部は主に片面から作 り出しているが ,

その研 ぎ出しはやや雑である。紐穴は体部中央から一方に偏った位置にあり,紐穴を結ん

だ線は背部と平行にはなっていない。また片方の紐穴は穿孔をや り直 している。背部の研

磨部分は剥離 している部分が多い。片面の紐穴と背部の間に擦痕が見られる。1257の 刃部

は直線で,背部は緩 く外湾するか山形になるものと思われる。刃部は両面から作 り出して

おり,擦痕が認められる。背部の大部分は剥離 している。紐穴は 2個あるが,体部の偏っ

た位置に穿たれている。1258の 刃部は外湾 しており,背部は直線になっている。刃部は両

面から作 り出しており,研 ぎ出し部分は広 くなっている。紐穴は現存で 1個 あるが穿孔の

仕方はあまり上手ではない。体部は全体に厚手で,紐穴付近が最も厚 くなっている。1259

は刃部・背部ともに緩 く外湾するものと思われる。側縁部は直線になっており,剥離痕が
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遺 物 番 号 器 種 現 存長 最大 幅 最 大厚 菫 菫 石材 備 考

石庖 丁 5 5 岩

石庖 丁 1紋 岩 紐穴偏 る

警製石庖丁 ワ部に擦痕、紐

薔製石庖丁 日し大 きし

1259慶 製石庖丁 5 岩 部 側 も研 ぎ出す 、体

薔製 石 庖 丁 流紋岩

警製石庖丁 2 流紋岩

第295図  C区包含層出土遺物 (7)(1/2)
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見られるがこれは二次的なものと思われる。刃部の作 りは剥離のためよくわからないが ,

研 ぎ出しは側縁部付近から大きく行つている。また背部側にも研 ぎ出しがあるが,あ るい

は使用途中で刃部と背部を入れ替えたのかもしれない。紐穴は現存で 1個ある。体部には

擦痕が認められる。1260。 1261は 紐穴部分の細片で,体部の反対側は剥離 している。また

1261は 紐穴と刃部が接近 している。1262の 刃部は外湾すると思われ,背部は欠損 している。

刃部は両面から作 り出され,研 ぎ出しは弱い。紐穴は 2個 あ り,体部両面に擦痕がある。

1263・ 1264は 石鎌である。1263は 打製石鎌で,両側が欠損 している。刃部は直線である

が,背部は外湾 している。刃部は両面から作 り出してお り,背部 も両面から剥離を加えて

刃部のようになっている。石鎌 と考えたが,背部も刃部のようになっていることから石小

刀かもしれない。あるいは縦方向の石匙の可能性 もある。1264は 磨製石鎌で,刃部は内湾

してお り先端部は下方を向いている。背部は外湾 している。刃部は両面から作 り出してい

るが,研 ぎ出しは片面側が大きくなっている。背部も片面側を研 ぎ出して整形 している。

刃部には使用時の刃こぼれと思われる剥離部分がある。体部両面と刃部には擦痕が顕著で

ある。

1265は 大型蛤刃石斧の刃部の破片である。刃部は両面から丁寧に整形 してお り,鋭利に

なっている。刃部の中央部分には斜め方向の擦痕が認められる。断面は扁平な楕円形であ

る。

1266～ 1268は 柱状片刃石斧である。1266は 刃部が縦に半分に折れている。刃部の片側は

曲線的になってお り,反対側は直線的になっている。曲線的なほうが前面に相当するもの

と思われるが,両刃に近 くなっている。1267は 基端部付近の破片である。基端部は若干丸

みを帯びており,端部から少 し下の部分に決 りが施されている。側面は片方が薄 く剥離 し

ているもとの思われ,本来はもう少し厚手であったと考えられる。1268は 刃部の破片であ

る。前面側と考えられる曲線的になっている側の側縁部は研磨していない。

1269。 1270は 扁平片刃石斧である。1269は 幅が1.6cm,厚 さが0。 4cmと 非常に小さく扁平

で,撃のような形である。刃部は片側から作り出し,明瞭な片刃になっている。刃部は片

側に湾曲しているが,こ れは使用による摩滅と考えられる。1270の 刃部は片側から大きく

研ぎ出して片刃に仕上げているが,反対側も弱いながらも研ぎ出しを行つている。

1271・ 1272は 石鍬である。1271は 刃部の破片である。刃部は主に片面から作 り出してお

り,刃部の半分が直線的になっている。擦痕の方向から考えると直線的な部分がすり減る

ことは少ないと考えられるため,こ れは欠損後に再加工したためと考えられる。1272も 刃



部の破片で,現存部分は両面から丁寧に加工 してお

1273～ 1281は スクレイパーである。1273の 刃部は

り,一部に敲打痕がある。1274は 背部の欠損 した部
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遺 物 番 号 器 種 現 存長 最 大 幅 最大厚 菫 量 石材 形 131・ キ 砥 の特 似 備 考

126■任状片刃石斧 1 り有 り

126副 任 状 片 刃石斧 簡晶 片 1颯化

輛平 片 刃石 砦

結晶 片岩

石鍬 山岩

1271 百鍬

第297図  C区包含層出土遺物 (9)(1/2)
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退 物 番 号 器 種 現存長 最 大 幅 最大厚 菫 量 石材 形態・手法の特徴 備 考

スクレイパー 4 サヌカイ ト
スクレイパー 4 ナヌカイ ト

スクレイ′ 0 サヌカイト
スクレイバー 0 ヌカイ ト

ヌカイ ト
スクレイパー 4 ヌカイ ト

スクレイパー 4 ヌカイ
72v4t サヌカイ ト 体に摩減 している

製石腕丁の折れた tゝ のを転用スクレイパー サヌカイ ト

第298図  C区包含層出土遺物 (10)(1/2)
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両面から丁寧に作 り出し,鋭 くなっている。斜めの側縁部には自然面が残つている。1276

の刃部は外湾 しており,全体に薄 くなっている。背部には大きな剥離によつて厚さを減 じ

た後に細かい剥離により整形 している。1277は 刃部と片側の側面部は直角になってお り,

この側面部には敲打痕が見られる。刃部の少 し上の部分に最大厚の部分があ り,上下反対

の感がある。背部の角の部分が欠損 してお り本来は突出する部分があ り,小刀のように

なっていたのかもしれない。1278は 不定形の剥片を使用 したものである。刃部の調整は弱

く,素材 となった剥片の鋭利な部分を利用 している。背部には敲打痕がある。1279は 刃部

が直線,背部が外湾あるいは山形の石庖丁の可能性がある。背部には敲打痕がある。1280

は撥形のもので,全体に摩減の度合いが強い。1281は 背部に欠損部分が 2箇所あり,本来

は2つの突起状のものがあったと考えられる。欠損部分に敲打を施 している。また刃部は

欠損部に加工 して作 り出している。これは打製石包丁が欠損 したものをスクレイパーに転

用 したもので,背部の 2つの欠損部は石庖丁の側面の決 りの部分で,刃部にしたところは

石庖丁の体部が縦に折れた部分と考えられる。

1282は 石小刀と考えられるもので,両面ともに調整を施 している。内側の刃部はやや内

湾してお り,先端部は下方を向いている。先端部付近の刃部の片側には自然面が残ってい

るものの鋭利になっている。夕ヽ側の刃部は強 く外湾 して鋭 くなっている。夕ヽ側の刃部の曲

が り具合からすると,あ まり長いものではなさそうである。

1283は 石匙で,つ まみ部は背部の中央部分に斜め方向に付いている。刃部は全体に外湾

してお り,両面から丁寧に作 られている。体部は全体に楕円形に近 く,側面部は丸みを帯

びている。

1284～ 1287は 石錐である。1284の 錐部は幅広で短 く,頭部とあまり差がない。頭部は丸

みを帯びている。1285の 頭部は縦長の楕円形になっており,錐部は大 くなっている。1286

・1287は 全体に逆三角形で,先端の尖った部分を錐部としている。頭部と錐部の境は不明

瞭である。

1288～ 1291は 楔形石器である。1288の 上部は山形に近 くなってお り,敲打が施されてい

る。上部と下部は厳密には平行でない。1289の 上部は緩 く湾曲しており下部とは平行には

なっておらず,弱い敲打痕がある。側面には両極打撃の痕跡が認められる。厚手の剥片を

使用 している。1290も 同様に側面に両極打撃の痕跡が認められる。下部は階段状に剥離 し

ている。1291は 全体に隅丸の方形で,上部と下部はほぼ平行になっている。下部には一部

敲打痕があ り,上部にも弱 く敲打を施 している。下部は階段状に剥離 している。
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1292～ 1322は 石鏃で,こ のうち1292～ 1315は 凹基,1316～ 1320は 平基,1322は 凸基の石

鏃である。1292は 身の中央部分が平行になっている。1293は 先端部が突出しているような

形である。1294・ 1309は 基部が横へ突出している。1295は 全体に幅広で側縁部は丸みを帯

びている。基端部は不揃いである。1296。 1302・ 1303・ 1310は 幅の割に身の長さが短いも
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遺 物 番 号 器 種 況存長 最 大 幅 最 大厚 菫 量 石材 形 熙・ 手 活 の特徴 備 考

石4ヽ刀 ナヌカイ
石 匙 ナヌカイ

石 錐 2 ナヌカイ

石 難 l ナヌカイト
石 難 ナヌカイ

石 錐 ナヌカイ ト

形 石器 ナヌカイ

:形石 器 ナヌカイ 有 り

石 器 5 ナヌカイ 【の痕 跡 有 り

:形石器 ナヌカイ ト

第299図  C区包含層出土遺物 (11)(1/2)

374



米A ttI

魃―鶉
_      1297

-k―魏
― 1302

-m/
~        1307

_m_乳
-  1312

1292
1295

米 漱
-        1296

徳L已
-       1301

1襄
―
れ、

o      1306

無 癸
~   1311

襄_飩

AAffiru
c 1298

AA
.G 

1303

AA-'w-w
: 1308

ffiffi
G l3l3

侭肉
くこ

==>      i300

-洸―h

毬―彙

.G 1304 (-- 1305

&A @@
o r3o9 e l3to

ffi ffi-@.R
C 1314 : 1315

0 5cm

:
遺 物 番 号 器 種 夕存 長 最 大幅 最 大厚 菫 菫 石 Й 備 考

1292 石 転 サヌカイ ト 凹

1293 石鏃 2 ヌカイ ト

1294 石鏃
2. ヌカイ ト
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石鏃 0.
一０
・ ナヌカイト 凹基

0 l ol=ナヌカイ ト 凹』

ol・サヌカイ ト 凹 基

081‐ ヌカイ ト

サヌカイ ト

¨ サヌカイ ト 凹

百鱗 0.1=サヌカイ ト

百腋

1 ヌカイ ト
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のである。1297・ 1298の 基端部は不揃いである。1306は 身の中央部分が平行になっている。

1308・ 1313は 片面に素材の主要剥離面を残 している。1311・ 1315の 基端部は大きく窪んで

いる。1312の 側縁部は丸みを帯びている。1316は 素材の剥片の縁辺部だけに調整を施 して

整形 している。1317の 基部は不明瞭だが平基になるものと思われる。1318の 基部は平基と

したが,凹基に近 くなっている。片面に剥片の主要剥離面を残 している。1319の 基部は部

分的に欠損 している。1320の 先端部はやや歪んでお り,あ るいは先端部が錐部に相当する

石錐の可能性がある。1321は 結晶片岩製のもので,一応石鏃と考えたが不確かなものであ

る。1322は 凸基のもので,身の最大幅は中央部分にある。素材 となった剥片がすでに完成

形に近かったのか側縁部を簡単に調整 しただけである。

1323は 石錘で,平面形が楕円形で扁平な礫の長軸方向の両端部を打ち欠いている。他の

部分には加工を施 していない。

1324は 凹石であるが,先端部には明瞭な敲打痕があり敲打部分が平坦になっている。敲

石としても使用 したようである。

1325～ 1327は 砥石である。1325は 現存部分は三角形で,側面部は観察 しにくいが折れ面

の可能性が高い。使用面は 1面である。1326は 現存部分で 2面使用 してお り,擦痕が認め

られる。1327は 3面使用 しているが,特に幅の狭い側面部分は使用頻度が高かつたためか

窪み方が大きい。また上面には部分的に溝状の研磨痕が見られる。

1328は 素材剥片である。長さ22.5cm,最大幅21.5cm,最大厚2.2cmの 大型の剥片で,重

さは1210。 3gあ る。サヌカイ トの原石から大きく分割 した状態で,上部にはその際の打点

が残っている。また上部と下部,一部側面部に自然面が残っていることから,原石の厚さ

はこの剥片の長さに相当する22.5cm前後であったと考えられる。剥離面にも自然面が残る

ことから,早い段階に剥離された剥片であることがわかる。剥離時の鋭 く尖った部分には

軽 く調整が施されているが,こ れは運搬する時に手を傷つけないようにするためのものと

思われる。原石の採取場でこのような大型の示1片 にして集落に持ち帰って,集落内でさら

に細かく分割 して石器を製作 したものと考えられる。

1329は 磨製石庖丁で, S D01の北側部分の S K06付近の遺構面から出土 したものである。

この部分には住居が復元できる可能性があることは先に述べたが,そ うすると住居内の出

土と言うことになるかもしれない。刃部・背部ともに外湾 しているが,刃部のほうが強 く

外湾 している。刃部と背部の交点は幾分直線になり僅かに側縁部を形成 している。刃部は

両面から作 り出してお り,研 ぎ出しの部分は広 くなっている。体部の中央から少 しずれた
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遺物番号 器 種 男存長 最 大 幅 最大厚 菫 量 石 材 形 憑
。キ 活 の 特 憚 備 考

石鏃 3 サヌカイ ト 乎基

石 1 ナヌカイト 乎基

2. サヌカイ ト 平基 (凹 基 に近 し
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1 石 5

砥 石 1 砂岩 1面使用

砥 石 流紋 岩 1擦痕 有 り 色顔 料 7

第301図  C区包含層出土遺物 (13)(1/2)

377



位置に紐穴が 2個あるが,片方は穿孔をやり直している。体部は表面が部分的に剥離して

おり全体に擦痕が顕著である。擦痕が全体にあることから使用時のものとは考えにくく,

0 Scm
r------i-----r--

0                 1ocm

0 5cm

第302図 C区包含層出土遺物 (14)(1/2, 1/3. 1/4)
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遺物番号 器 種 現存長 最大幅 最大厚 菫 量 石 材 形 憑
。手 種 の 符 似 備 考

1321 砥 石 7 6 アプライ ト ぐの研層痕、 3面便用
1328素材剥片 サヌカイ
132g磨 製石庖T 岩 に擦痕顕著



形は完成 しているが研磨途中で,仕上げ直前の未製品である可能性が高い。

3.小 結

C区では,弥生時代前期後半～中期初頭の遺構 。遺物を検出した。中でも調査区を東西

に弧を描 く溝 (S D01)が 注目される。この溝は調査区の北側の平成3年度調査区に続い

て行 き全体に円形から卵形に巡るもので,集落を囲む環濠と言えるものである。中からは

彩 しい量の土器 。石器及び木器が出土 してお り,遺物から弥生時代前期後半に掘削されて

中期初頭には埋没 したことがわかる。土器の中心は前期末で,前期から中期に至る土器の

変化を考えるうえで重要な資料になる。石器は大陸系磨製石器が各種類出土 してお り,併

せてサヌカイ ト製の打製石器も出土 している。また木器も出土 しており,な かでも鍬の製

作工程が分かる資料が出土 しており注目される。このようにS D01に は当時の生活状況を

知る多量の情報が含まれている。

またS D01の 南東部には竪穴住居群が検出された。竪穴住居は 7棟あるが切 り合い関係

や出土遺物からS H07→ S H03→ S H04・ S H06→ S H01→ S H05→ S H02の 変遷が考え

られる。このうちS H03と S H04は S D01に 壊されており,環濠と言えるS D01が掘削さ

れる以前に竪穴住居があり,集落が成立 していたことがわかる。また S H02は 中期初頭ま

で下るもので,環濠の埋没後にも集落が続いていたことがわかる。これに対 し, S H05出

土の磨製石庖丁 (1093)と S D01か ら出土 した磨製石庖丁とが接合 している。このことは

S H05は S D01と 同時併存で, S H05で使用 していたものの欠損品をS D01に 廃棄 したと

考えるか,あ るいはS H02が S H05を 壊 した時に出土 した欠損品をS D01に 廃棄 したと考

えるかである。後者の考えでは S H02と S D01と が同時併存で S H05は すでに廃絶されて

いることになる。 しかしS D01での磨製石庖丁の出土が埋土中で, S D01が埋没する以前

であることと, S H02の時期的なことを考えると,前者の可能性が高い。 S H05は 少なく

ともS D01と 同時併存であったと考えたい。環濠の内側の内容は今回の調査では部分的で

あり全容は不明である。 しかし平成 3年度の調査で環濠の内側の大部分が調査 され,その

整理のなかで判明するものである。

C区 の調査により,鴨部 。川田遺跡の集落は弥生時代前期後半に成立 して,前期後半の

ある時期に環濠を掘削 して環濠集落の形態をとり,前期末の環濠の埋没後も少なくとも中

期初頭段階までは集落は続いていたと考えられる。鴨部 。川田遺跡の集落の変遷を考える

上で重要な調査区と言える。
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第 4節 D区の調

1.調査区の概要

調査対象地の最も東側の調査区で,南北60mあ る調査対象地のうちの南側から14m,東

西は70mと 東西に長く,調査区の面積は980ぽである。調査区の東側は現有の農道となっ

ている。現地表面は西端で標高8.7m,中 央部分で標高8.6m,東端で標高8.5mで あるが,

道路センター杭のNo863ラ インから西へ 6mの ところで変換 して,東に向って緩やかに

下っている。南北方向はほぼ平坦になっている。弥生時代前期～中期初頭の遺構面は,現

地表面から1.3～ 1.5m下の標高7.1～ 7.2mの ところで検出した。遺構面は基本的には 1面

と考えられる。しかし具体的には検出できなかったが,調査区壁面の土層観察によると,

弥生時代前期の遺構面より80～ 90cmほ ど上の標高8.Om前後にA区で検出した平安時代ご

ろの遺構面が存在していた可能性がある。

弥生時代前期～中期初頭の遺構面は灰色粗砂層で,遺構面には湧水があり遺構は崩れや

すくなっている。遺構面の直上には10～ 20cmほ どの黒褐色砂混じり粘質土の遺物包含層が

ある。この包含層には多量の土器・石器が含まれており,包含層掘削には時間を要した。

この包含層の上には,調査区の北半分の西側部分～C区にかけて,明茶褐色粘質土の間層

があるが粘性の強い青灰色粘土が50～ 80cmと 厚く堆積していた。下部にはこの青灰色粘土

層に密封されるように弥生時代前期～中期初頭の包含層と遺構があり,ま た残りも良好で

あったと考えられる。この青灰色粘土層の上面は標高7.9m前 後である。そして青灰色粘

土層から現地表面との間の60～ 70cmの 部分は,砂層と砂混じり粘質土層が交互に堆積して

いる。ここでも鴨部川の氾濫の影響が見られる。

D区では主に竪穴住居が検出された。C区で検出した環濠の外側にも居住域が広がって

おり,鴨部 。川田遺跡での集落の構成 。変遷を考える上で重要な遺構である。しかし,遺

構面が先に述べたように湧水を伴う灰色粗砂層であり, 1日 過ぎると遺構の中に水が溜ま

る状態であった。そのため遺構の検出 。掘削 。維持が困難で,十分な調査が出来なかった

部分もあることは否めない。
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2.調査の成果

(1)弥生時代の遺構 。遺物

S D01

調査区の東端の壁際で検出した溝である。緩 く弧を描 くがほぼ南北方向の溝で,北端部

はピットにより壊されており,南側は調査区外に続いている。調査区内での全長は2.7m,

幅は20～ 40cmで ,南側ほど広がっている。深さは10～ 15cmで ,埋土は暗茶褐色粘質土の単

一層である。

遺物は細片が少量出土 したのみで,図化出来なかった。壷あるいは甕の体部の細片が数

片ある。

S D02(第 305図 )

調査区の東側の南壁際で検出した溝である。直線的に東西に延びる溝で,西側は調査区

外へ続 く。全長は調査区内で3.9m,幅 60cm,深 さ20cmと なっている。断面は幅広のU字

形で,埋土は上層に暗褐色粘質土,下層に暗灰色砂混 じり粘質土が堆積 している。

l～ 3は逆 L字形口縁の甕である。 1は 口縁部は内傾 し,端部上面を強 くナデてお り,

刻み目を施 している。体部は上半がやや膨 らみ,外面にはヘラ描 き沈線が11条巡 り,体部

全体をナデている。 2は 口縁部端部は下方を向き,端部には摩滅 しているが刻み目が確認

出来る。体部は全体にナデており,外面にヘラ描 き沈線が現存で 4条ある。 3は 日縁部端

部は若干上向きになっている。

4は 凹基の石鏃で,身の先端部側は短 く幅広になっている。

7.型
A'

_財

   mA雉
-

0

匡
下

~マ

藤

塁 塁

琴 0

2            :

暗掲色粘質土

暗灰色砂混じり粘質土

0            50cm10cm

遺物番号 器 種 口径 器 高 抵 後 胎 土 色調 施 文 杉懸 。キ 伝 の特 徴 備 考
添 ・ 盤 甲・ 多 天貢褐 10YR6/2

こぶい橙 7 5YR
「/4

ヘラ描沈線H条 、口縁部
喘部刻み目

甲縁 日S″ 、外 面

"‐
、内 面

"‐

・ 指 押

*20. 俊東覆 7.5YR8/
4、 にぶい橙7.5
YR7/4

爺品編究騒督
存4粂、口材口縁部″

‐
、外 面″

・
、内面

"・

普
火貢褐 10YR4/2
にぶい黄橙 10Y
R7/2

部品獣孵習
和条、日編口縁部ナテ

‐
、外面マメツ、内面

"・

第305図  DttS D02出土遺物 (1/21 1/4),断面図 (1/30)

退 物 番 号 器 種 夕 存長 最大幅 最 大厚 重 量 石 材 形 態・ 手 法 の特 徴 備 考
石鏃 サヌカイ 墓



S D03(第 3o6図 ～第308図 )

調査区中央部分で検出した溝である。溝は西端部から中央部分までは直線に近 く東側ヘ

向うが,中央部分からは弧を描いて南側に向っている。溝の両端部はそれぞれ土坑により

壊されている。検出長は10。 4m,幅は0.3～ 1.4m,深 さは16cmほ どである。溝は西側から

徐々に狭 くなって行 き,底部は西に向つて緩 く下つている。断面は幅広のU字形と逆台形

部分があ り,南端部付近の東側の掘 り込みは急になっている。埋土は基本的に上層に暗茶

褐色粘質土が,下層に暗灰色砂混 じり粘質土が堆積 しているが,西端部付近には間に黒褐

色粘質土が堆積 している。

5は壺で,日縁部は大きく開き,端部外面に指押 さえを施 している。外面はハケロの後

にナデている。 6～ 10は 逆 L字形口縁の甕である。 6の 口縁部端部は下方に向き,小 さな

刻み目を入れてお り,日縁部内面にはハケロを施 している。体部は口縁部付近の器壁が薄

くなってお り,外面にはヘラ描 き沈線が12条 と多条である。 7の 回縁部端部は上方を向き

刻み目を入れている。体部は上半で膨らみ,外面にヘラ描き沈線が10条巡っている。外面

下半は摩滅 しているが,全体にハケロを施 している。 8の 口縁部端部は下方を向き,刻み

目を入れている。口縁部下の体部の器壁が薄 くなっている。体部は直線的で外面にはヘラ

描き沈線が13条 と多条である。 9は 口縁部端部に棒状工具で刺突することにより刻み目を

入れている。10は 口縁部端部の上にさらに粘土を加えて横方向につまみ出し,逆 L字形の

口縁部を作っている。体部は若干膨 らみ,外面にはハケロを施 している。11は鉢で,日縁

部端部を横に折 り曲げている。体部は直線的で幅広の底部をもつ。体部外面にはハケロを

施 している。12も 鉢で,直線的な体部からそのまま口縁部に至る。体部外面には全体にハ

ケロを施 し,底部はやや突出気味である。口縁部端部付近にはハケロが及んでいないこと

から,あ るいは口縁部は貼 りつけて逆 L字形にしようとしたのかも知れない。14の底部外

面はヘラケズリとなっている。内面には板ナデとナデを加えている。15は 外面に粗いハケ

目を施 している。内面は示1離 している。

7.30m
一一 B' C一―

ア・mc,

暗茶褐色粘質土

暗灰色砂混じり粘質土

黒掲色粘質土

0           50cm

-
第306図  Dtt S D03断面図 (1/30)
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第307図  DttS D03出土遺物(1)(1/4)
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遺物番号 器 種 口径 器 両 [後 胎 土 色 調 施 文 備 考

置7 5YR6/6、

更昔25Y7/2
甲 ・ 多 にぶ い橙 5YR6/

4圧 苦 ,5Y7/,
全体 にマメツ

遺 物 番 号 器 種 男存長 最 大幅 最大厚 菫 量 石 材 備 考

凹石 6 山 岩 r部分現存3ケ所

第308図  D ttS D03出 土遺物(2)(1/4)

17は 凹石であるが,両面の窪みは少ない。現存で敲打痕が 3箇所ある。

S D04(第 309図 ～第310図 )

調査区の西側の南壁際で検出した溝である。南西

―北東方向の溝で,途中で若干曲がっている。南西

側は調査区外に続き,北東側は途中で検出出来なく

なった。検出長は3.2m,幅1.2m,深 さ10cm弱 と非

常に浅くなっている。断面は幅広の逆台形で上層に

暗灰色粘質土が,下層には灰色砂混じり粘質土が堆

7.塾
A'

1 暗灰色粘質土

2 灰色砂混じり粘質± 0      50cm

第309図  DttS D04断面図 (1/30)

積 していた。

18は 壺で,体部に 7条 1単位の櫛描 き直線文と波状文を施 している。19は如意形口縁の

甕で,体部外面に 8条 1単位の櫛描 き直線文を施 している。20～ 23は逆 L字形口縁の甕で

ある。20は 口縁部直下に板状工具の木口痕がある。体部外面には間隔の開いたヘラ描 き沈

線が 6条 ある。21の 口縁部端部は下方を向き,刻み目を入れている。22の 口縁部端部は先

細 りになっている。23は 日縁部は横に折 り曲げてお り,体部は膨 らんでいる。24は如意形

口縁の甕で,日縁部の内 。外面に指押さえが顕著である。体部外面にはハケロを施 してい

る。25も 如意形口縁で,全体にナデている。26は壺の底部と思われ底部は突出している。

底部の内面には瘤状の突起がある。27・ 28と も全体にナデている。29は甑で,底部に焼成

後に穿孔 している。外面にはハケロを施 している。

30は扁平片刃石斧で,大 きさの割 りには厚手になっている。31は 凸基有茎式の石鏃で
,
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甲・ 少 、微・

普

こぶい貢橙 10YR
1/3、 灰黄2.5Y6

師面又 ttt131又・仮状又
'、簡描文の間にヘ ラ描沈線

昨 血

"、
円 向

"

生黄25Y7/3
簡描文 (直線文 ) 如意形口縁、全体に

"・

多
天貢褐 10YR5/2
こぶい黄橙 10YR
「/3

ヘラ描沈繰6条 、口縁日嚇
部刻み目

口縁部下にヘラ状工具の本 口痕 、口縁
部″・、外面

"・

、内面″
・・指押え

甲・ 晋 天黄2.5Y7/2、

こぶい橙7 5YR6
ヘラ描沈線現存5条 、日綱
部端部刻み目

口縁部

"・

、外面

"・

、内面

"‐

・ 指拝

が・盤 甲・ 晋 天白2.5Y8/2 ヘ ラ描沈線5条 、口縁部端 口縁部

"‐

、外面

"‐

、内面

"‐

。指摘

が 。電 阻・イン、 甲・ 賢東覆 7 bYК8/3 ヘ フ 面 滉 課 8余 口縁 部 折 曲 げ 、 口縁 部

"‐

、全 体 に

"
か 狙゙ 甲・ 多 貢褐 10YR6/2

ξ25Y7/2 内面ナテ・・ 指押 え

綱 。晋 浅黄橙10YR8/3
浅黄2.5Y7/3

如意形口縁、日縁部″
‐
・指押え、金

体にナデ

曽

慶5YR7/6、 浅黄
懸7_5YR8/4

底部内面に突起、全体にマメツ

添・ 聟 阻・ グ 、 甲・ 天貢 2.5Y7/2、 全体に″
‐

杯 ・ 聖 甲 ・ グ 、 測 °

多
火日2.5Y8/2、

にぶい黄橙10YR
7/2

外面マメツ、内 面″
▽

2 にぶ い買橙 10YR

第310図  D tt S D04出 土遣物 (1/21 1/4)



短い茎部を作り出している。体部の幅はほぼ一定である。

S H01(第 311図 )

調査区の南東隅で検出した竪穴住居である。壁の立ち上りが削平された竪穴住居あるい

は平地式住居である。中央部分に楕円形の土坑を配しており,土坑の片側に柱穴をもつ。

本来は土坑の両端に中央 2主柱であった可能性が高い。しかし中央 2主柱は土坑の長径側

の両端にあるものが多く,本例のように土坑のコーナー部分にあるのはあまりない。従つ

て本例は中央の土坑が単にビットを壊しているにすぎないのかも知れない。中央の土坑は

長径60cm,短径45cm,深 さ15cmで ,規模的には柱穴としても良いものである。土坑端の中

央主柱は直径20cm程度の円形で,深 さは 5 cmと 非常に浅く残りは悪く,中央主柱は2本の

ものが一般的であるので反対側の中央主柱も本来はあったと考えられる。主柱は中央土坑

を中心に7本が配されており,南北方向に長い楕円形になっている。主柱掘形の平面形は

A一 A'ラ インの1つが楕円形である以外は円形で,直径は20～60cmで 特に北東部分が大き

くなっており,中央土坑より大きなものもあるが,こ れは単に掘形が大きいだけと考えた

い。深さは15～ 20cm程度である。柱穴と中央土坑の埋土は暗茶褐色粘質土の単一層で柱痕

は確認されなかった。主柱を楕円形の並びで復元すると長軸となる南北方向で4.lm,短軸

となる東西方向で約3.Omの 規模になる。竪穴住居として復元すると南北方向に約 6m,

7.聖
A'

0            2m

D tt S H01平 0断面図 (1/80)
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＼
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東西方向に約 5mの弱い楕円形の住居が復元されよう。遺物は全く出土しなかったため詳

細な時期は不明だが,後述する弥生時代前期後半の S K03・ 04の埋没後に建てられている

ので,前期末～中期初頭頃と思われる。

S H02(第 312図 ～第317図 )

調査区の東側で検出した竪穴住居である。平面形は不整形で円形と方形の中間形態のよ

うな形である。西側の壁はやや内湾気味な直線で,東側は直線的になっている。直径は

A一 A'ラ インで4.45m,C一 C'ラ インで4。 3m,D一 D'ラ インで4.6mと なっており,

全体として4.5m前後と言えよう。壁の立ち上りは10～ 20cm程度残つており,西側部分の

残りが良かつた。埋土は大きく上下 2層 に分けられ,上層には黒灰色粘土が,下層には暗

争
＼

ワ

ー
ー
ー

０

、
、
ヽ

ヽ
＼

Ｑ

Ｎ
ｂ
ｐ
旧
０
・

1 黒褐色粘土

2 黒灰色粘土

3 暗灰色砂混じり粘質土

4 暗灰色粘土

5 灰色砂混じり粘質土

6 暗灰掲色粘質土

7 黒灰色粘土 粘性強い

8 青灰色砂混じり粘質土

9 茶褐色粘質土

0          2m

7.聖
B,

7.聖
E'

第312図  DttS H02平・断面図 (1/80)
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灰色砂混じり粘質土が堆積していた。床面には柱穴と考えられるものが多数あるが,こ の

うち主柱穴として復元出来るものは6個で,直径3.Omの 円周上に配置されている。主柱

の柱間は平均して1.5m前後であるが,北東部分の柱間のみが2.2mと 広くなっている。主

柱穴の掘形の平面形は 1辺20～ 30cmの 隅丸方形で,深 さは10～ 30cmである。主柱の埋土は

暗灰色粘土の単一層であり,柱痕は確認されなかった。またE― E'ラ インの 2つ の主柱

穴は切り合いが認められ,他の主柱穴には切り合いがないことから,こ の部分の柱のみ建

て替えを行なったと考えられる。床面のA一 A'ラ イン上の東壁際には楕円形の土坑があ

る。土坑は長径約90cm,短径50cm,深 さ26cmで土坑の東側の掘り込み部は住居の壁と共有

している。土坑の埋土は上下 2層 に分けられ,下層には粘性の強い黒灰色粘土が,上層に

は暗灰褐色粘質土がそれぞれ堆積していた。壁際で検出した柱穴のうち直径4,Omの 円周

上に配置されているものが 4個あるが,あ るいは外側に拡張したのかも知れない。A一 A'

ラインのA側 に住居の埋没後に一部掘り込んだ痕跡がある。

住居の床面の直上からは土器が多く出土したが,土器は住居の東半分に集中して出土し

た。また埋土全体と住居検出面に相当する黒灰色粘土層上面からは多量のサヌカイト剥片

が出土した。剥片 。チップの総数で409点が出土し,総重量はH49。 8gに 及ぶ。これに対

してサヌカイト製の石器品は18点 と少ない。この住居ではもっぱら石器を製作していたと

考えられる。しかし石器を製作する住居にしては土器の量が比較的多く,それも甕が多く

なっている。石器製作のみを行なう工房のようなものではなく,そ こに居住しながら石器

を専門的に製作するような住居であったと考えられる。

32～ 34は壺である。32は体部に7条 1単位の櫛描き直線文と6条 1単位の櫛描き波状文

を施している。33は体部の上下が欠損しているが,体部の中央部は球形に近い。体部中央

に突帯を3条貼り付けているが,上下 2条の突帯の上に指押さえを施している。34の体部

は楕円形で,最大径は中央部分にある。

35～ 51は甕で,日縁部はいずれも逆L字形口縁となっている。35は 回縁部を強くナデて

おり,端部には刻み目を施す。体部にはヘラ描き沈線の間に半裁竹管による山形文を施し

ている。36は体部外面のヘラ描き沈線は15条 と非常に多条となっており,下部に列点文を

加えている。37の体部は緩く内湾しており,体部上部は肥厚している。体部外面はハケロ

を施し沈線は加えない。内面はナデと板ナデである。38は 口縁部端部に刻み目を施してい

る。体部は直線的に外傾しており,外面にはヘラ描き沈線 9条 と三角形列点文を施してい

る。体部外面は板ナデとなっている。39の 口縁部は剥離しているが,日縁部貼付部分には



強くナデた後に下書き用の沈線を1条巡らせている。体部は緩く内湾しており,外面は摩

滅しているが,内面は全体に板ナデを施している。40は体部外面のヘラ描き沈線は3条 と

体部の大きさの割りには少なくなっている。41の 口縁部はやや上向きで,端部に刻み目を

[〕 ごリ
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道 物 番 号 器 種 口径 器 高 底 径 胎 土 邑調 施 文 備 考

普

にふい買覆 10Y
t7/4、 灰黄2.5
r7/2

罰価又 (直線 又・痰状 又

'

界山77、 内 向″ ・ 彊 FFえ

中・少、細 。

普

橙
ぶ
υ

黄
に
ＹＲ

い
　
ヽ
１０

ぶ
た
籍

に
７
昔

体部に貼付突帯3条 で、上
下の2条 には指押え

全体に,・

杯・ 霊 中 。多 浅黄橙 7 5YR8/ 外面マメツ、内面ナデ 。指押 え

杯・ 聖 甲・ 多 にぶい質橙 10Y
R7/2

ヘラ描沈繰4条 +環存2条

沈線文帯の間に半裁竹管
による山形文、口縁部端
部刻み目

口 稼 H"7、 21・ 山 77、 円 la177

杯 。甕 甲 。晋 、薇 ・ 灰貢褐 10YR6/2 ラ描沈線15条 、列点文 コ縁部

"‐

、外面

"や

、内面マメツ

が ・ 贅 潤 ・
多

"、

 薇 ・

多
にぶい赤椰 YR
5/4、 にぶい黄
橙 10YR6/4

口縁部

"‐

、外面け 目・情IPえ 、内面
け

゛
・板

"・

・指押 え

粗・少 、細・ 駐7.5YR6/6 ヘラ描沈線9条、三角形列 口縁部

"・

、外面

"・

・ 板

"・

、内面″
‐
・

ツ、内面板
"‐

。指押え

第313図  D tt S H02出 土遺物 (1)(1/4)



0              1 0cm

遺物 番 号 器 種 口径 器 高 底 径 胎 土 色 調 施 文 形態 。手 紙 の特 傲 備 考

甲・ 晋 淡黄25Y8/3、
曖白25Y8/2

ヘ フ衛 滉繰 3条 口稼 部″
‐
、外 面マメツ、内 面マメツ

弥 ・ lilil 甲・ 多 、剤 ・
多

置7 5YR6/6、

喫苦25Y7/2
ヘラ描沈線 8条、 口縁部端
郭刻み 目

口稼目;″ 、外面′サロ、内面

"~・
措

押え

杯・ 霊
普

吹貢褐 10YR4/2
灰黄2.5Y7/2

ヘラ描沈線 8条、 口縁部端
郭刻み 目

口縁部

"・

、外面ナテ
・

、内面

"・
杯・ 霊

多
黒2.5Y2/1、 に
ぶい黄褐10YR7
/3

ヘラ描沈線 10条 、口縁部
喘部刻み目

口縁部″
・

、外面

"・

、内面″
・

ホ22. 甲 。
多 にぶい橙 7 5YR

6/4、 にぶい黄
相艶10YR7/3

ヘラ摘沈瀾 条 、口縁部端
部刻み 目

口縁部
"‐

、外面け 日、内面ナテ
‐
・指

ltpえ

中・多 浅黄2.5Y7/3 ラヽ薔沈繰現存8条 、 口材
1端部力|み 目

口縁部″
~、

外面

"‐

、内面ナデ

添・ 慨 租・イリ
'か

、 XIB・
多

にぶい貢橙 10Y
R7/2、 灰 白25

ラ描沈繰現存8条 口縁部″
‐
、外面

"‐

、内面マメツ

が・ 覺 天貢25Y7/2 口縁部端部刻み 目 口縁部折曲げ、口縁部

"・

、外面

"や

、
内面情・・ 指押 タ

5Y5/2 口縁 部芳
‐
、外 面

"‐

、内 面マメツ

が・型
多

にぶい赤褐5YR
5/4、 にぶい黄
晨手10YR7/4

ヘ ラ描沈線 現存4条、 口場
部端部刻み 目

全体にマメツ

不・ 観 こぶ い橙 7 5YR
7/4

ヘ ラ描沈線8条、 日縁部端
蔀力!み 目

口縁部″
‐
、外面

"・

、内面″
・

5 甲 °
多 こぶい貢橙 10Y 昨面マメツ、内 面″

‐
・ 揖 FIIえ

が・壺 貶貢橙 10YR8/4
k白 25Y8/2

小面″ 日、内面ナテ
・・指押 え

阻・少、中・
多

火黄褐 10YR6/2
こぶい黄橙 10Y

第314図  DttS H02出土遺物(2)(1/4)
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第315図  D tt S H02出 土遺物(3)(1/4)

遺物番号 器 極 口径 器 両 底 径 胎 土 色調 施 文 備 考

不・ 埜 こぶ い貢橙 10YR6パ 室俸 に ,テ 、内 面指 押 え

か 重゙ ・少 、中・
り

こぶ い買 2.5Y6/3、
こぶい黄継 loYR6ス

朴面け日、内面指で快るような

"・菫部外面ヘラクス・リ
か 。霊 。

 1巴F、   照 ヨ 
。 黒25Y2/1、 にぶし

黄橙 10YR7/4
外面ヘラミカ

・
キ、内面芳

・

5 甲 。多 こぶい橙 10YR7/2、

喝灰 10YR5/1
咋面マメツ、内面

"‐

・ 指押 え

甲・ 多

ホ橙2 5YR7/4 1外
面

"｀

、内 面マメツ

が・壷 甲・ 多 登2.5YR6/8、 にぶ
′ヽ黄橙10YR7/3

外面ヘラミカ
・

キ、内面

"・

・指押 え

不・ 霊 ・少、細・ ぶい貢嗜訊OYR7ん
ぶい橙 7.5YR7/4

全体に

"・
外面材 目、内 面″

‐
・ 指 押 え

弥 。甕 こぶい褐 7 5YR5/4
月褐7 5YR5/6

外面″ 目→

"・

、内面板芳・・指押え

か
゛

狙 甲・ 多 萱2.5YR6/6、 1こ ぶ
′ヽ黄橙10YR7/3

外面材 目・指押 え、内面板

"・
ヤ・イン、 細・
諄

a貢橙 10YR8/3、 に
1ぃ 書籍 lovR7/R

全体 に

"‐

弥 ・
11111 甲・ イン、 細・

多
灰貢2.5Y7/2 外面け目・マメツ、内面

"・

・指押え

7 ヂ °多 明黄褐10YR6/6、 灰
黄25Y7/2

外面け 日、内面板″
‐。

"・
こぶい音掲 10YR7/` サロ・

"‐

、内面

"・

・ 指押 え
が ・ 聟 にぶい褐 7 5YR5/4

褐灰 7 5YR5/1 舎尋霧]、
肉回力 。彊FFえ 、ほ司S外

か・ 考配 6 ・少、中・ 火貢25Y7/2 本面ナデ・指押 え、内面不明

9 中 。少 く日2.5Y8/2、 灰願
ヨ10YR5/2

小面指押 え 。マメツ、内面指押 え・マメツ

炎買2.5Y8/3、 にぶ
ンヽ黄橙10YR7/3

昨山

"‐

・ 租 いけ 目、内 面

"‐
7 F° 多、 剤・

ξ
蘭東 覆 7 5YR3/3、
陽灰 7 5YR6/1

外面け 目、内面マメツ



施している。外面にはヘラ描き沈線を8条施し,全体にハケロ調整となっている。42の 口

縁部は横に大きく突出している。体部は膨らんでおり,外面は全体にナデている。43は 口

縁部の上面を強くナデている。体部外面にはヘラ描き沈線を10条施している。44は 口縁部

上面をナデて,端部に刻み目を施す。体部は内湾しており外面にはハケロを施している。45

の口縁部端部は上方を向き,端部には刻み目を入れる。体部は直線的に内傾している。46

の回縁部端部は摩滅しており,刻み目の有無は不明である。端部は下方を向いている。47

の口縁部は横方向に折り曲げている。体部外面は無文で全体にナデている。48は 口縁部の

上面を強く指押さえしている。49の体部は直線的に内傾している。50の 口縁部は上部から

覆うように粘土を加えて逆L字形に仕上げている。口縁部端部は下方を向き,刻み目を施

している。体部外面にはヘラ描き沈線が 8条ある。51の 口縁部の横への拡張は弱い。体部

は無文で摩滅している。

52～ 79は壺および甕の底部である。52・ 53の外面はハケロを施している。54の底部内面

79

田ノヘ.舵
V 0             1 0cm

遺物 番 号 器 種 口 後 器 高 底 径 胎 土 色 調 施 文 備 考

か ・ 貿 全体にマメツ

6. 月赤褐5YR5/8 体 にすテ
~、

内面 指 押 え

添 ・ 覺 8 中 。多 浅黄橙7 5YR8/
3、 にぶい黄橙

界山″ 日 。

"、
困 lm77

が
・

狙 7 阻・ グ 、 潤 ・

普
にぶい貢橙10Y
R6/3、 灰黄褐 10
YR6/2

金倅 に″

阻・少、細・
多

にぶい橙 7.5YR
6/4、 灰黄25Y
7/2

外 面材 目→

"‐

、内 面

"‐

バ ・ 墾 9 阻 ・ グ 明 亦 儡 bYКb/b
にぶい黄橙 10Y

弥
・

甑 甲・ 多 灰 曰25Y8/1、

浅黄橙7 5YR8/
外山破 ″ 、困 向77・ 彊 碑 え

が ・ 蓋 薇
簡

にぶい貢橙 10Y
R7/3

弥・ 高杯 ほ・

`少

こぶい貢橙10Y
t7/3、 にぶい
登7.5YR7/4

円形透 し6個 、外面板″
・

、内面

"‐脂押え

弥・ミユ甕 2
少

全体に

"・

、 口縁部不整形
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第316図  DttS H02出土遺物(4)(1/4)



の立ち上 り部には指押さえが顕著である。55の体部外面はハケロを施すが,部分的にヘラ

ケズリ状になっている。内面は指で扶るようにナデている。底部外面はヘラケズリとなっ

ている。56の体部は底部から大きく開いて立ち上がる。外面には丁寧にヘラミガキを施 し

ている。59は外面にヘラミガキが施されている。60の底部は突出気味で,外面は全体にナ

デているが摩減気味である。61～ 63は外面にハケロを施 してお り,63の底部は小 さいもの

である。64の底部は上げ底である。65・ 66の底部は突出気味で,外面にはハケロを施す。67

の外面はハケロで,底部外側に粘土を加えて底部を作 り出している。68の底部外面はヘラ

ケズリである。71の底部は小 さく突出気味である。体部外面には粗いハケロを施 している。

72の外面は摩滅 しているが,ハケロが僅かに残っている。73は上げ底である。75の底部は

肥厚 している。77は外面が剥離 している。78。 79の外面はハケロの後にナデている。79は

外面の体部立ち上 り部に粘土を加えて底部を作 り出している。

80は 甑で,底部の中央部からやや偏った位置に,焼成後に穿孔 している。81は蓋で,つ

まみ部が横に突出している。外面には全体に板ナデを施 している。82は 高杯の脚部で,円

形の透 し穴が 6個巡らされている。外面には板ナデを,内面はナデているが上部は細い板

状工具で押すように整形 している。83は ミニチュアの甕で,日縁部は不整形である。全体

に厚手の作 りである。84は舟形土製品と考えられるものである。一部欠損 しているが,そ

の部分が完結するのかスプーンのように柄が付 くのかは不明であるが,こ こでは舟形と考

えて完結するものと考えたい。全体に指押さえにより整形 した後に,内・外面にヘラミガ

キを施 している。断面は幅広のU字形である。

85は石小刀と考えられるものである。先端部は鎌のように下方を向き,両側縁に刃部を

作 り出している。途中で欠損 しているが,欠損部分に後から加工を施 している。石小刀と

して再生 したものと思われるが,あ るいは石小刀の刃部をそのまま利用 してスクレイパー

に転用 したのかも知れない。86は楔形石器で,上下に加工を施 してお り,両側には両極打

撃の痕跡が良好に残っている。87・ 88は スクレイパーで,87の刃部は主に片面から作 り出

しており,非常に鋭利になっている。88は 欠損 しているが三角形のものと考えられ,背部

には敲打痕が認められる。89は 石鍬の未製品である。両面ともに製作途中のためか凹凸が

激 しく,一部自然面も残ってお り整形に至っていない。側縁の片側は調整剥離により整え

ているが,反対側の側縁は一部に敲打痕があるがあまり調整を加えていない状態である。

90～ 102は石鏃で,こ のうち90は平基,91～ 99は 凹基,100は 凸基のものである。90は 片面

に自然面が残 り,基部には調整を施 していない。92・ 94の基部の両端部は不揃いである。
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96は 非常に薄いもので,基部は快 りを入れるように打ち欠いて凹基に仕上げている。97は

厚手の剥片を利用 してお り,周囲は大 きな剥離により整えている。98は両側縁部に非常に

丁寧に調整を施 している。100は 凸基の有茎式で,幅広の茎部となっている。101の基部は

整っていない。未製品かもしれない。102の基部は欠損 している。

S H03(第 318図 ～第319図 )

S H02の西側1.5mに 隣接する住居である。壁の削平された竪穴住居あるいは平地式住

居で,柱穴のみからの復元となった。主柱には直径2.5mの 円周上に配置されるものと,4.0

mの 円周上に配置されるものの 2群がある。 しかし内側の柱のみの住居は小 さすぎるので
,

これらは補助的な柱 と思われ,主柱は外側のものと考えられる。内側の柱穴は 4個あるが ,

北東部分は検出されなかった。このうちS P06は 円周上にあるが,形態的に他の柱穴と異

なるため, S H03を構成する柱穴は円周より少 し内側になるが, S P06を壊 している柱穴

とした。外側の柱穴は円周上に 9個 あるが,30cm前 後の間隔で 2穴 1単位 となっているも

のが 4単位ある。これは主柱を横に移動 して建て替えを行なったものと考えられる。北西

B_

A――

7.50m

―
A'

0          2m

第318図  DttS H03平・断面図 (1/80)
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部分が検出されなかったが,復元すると主柱は6本 と考えられる。主柱穴の掘形は平面が

ほぼ円形であるが東側のものは隅丸方形となっている。主柱穴の掘形は直径30cm前後,深

さ15～ 30cmと なっており,埋土は暗茶褐色粘質土の単一層で柱痕は確認出来なかった。竪

穴住居であれば直径 6m前後の円形のものが想定され,建て替えが認められるものである。

直径 6mほ どを想定すると,す ぐ東側で検出したS H02と 接してしまうことからも,S H02

とS H03に は時期差が考えられる。

遺物は外側の主柱穴 S P01か ら出
｀

土 した。103は外面にハケロを施 し

ている。104は全体にナデている。
0              10cm

還 物 番 号 器 種 口径 器 高 底 径 胎 土 色 調 施 文 形贖・ 手 法 の特 似 輛 考
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第319図  D ttS H03内 S P01出 土遺物 (1/4)

S H04・ S K010 S K02(第 320図 ～第321図 )

調査区の中央部の南壁際で検出した住居である。壁の削平された竪穴住居あるいは平地

式住居で,柱穴のみからの復元となった。直径4。 2mの円周上に柱穴が 6個配置されている

が,東側部分には25cmの 間隔で隣接する 2つ の柱穴があり,そのどちらか片方が主柱 とし

て建てられていたと考えられる。従つて主柱が 5本の住居が復元できる。あるいはこの隣

接する柱穴はこの部分だけ建て替えたためかも知れない。主柱穴のうちS P02は 長径90cm,

短径68cm,深 さ25cmの 楕円形で柱穴としては大型である。他の 4個の主柱穴の掘形は平面

形は円形で,直径50cm,深 さ15～ 20cmで ,埋土は暗茶褐色粘質土の単一層 となってお り,

柱痕は確認出来なかった。 S P02が柱穴にしては大型であり,他の主柱穴と規模が異なっ

ていることから考えると,あ るいは住居に伴 う土坑とも考えられる。すると4本柱の住居

が想定出来る。これとは別に住居内に土坑を2基検出した。住居の壁面が残存 していない

ため,土坑の検出面が確実に住居床面であるかどうかの検証は出来ないが,こ こでは住居

に伴 うものとして考えておく。 S K01は 長径94cm,短径70cmの楕円形で,深 さは36cmで東

に向かつて深 くなっている。埋土は3層 に分層され,最下層は黒褐色粘質土が堆積 していた。

遺物は主に最下層から出土 した。これに対 しS K02は 長径112cm,短径36cmの 長楕円形のも

ので,深 さは15cmで ある。埋土は 3層 に分層され,遺物は壺の体部の細片が 1個 出土 した

にとどまる。直径6.2m前後で床面に土坑が 2な いし3基伴う, 4本あるいは 5本柱の円形



の住居が想定出来よう。出土遺物から弥生時代中期初頭に下るものである。

105。 106は S P02出 土の遺物である。105は逆L字形口縁の甕で,日縁部上面は強いナデ

による凹面となっており,端部は上方を向いている。体部は若干内湾しており,外面には

ヘラ描き沈線10条 と列点文を施している。106の底部は肥厚して突出している。外面はハケ
゛
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第320図  D tt S H04平 ・断面図 (1/80), S H04内 S K01 002平 ・断面図 (1/40)
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日である。

107～ 120は S K01出 土の遺物である。107～ 110は 如意形口縁の甕である。107の 口縁部

は欠損 しているが,欠損状況から如意形口縁 と思われる。体部外面には 5条 1単位の櫛描

き直線文と波状文が施されている。108は全体にナデている。109の 口縁部端部には刻み目

を施 し,日縁部内面は板ナデとなっている。HOは 口縁部の屈曲の度合いが強 く,端部は

肥厚 している。体部外面にはハケロを,内面にはヘラミガキを施 している。

lH～ 118は 壺および甕の底部である。111は 体部立ち上 り部の外面に強い指押 さえを施

して底部を突出させている。底部内面は指で扶るようにナデている。底部に比べて体部は

薄 くなっている。n4の底部は肥厚 してお り,外面は摩滅 しているもののハケロが僅かに

見られる。115は 底部からの体部の開きは小 さく,外面にはヘラミガキを,内面には板ナ

デを施 している。118は体部立ち上 り部の外面に指押さえを施す。

119は 蓋で,体部は直線的で中央部分がやや薄 くなっている。端部付近で外側に屈曲し

てお り,端部は肥厚 して丸 く収める。全体にナデている。

120は スクレイパーで,背部は山形になるものと思われ敲打痕が認められる。薄い剥片

を用いている。

S H05(第 322図 ～第341図 )

調査区の西側の北壁部分で検出した竪穴住居である。住居の北側は平成 3年度調査区に

続いてお り,平成 3年度調査区については未整理のため,D区で検出した部分のみの報告

となる。住居の平面形はD区の検出部分では円形と考えられ,直径は8。 lmで鴨部 。川田

遺跡の中では大型の住居である。南北方向 (A一 A'ラ イン)は検出長で6.Omで ある。

平成 3年度調査区の所見によるとやや南北に長い楕円形になる可能性 もある。住居の西側

から東側にかけて掘 り込みは 2段になってお り,西側は幅60cm,南側は幅30cm前後,東側

は幅10cm程 度のテラス状の平坦面を形成 しており,西側から東側に向うほどテラスの幅は

狭 くなっている。このテラス状の面は東側で途切れている。住居検出面からテラス面まで

は10cm程 度で,さ らにテラス面から20cmほ ど下って床面に至る。従って検出面から床面ま

では30cm残 っていたことになる。床面で柱穴と土坑を検出した。主柱 と考えられるものは

検出部分で 4本で,復元すると8本柱程度になろうか。主柱穴の掘形の平面形は円形ない

し円形に近い隅丸方形で,直径30～ 60cmで深さは15～ 20cmである。柱穴の埋土は暗茶褐色

粘質土の単一層で柱痕は確認出来なかった。 C― C'ラ インのC'側に柱穴が 2つ並 らん

でいるが,壁際の柱穴のほうが浅いことから,内側の柱穴のほうが主柱穴と考えたいが ,



しかし外側を主柱穴と考えると,他の主柱穴を含めて直径6.Omの 円周上にきれいに配置

されていることになる。この部分のみ建て替えを行なっためかも知れない。またC'佃1か

らC方向に2つ 日の主柱穴と,南側のA― A'ラ イン上のA側の主柱穴を結ぶ直線上に 1

つ柱穴があるが,全体の柱のバランスを考えると,やや内側に入り過ぎているようである。

C一 C'ラ インのC側の主柱穴と切り合うようにして土坑がある。長楕円形と考えられ
,

短径1.5m,長径は検出部分で1.9m,深 さは15cmで 底部は平坦である。埋土は暗茶褐色粘

質土の単一層で,土器の細片が少量含まれていた。土坑の西側の掘り込み部分に主柱穴の

C、、
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掘形があるが,見かけ上は前後関係があるがこの住居の同一の施設として考えたい。この

他に土坑と柱穴の中間形態のものが 2基ほどある。また北側の壁際の中央部分で炭化材が

出土したが,他に炭化物や焼けた痕跡がないことから焼失家屋とは考えがたい。住居の南

半分の中央部分の床面直上の暗灰色粘土層から壺 。甕を中心とした土器が多量に出土した。

土器の量に対して石器は少ないが,それでもサヌカイトの剥片・チップは総数98点 ,総重

o tocm
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灰貢褐 10YR6/2 項部にヘラ描沈線現存4条 本面け 日、内面″
‐

日 10YR8/2 日、内 面マメツ

少

晋灰貢2.5Y5/2 口縁部端部ヘラ描沈線 1条
→刻み目

口縁部端部″
‐
、外面材 目→ヘラミカ

゛
キ

内面材目。指押え
甲・ 少 天貢褐 10YR5/2 小面非常に粗いけ 日、内面非常に粗

′ヽ′サロ
中・普 火日2.5Y8/1 口縁部内面に貼付突帯 1条

、 口縁部端部ヘ ラ描沈線 1

条

口縁部端部指押 え、外面マメツ、内面

"・

が・霊 甲 。
多 火曰 10YR8/2 口縁部端部刻み 目→ヘ ラ

階沈線 1条

か・ 重 甲・ 夕 、 営・
212

斃貢 橙 10YR8/3 口縁部にヘ ラ描沈線4条 宝俸 にマメツ

不・ 堂 甲 。多 こぶい貢2.5Y6 頃部 にヘ ラ描沈線3条 外面け 目→ヘラミカ
‐
キ、内面マメツ

が ・ 愛 甲 。
多 贅東25Y7/3、

天白2.5Y8/2
頃部にヘ ラ描沈線 13条 界面″ 目→ ″

‐
、 内 面ヘラミカ

‐
キ・

"‐
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量783.Ogの量が出土している。北東の壁際にはS H05の埋没後に掘削された土坑 (SK

19)があり,こ れに伴う混入と考えられる157・ 160が住居の最上層で出土している。

121～ 160は壺である。121。 122は 口縁部が短く外反し,頸部にヘラ描き沈線を施してい

る。122の沈線は間隔がやや開いている。123は外反する国縁部をもち,頸部からそのまま

体部に至る。外面はハケロで頸部から口縁部にかけてハケロ原体の木口痕が多い。124の

回縁部は大きく外反して開く。口縁部端部にヘラ描き沈線を1条施した後に,縦方向に刻

み目を巡らしている。口縁部内 。外面に丁寧にハケロを施した後に外面にはヘラミガキを

加えている。125は 口縁部の内 。外面に非常に粗いハケロを施し,その後に口縁部端部付

近の外面をナデている。126は 回縁部端部は摩滅しているもののヘラ描き沈線が 1条巡っ

ている。日縁部内面に貼付突帯が 1条あり,突帯と口縁部端部との間には指押さえを施し

ている。127は 口縁部端部は平坦な面を持ち,縦方向の刻み目を巡らせた後にヘラ描き沈

線を1条施している。日縁部内面は板ナデであるが,部分的に強くなリハケロ状になって

いるところもある。128の 口縁部は肥厚 して外反する。頸部は細く,外面は摩滅している

がヘラ描き沈線が 4条見られる。129は 体部の張りはなく,頸部にはヘラ描き沈線を3条

施す。日縁部から体部にかけての外面には,ハケロの後に太いヘラミガキを雑に加えてい

る。130は 頸部にヘラ描き沈線が13条 と多条である。体部上部はなだらかで,お そらく中

央部分で大きく膨らむ扁平な体部になるものと思われる。あるいは上下反対向きともとれ

るが,頸部内面のヘラミガキは体部と考えた方には続かず,日縁部と考えた方に続いてい

るため,図示したような向きに考えた。131の 体部外面には摩滅しているがヘラミガキが

ある。132の 頸部のヘラ描き沈線は14条 と多条である。外面はハケロの後にナデており,

内面にはヘラミガキを施す。

133～ 142は 頸部に貼付突帯を巡らせるものである。133は 頸部に貼付突帯を現存で4条

巡らせた後に突帯上に棒状浮文を貼り付けている。日縁部は大きく開き,外面にはハケロ

を施している。134の 口縁部は大きく開くが,特 に上部で強く屈曲して真横に開く。日縁

部端部は角張つている。口縁部外面には粗いハケロを施している。頸部には貼付突帯を3

条巡らせた後に突帯上に2本 1単位の棒状浮文を現存で 2単位貼 り付けている。体部上部

の外面のハケロも粗いものである。135は 頸部に刻み目を施した4条 1単位の複条貼付突

帯を巡らせている。136は 頸部に貼付突帯 4条 を巡らせた上に2本 1単位の棒状浮文を現

存で 1単位貼 り付けている。頸部は外傾している。137は 頸部の貼付突帯上に3本 1単位

の棒状浮文を現存 1単位貼 り付けている。138の 頸部の貼付突帯は3条あるが,最 も下の
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遺 物 番 号 器 種 口径 器 高 底 径 胎 土 色 調 施 文 形 l13・ 手法 の特徴 備 考

こぶい貢橙10Y 頸部にヘ ラ描沈線現存5条 外面ヘラミカ
‐
キ、内面ヘラミカ

‐
キ・

"‐
こぶい貢橙 10Y
t7/2、 灰黄褐 10
R6/2

頸部 にヘ ラ描 沈線 14条 71・ 面″ 目→

"‐

、内面ヘラミカ
。
キ・

"‐

郷 ・ 霊 欄・ 多 天白10YR8/2、

渇灰 10YR6/1
嗅濁

`に
貼付失帯現7i4条十

棒状浮文現存1本

・ 晋 、 Tll・ 天黄褐10YR6/2
更昔25Y7/2

蹟部に貼付突帯3条 +2本 l

単位の棒状浮文現存2単位
外面租 い材 目、頸 部ナテ

‐
、内 面板

"｀

細 °
多 、 租 ・ 天貢褐 10YR6/2 嘆部に (4条 1単位)複条貼 外面け 目→

"・

、内面

"・
が・霊 こぶい貢橙 10Y

t7/2、 にぶい
詰絆10YR7/3

頸部に貼付突帯現存4条 +
2個 1単位の棒状浮文

外面マメツ、内面″
‐
・ 指押 え

鯛 °
多 天貢25Y7/2、

場灰 10YR5/1
頸部に貼付突帯現存3条 +
3本 1単位 の棒状浮文現存 1

単位

全体にマメツ

甲・ 多 こぶい黄橙 10Y
t7/2、 灰黄2.5
r7/2

唄部に貼付失帝3粂 、こC
うち1条に刻み 目

卜面″
‐
、内 面板ナラ

甲・ 多 天買2.5Y7/2、

天黄褐10YR6/2
頃部に貼付突帯現存3条 (

響隻易独蜜羅単位
の棒歩

外面け 目→

"・

、内面″
・・ 指押 え

甲 。
多 天黄2.5Y7/2 陳万同2条矢帝を貼付 けた

後に縦方向に棒状浮文で、
格子状 にす る

第324図  DttS H05出土遺物(2)(1/4)

27



突帯には刻み目を入れている。内面は板ナデである。139も 頸部の貼付突帯は3条である

が,上 2条には刻み目を入れており, 3本 1単位の棒状浮文を現存で 1単位貼り付けてい

る。日縁部は頸部から急激に屈曲しており,外面にはハケロを施した後にナデている。140

は短い棒状浮文を突帯の間に埋め込むように貼り付けて,格子状に仕上げている。141は
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遺 物 番 号 器 種 口径 器 高 底 径 胎 土 色 調 施 文 備 考

か
。

重
。

署 F、  1悩 ・ 灰 自25Y8/2 項部に貼付突帯現存4
箱

全体にマメツ

弥 ・ 壺 甲・ 晋 、 Ttl・ 灰黄25Y6/2、 にぶ
い黄絆 loYR6/3

:部に貼付突帯現存 3 口縁部

"‐

、外面″
‐
、内面″

‐

7 ・ 多

"、

 月硼 ・ 灰買2.5Y6/2 外面マメツ。信 FIIえ 、内 面″
‐
・ 帽 押 え

弥・壺 中・少、細・
少

灰黄褐 10YR6/2 【部にヘ ラ描沈線 12 小面粗いけ 日、内面

"‐

・指押 え

椰
・ 量 ・普 、 甲・

♭

曳貢橙 10YR8/3 小面マメツ、内面″
‐
・縦方向強いIIE"

弥・ 壺 7 中 。少 天黄25Y7/2 小面上 半材 目→

"‐

・下 半ヘラミカ
‐
キ→

"・
肉 面増 llm夕 ・ 情・

か
。

霊 8 ・
 多

"、

  消」 ・ 天自10YR8/2 小面″
~・

活 押 え 。マメツ、内 面措 FFえ・

天買 2.5Y7/2、 貢灰
2.5Y6/1

朴面マメツ、内面

"・

・指押 え
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全体に摩滅している。142は 口縁部は頸部からやや外傾して立ち上り,端部外面に粘土を

加えて逆L字形に仕上げている。頸部には貼付突帯が現存で 3条ある。口縁部から頸部に

かけて強くナデている。

143の体部は上半部で肩が張つている。底部は突出しており底部立ち上り部の外面には

指押さえを強く施している。144は 直立する頸部からそのまま口縁部に至り,国縁部端部

外側に粘土を加えて逆 L字形になるものと思われるが剥離している。頸部にはヘラ描き沈

線を12条施しその下に三角形列点文を加えている。外面全体に粗いハケロを施している。

145～ 148は 146の 口縁部が欠損しているものの口縁部は短く開き,体部は最大径が中央

やや下寄りにあり,上半部は肩が張らずになだらかになっているものである。146の外面

の上半部はハケロの後にナデており,最大径部分には横方向に板ナデを施している。下半

部にはヘラミガキが見られる。内面は全体に指押さえが顕著である。底部は上げ底となっ

ている。147の 頸部は肥厚している。頸部外面と内面全体に指押さえを施すが,他は摩減

している。底部も肥厚しており安定している。

149～ 152は いずれも日縁部の細片である。149は 口縁部内面に突帯を1条貼 り巡らせて

いる。日縁部端部には板の木口部分で押圧することにより刻み目を施している。150は 口

縁部内面のやや下がつた部分に突帯を1条貼り巡らせ,突帯と口縁部端部との間に竹管文

を2列巡らせている。151は頸部の粘土のつなぎ目が段になっている。152は 口縁部内面に

突帯を1条貼り巡らせ,突帯と口縁部端部との間に半裁竹管による山形文を施している。

日縁部端部には刻み目を入れている。

153～ 158・ 160は壺の体部である。153は体部上半にヘラ描き沈線を5条施すが,上から

3条 日と4条 目の間に竹管文を加えている。156は 体部中央にヘラ描き沈線現存 3条 と6

条を施し,上下の沈線文帯の間に竹管文を加える。157は櫛描き波状文の一部が残つてい

る。158は体部の上部と中央部に刻み目を持つものと持たないものの 2種類の突帯を貼 り

付けている。160は櫛描き直線文と波状文がある。

159は 壺の頸部で,各種文様で飾っている。沈線文帯の間に半裁竹管による連弧文を施

し,連弧文の間には三角形列点文を加えている。さらに下部には列点文と竹管文も加えて

いる。中央部のヘラ描き沈線は16条 と多条である。

161～ 220は甕である。このうち161～ 164・ 166～ 169は 如意形口縁の甕である。161は 口

縁部外面に指押さえを施してぃる。163の 口縁部の屈曲は短く弱い。161～ 163の 体部外面

は無文である。164は体部外面にヘラ描き沈線を現存で10条施 し,内面はヘラミガキと
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遺物 番 号 器 極 口 縫 器 高 底 径 胎 土 色 調 施 又 形顧 。キ 伝 の符 似 備 考

酢
火買 褐 10YR6/2 口縁部内面に貼付突帯 1条

、日縁部端部刻み目
本面け 目→″

‐
、 内面″

‐

中・ 普 天白10YR8/2 口縁部内面に貼付突帯 14
+竹管文2列

帰面

"‐

、内 面″
‐

1 中 。少、細・

普
天貢褐10YR6/2
こぶい黄橙10Y
t7/2

頸部に段 外面″
‐
、内 面″

椰 ・ 霊 中 。多 こぶい黄橙 10Y
t7/2

口縁部内面に貼付突帯1条

と半裁竹管による山形文、
口縁部端部に刻み目

外面マメツ、内面″
‐

甲・ 晋 、綱・ 天白10YR8/2 体部上半にヘ ラ 全体にマメツ

不・ 霊

少

鼻詩2.5Y2/1、  に

ぶい黄橙10YR6
不目5に貼付架帝3粂 、失帯
こ刻み 目

小面

"‐

、内面

"・

が・壁 中 。少 、微・

普
にぶい貢橙 10Y
R7/2、 褐灰 10Y

本部 にヘ ラ薔 沈 ll■ 6条 外面材 日、内面ナテ
・

か 霊゙ 甲 。
多 灰自10YR8/2 体部にヘラ描沈線現存3条

+竹管文+ヘラ糖沈線6条
本面け日→ナテ

・
、内面ナテ

・

瞥

にぶい貢2.5Y6
/3、 浅黄2.5Y7
/3

節描文 (波状文 ) 小面

"‐

、内 面板

"‐

杯・ f置 は・晋 にぶい黄橙 10Y
R7/2

(刻み 目有・無)の 貼
13条 +2条

本面ナデ、内面
"・

・指押え

火貢 25Y7/2 ヘラIII沈繰猟椰 条 十半苺
竹管連弧文・ 三角形列点
文 +ヘラ描沈線 16条 十列
点文 +竹管文

舛面

"・

、内面

"・

・指押 え

こぶい黄橙10Y
t7/2、 灰黄褐10

外面

"~、

内 面ナテ
‐
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遺物番号 器種 口径 器 同 底 径 胎 土 色 調 施 文 備 考

杯 ・ ら出 甲 。
1断、 測

・普
灰夢ミ引510YR5/2 如意形口縁、口縁部ナテ

゛。指押
え、外面ナテ

゛
、内面ナテ

゛

郷 ・ 聖 細・普、粗
・少

灰

灰
ミ布島10YR5/2
責褐10YR6/2

如意形口縁、口縁部ナデ、外面
7メ ツ、内面ナテ・

中 。多 饉5YR6/6 女口意形 口縁 、全体 にマメツ

外・ 翌 甲
。
イン 灰 自2.5Y8/2 ヘラ描沈線現存10

条
如意形口縁、口縁部ナデ、外面
ナテ
゛
、 ノ,屁ゴヘラミカ

゛
キ。マメツ

弥・聖 *23.〔 中 。少 、細
0名

に1ドレ漬 廂艶10YR
7/2

ヘラ描沈線現存9
条

口縁部折曲げ、口縁部マメツ、外
面マメツ、内面ナテ

゛。指押え
弥・甕 *24.(

甲
。

晋 灰黄2.5Y7/2 如意形口縁、外面ハケロ→ヘラミが
キ、内面ナデ

郷 ・ 署露 甲
。

晋 に」ドい市島7.5YR6
/3、 灰 白 10YR8/
2

如意形口縁、外面ハケロ。指押
え、内面ナデ

杯 ・
考露 綱 ・ 少 、  

“

板

・少
黒2.5Y2/1、 灰
黄2.5Y7/2

如意形口縁、口縁部ナテ
‐
、外面

ハケロ、内面ヘラミがキ。ナテ
゛
・指押

え
杯 。狙 甲

。
少 灰貢褐10YR6/2

天黄2.5Y7/2
ヘラ描沈線現存10
条

彙口意形口縁、口縁部ナテ
や
、外面

トテ
゛
、 内面ナテ

゛

杯 ・
君認 欄  

。
 イリえ、  そ考え

。 1ま

天F爵鷲ら10YR6/2
天黄2.5Y7/2

ヘラ描沈線現存7

条
口縁部折曲げ、口縁部ナテ

゛
、外

面ナデ、内面ナテ・・指押え
杯 。翌 甲 。少 、 細

・ 普

にぶい黄橙10YR
7/2

櫛描文 (直線文) 口縁部ナテ
ヤ
、 外面ナテ

゛
、 内面ナテ

゛

。指押え
杯

。
1鯉 中 。多 に1ド レヽ」ミ囃艶10YR

7/3

ヘラ描沈線10条 、
口縁部端部刻み目

口縁部ナテ
゛
、 外面ハケロ、内面ナテ

゛

。指押え
弥・甕 甲 。

多 置5YR7/6 ヘラ描沈線 10条 +
ヘラ描山形文+ヘ
ラ描沈線9条

口縁部ナテ
や
、 外面ナテ

‐
、 内面リツ

か
。

聖 細 。晋 、粗
。/Jp

浅黄橙7.5YR8/3 ヘラ描沈繰8条 、
日縁部端部刻み目

口縁部ナテ
゛。指押え、外面ナテ・

内面ナデ



なっている。165は 日縁部を真横に近 く折 り曲げている。体部はやや内傾 してお り,外面

には間隔の開いたヘラ描 き沈線が現存で 9条ある。166は 口縁部の屈曲は短 く弱い。体部

外面にはやや雑にハケロの後にヘラミガキを施 している。167は 口縁部外面に強 く指押 さ

えを行なった後に横方向にハケロを施 している。体部外面にも全体にハケロを施 している。

168は 口縁部端部は真横を向き,体部外面は全体にハケロで,内面にはヘラミガキを施 し

ている。169は体部外面にヘラ描 き沈線が現存で10条ある。170の 口縁部は真横に長 く折 り

曲げてお り,器壁は薄 くなっている。

171～ 220は 逆 L字形口縁の甕である。171は 口縁部を数回ナデているため,上面にやや凹

凸があり端部は上方を向いている。体部は直線的に外傾 しており,外面に4条 1単位の櫛

描き直線文を施 している。172は 口縁部端部に刻み目を入れ,体部はやや内湾しており外面

にヘラ描 き沈線を10条施す。外面はハケロ,内面はナデとなっている。173は 口縁部端部は

上方を向き刻み目を入れている。体部は上部が膨 らみ,外面にヘラ描 き沈線を10条 と9条

をそれぞれまとまって施 し,その間にヘラ描きの山形文を加えている。外面はナデており,

内面は摩滅 している。174は体部上部が内傾 している。175は体部外面のヘラ描き沈線は 6

条あるが,やや蛇行 している。外面全体にハケロを施 している。176は 口縁部の横への突出

は長 くなっており,端部には刻み目を入れている。体部は内湾 している。177は体部上部の

回縁部付近が外反 しており,全体に緩い S字状になっている。日縁部端部には板状工具に

より刻み目を施 しており,刻み目には木目が残っている。体部外面にはヘラ描 き沈線を13

条施 し,その下に三角形列点文と円形浮文を加えている。外面にはハケロを施 し,内面は

ナデている。179の 口縁部端部はやや上方を向き,刻み目を入れている。体部にはヘラ描 き

沈線が 1条だけあり,外面にハケロを施 している。180の 口縁部端部は下方を向き,刻み目

を入れている。体部は直線的に外傾する。181の 口縁部端部は先細 りになっている。182の

体部は直線的で,外面にはハケロの後にやや間隔が開いたヘラ描 き沈線が現存で10条ある。

183の体部は内傾 している。184の 口縁部端部は肥厚 してお り,端部の上下に間隔を開けな

がら強い指押 さえを巡らせている。体部は外傾 し,外面には間隔の開いたヘラ描 き沈線が

6条ある。186は 日縁部の粘土接合部分が内側に肥厚 している。187の 口縁部端部上面は下

方に下がる面となってお り,体部はややタト傾 し外面にはヘラ描 き沈線が10条巡るが,こ の

うち 1条 は途中で途切れている。189の体部は外傾 してお り,外面にヘラ描き沈線が現存で

9条巡る。190は体部外面の上部にヘラ描き沈線が 2条巡っている。体部外面はハケロを施

し,内面はナデている。191の体部外面のヘラ描き沈線は部分的に蛇行 している。体部外面
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遺物番号 器 種 口径 器 高 底 径 胎 土 色 調 施文 形態 。手法の特徴 備 考
昴 ・ 翼 にぶい黄橙10Y

R6/3
口稼郡ナテ

‐
、外面材 日、内面″

・

が ・ 捜 甲・ 晋 口縁部ナテ
・

、外面

"・

、内面

"゛
か 。霊 甲 。

1『

印受
部

"・

、外面材日、内面″・・指

甲 。多 灰白10YR8/2
除

口稼 郡 ″ 、外 面″
~、

内 面マメツ

洒
°

1配 *23. rIB。 少

部勇雰皆
線 1条 ヽ口縁部端 口縁部

"‐

、外面材 日、内面

"・
天白10YR8/2

部品罰究曇吾存
8条、口縁甲縁郡 77‐ 、外面″

‐
、内面

"・

・ 指相

綱 。少 天貢褐10YR7/2
こぶい黄橙 10Y 部夙霞晋

線6条、 口縁部端 外向″ 日・″
‐
、内面″

‐
・ 指押 え

な。甕 細・少 天貢 褐 10YR6/2
倉冨高嘉畜翌喬舅司罫

10条 ロ`
トテ肇 鵠 見

僣 FFえ ヽ外 面材 目、 内 面

か
゛

狙 阻・イリ
'た

、 甲・
多

火日 10YR8/2
會漸乙観姿語量督

仔9染 口`胴甲縁部
"‐

、外面
"‐

、内面
"・

・指摘

中 。少 、粗・
少

にぶい買橙10Y
R7/2 部勇雲瞥

線6条、 日縁部端
内需馨

'■
摺郡Υ

L・

"｀

、外面″‐、
杯

。
観 中・少 、細・

多
灰黄褐 10YR6/2
にぶい黄25Y6
/3

會ある募 箔F摯

5粂、 口蒻鰤耶晰 甲縁部
"‐

、外面
"・

、内面
"・

・指摘

中・普、細・
酢

関買橙7 5YR8/
〕、灰白7 5YR8 輔勇霞晋

繰 8条、 口縁部端 笙 件 に マメン、 円 回 取 ″

第328図  DttS H05出土遺物 (6)(1/4)
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遺 物 番 号 器種 口径 器 高 底径 胎 土 色調 施 文 形 態 。手 法 の特 徴 備 考

弥・甕 阻・ 誉 、 甲 ° にぶい黄橙 10Y
R7/2

ヘラ描沈繰 10条 、口稼郡
機 蔀 力lム 日

口縁部″
‐
、外 面

"、
内向

"・
彊碑

弥 ・
lilil 甲・夕 、薇・

少

K薫褐 10YR6/2
に黄2.5Y7/2

ラ描沈線現存2条 口縁部

"・

、外面ナテ
・

、内面ナテ
‐
・指拝

亦 。甕 甲 。少 、剤・

普
ミ褐10YR6/2
奇25Y7/2

ラ描沈線現存9条 口縁部″
‐
、外面

"‐

、内向77

が・墾 ・  多 た
、  胤 」 ・ にぶい黄橙 10Y

R7/2
ラ描沈線2条 由縁部ナテ・、外面材日、内面

"・

。指
lSTえ

に ぶ い 煮 橙 10Y ラ描沈線9条 口縁 部

"‐

、外 面板

"~、

内 向

"・
確

杯・ 聟 中・少、細・

普 造曇択婆選:``
R7/2

ヘラ描沈線8条 、口縁郡端
部刻み目

口縁部″
‐
、外面材目→″

~、

内面″
‐

指押え

鯛・ 多 天黄褐 10YR4/2 ヘ ラ描沈線 10条 、三角形 口縁部″
・・ 指押 え外面

"‐

、内面″
・

首2.5Y7/2 3条 全体 にマメツ

天白25Y8/2、
畿黄橙7.5YR8/

ヘ ラ描 沈繰 現 存 9条 口縁部

"‐

、外面″
‐
、内向打

が・曼 中・ 普、粗・ 天貢25Y7/2 ヘラ描沈線5条 、 口縁郡端 口縁部

"・

、外面
"‐

、内面″
‐

杯 ・ 概
にぶい黄橙 10Y
R7/2、 灰黄2.5
Y7/2

ヘラ描沈線 13条 、口縁日∫
喘部刻み目

中 。少 、粗・ ミ2.5Y2/1、  JR ヘラ稲況隷7条 口縁部ナテ
・

、外面

"や

、内面″
▽
・ llEFl

が・電 鯛・ 普 浅黄橙10YR8/3 ヘラ描沈線現存6条 口縁部ナテ
‐
、外面

"~、

内面

"・
彊耐

弥 ・ 霊 nll・ 晋 ミ褐10YR6/2
ミ25Y7/2

ヘ ラ描沈線現存8条 口縁日けデ ・偕碑 え、 /1・ 回77、 内回フ

テ
・・ 指押 え         ___

第329図  D ttS H05出 土遺物 (7)(1/4)
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遺 物 番 号 器 種 口径 器 高 底 径 胎 土 色調 施 又 備 考

甲・ 晋 、綱 ・

普
火日10YR8/2、

畿黄橙 10YR8/3
ラ描 沈繰 8条 口林 濁

"7、
外 白マメツ、内 面マメツ

鯛・ 多 天黄褐 10YR5/2
陽灰7 5YR4/1

ラ薔 沈腺 H条
鼻受

部剥離、外面材 日、内面″
・・ 推

椰 ・ 概

普
にぶい貢播狐OY
t6/3、 灰黄2.5
′6/2

ヘ フ 面 況 源 8染
異警聾■指絆更

租いけ目→板
"‐

炎黄 25Y8/3
甲・ 1晋 にぶい貢2.5Y6

/3、 灰黄2.5Y7
/2

へ 謝 ― 辮 7朱 口縁部″
・

、外面″
・

、内面

"・

昴
°

理 甲 。
1野 浅黄橙7 5YR8/

3、 浅黄25Y7/3
口縁部

"・

、外面材 日、内面

"・
弥 ・ 饗 灰貢褐10YR5/2

にぶい黄橙10Y
ラ描沈線 H条 口縁部″

‐
、外面″

‐
、内面″

‐

杯 ・ 観 *26
多

黄灰 2.5Y6/1、

吹黄2.5Y7/2
ラ描沈線現存13条 口縁 部″

‐
、外 面″

‐
、内 面

"‐
か

゛
狙 中・ 少、細・

少
晟頁Z bYb/3、

にぶい黄橙 10Y
R7/4

ラ描沈線 13条 口稼 目S"‐ 、外 面′ツロ、内 面″
‐

杯 ・ 犯 *23.

普
にぶい貢橙10Y
R7/2、 灰 白10Y

ラ描沈線現存6条 2体にマメツ、内 面 IIF押 え

綱・ 晋 、微・

多
自2.5Y7/1、

黄25Y7/2
フ面 死嶽 現 rFl条 口稼部上面け日、外面け日、内面マメリ

更昔 25Y7/2
ラ薔沈線 10条

昂テ
部剥離、外面材 日、内面

"・

・ 推

甲・ 晋 、 綱 ・

多 にぶい黄橙10Y

ヘ ラ描 沈線 13条 口漱 瀾S″ 、外 山″ 、内 面マメツ

第330図  DttS H05出土遺物(8)(1/4)



には板ナデを施 し,内面はナデている。192の体部上半は内傾 し,外面にヘラ描き沈線を8

条巡らすが,部分的に沈線の間隔が開いている。体部外面はハケロの後にナデている。内

面には指押さえが多い。193の 口縁部端部は先細 りである。体部外面にはヘラ描き沈線10条

と三角形列点文を施 している。沈線は部分的にかなり歪んでいる。体部は直線的で,全体

にナデている。194の 口縁部の外側への突出は短い。195の 回縁部の上面は下方に向った面

をもつ。196は細片であるが復元口径が55。 6cmの 大型の甕である。日縁部端部には刻み目を

入れ,体部外面にはヘラ描 き沈線が 5条巡っている。197の 口縁部端部の下部はナデと指押

さえにより段が生 じている。体部は直線的で,ヘ ラ描 き沈線は13条 と多条である。ハケロ

を施 しているが最終的に沈線の上から全体にナデている。198の 回縁部端部は先細 りで,日

縁部下には板状工具の木口痕がある。体部はやや外傾 してお り,ヘ ラ描 き沈線はやや間隔

を開けて 7条巡つている。199の 口縁部は体部に比べて肥厚 している。体部外面にはヘラ描

き沈線が現存で 6条巡つている。200は 口縁部を上下から強 くつまんで指押さえを行なって

いる。201の 口縁部端部は先細 りで,体部は緩 く内湾しており,外面のヘラ描き沈線は 8条

であるが部分的に途切れたり蛇行 している。202の 回縁部の外側部分は剥離 している。口縁

部剥離部分に下書きの沈線がある。体部外面は全体に丁寧にハケロを施 し,内面はナデて

いる。203の体部外面には粗いハケロを施 した後に板ナデを加えている。204の体部は外傾

し,内 。外面にハケロを施 し,内面は後にナデている。205は 口縁部端部を強 くナデており,

日縁部下部には板状工具の木口痕がある。体部外面には間隔の開いたヘラ描 き沈線が現存

で 7条ある。206の 口縁部端部は上方を向いている。体部は直線的に外傾 し,外面全体にハ

ケロを施 した後にヘラ描 き沈線を12条巡らせている。207の体部外面のヘラ描き沈線は11条

であるが部分的に途切れている。208は 口縁部上面を強くナデており,端部は上方を向く。

体部は直線的で外面のヘラ描 き沈線は現存で13条 と多条である。209の ヘラ描き沈線は13条

と多条であるが,部分的に途切れている。体部外面はハケロを施 している。210の体部は直

線的に外傾 している。211は 口縁部のみの細片で,日縁部上面にハケロを施 している。体部

外面のヘラ描 き沈線は現存で 1条である。体部外面にはハケロを施 し,内面は摩滅 してい

る。212の 口縁部の外側の貼付部分は剥離 している。体部外面全体にハケロを施 した後にヘ

ラ描 き沈線を10条巡らせている。213は 体部外面に密にヘラ描 き沈線を13条施す。214の 口

縁部端部は下方を向き,全体に不整形である。体部は内湾 してお り,外面全体にハケロを

施 している。215の 口縁部の外側の貼付部分は剥離 している。体部は内湾 しており,日縁部

のやや下側に間隔の開いたヘラ描 き沈線が 3条巡つている。全体にナデている。216～ 220



の体部外面は無文である。216は体部外面にハケロを施す。217の 体部は緩く内湾している。

全体にナデている。218は体部外面に横方向にやや幅広のヘラミガキを施している。内面

はナデている。219の体部外面は摩減しているが,僅かにハケロが残っている。内面はナ

デている。220の 口縁部の外側への突出は短く,端部は下方を向いている。体部は直線的

に外傾しており,外面にはやや粗いハケロを施している。

221～ 223は 口縁部端部のやや下に鍔状の突帯を1条貼り巡らせているものである。221は

口縁部端部がやや内傾している。突帯の端部は欠損している。体部外面にはヘラ描き沈線

0                 10cm

遺物番号 器 種 口径 器 高 底 径 胎 土 色 調 施 文 形 顧 。手 法 の 特 徴 備 考
弥

。
翌 〒 。

1晋 、 綱・
酔

天貢25Y7/2 口縁部″
‐
、外面材 目、内面

"・
か

。
電 紺 。

多 火買 褐 10YR6/2 ヘ フ洒 π課 3粂

押発
部剥離、外面″

‐
、内面

"・

・ 指

火日10YR3/2、

諸灰 2.5Y7/1
口縁日

`万
、外面け 目、内面″

‐

杯・ 聖 甲・ 晋 、 llW・

聾
張貢 2.5Y7/3 口漱 間∫″ 、外 山

"、
内 山

"
添・ 聟 。

 1当F、   ヨモH ・ 天貢褐 10YR5/2 口縁部″
‐
、外 面ヘラミカ

・
キ、内面

"・
10YR4/1 口縁 部

"‐

、外 面材 目・マメツ、 内 面持・

2 5Y7/2
か 。狙 団・ 晋 にぶい貢種〕OY

R7/3

ヘ ラ描沈線現存5条 甲縁部″
‐
、外面″

‐
、内面

"・

・指摘

吹黄25Y7/2
含彪墓覇姿祀摯僣「

78粂、日桐口縁部″
‐
、外面″ 目→″

‐
、内面

"・
不 。翌 天自10YR3/2

部ζ軍雫優異辱8条、日縁口稼 部″ 、外 面″
‐
、 内 面マメツ

第331図  D tt S H05出 土遺物 (9)(1/4)



登

遺 物 番 号 器 種 口径 器 両 底 径 胎 土 色 調 施 文 形 態 。手 法 の 特 徴 備 考

が・ f麗 中 。少 、細・ 著灰貢25Y4/2、 薇
灰10YR4/1

pl・面材 目→ヘラミカ
・

キ。指押 え、内面板
テ・・指押 え

・
多

'、

 月慟 ・ 天白2.5Y8/2 外面材 目→ヘラミカ
‐
キ、内面

"‐

。指押 え

暗灰 黄 25Y4/2、 に
ぶい黄 25Y6/3

外面
～

日、内 面

"‐

・ 指 押 え

マ黄25Y6/2 全体 にマメツ、内 面 指 押 え

添・ 憂 中 。少 、細・
ウ

灰黄2.5Y7/2、 褐灰
10Y4/1

外面

"‐

、内面

"‐

・指押え

天白25Y8/2 外面材 日、 内 面マメツ

か。霊 甲
°
多 天黄褐 10YR6/2、 灰

由2_5Y8/2
金体にマメツ

。多、XIB・ 灰 自5Y7/2 金体 にマメツ

杯・ 壼 細 。多 灰白2.5Y8/1、 買灰
2.5Y4/1

全体にマメツ、内面指押 え

白 10YR8/2 卜面マメツ、内 面″
▽

弥・ 壺 満東 覆 10YR8/3 炸面材 日、内面マメツ

弥・ 憂 甲・ 1晋 天貢25Y7/2、 にぶ 外面

"‐

、内面情押 え

て自2.5Y8/2

杯・ 量 阻 。少 、中 。

普
天黄 2.5Y6/2、 灰願 外面芳

‐
、内面ナテ

天貢25Y7/2、 貢ν
2 5Y6/1

全体 にマメツ

が・量 9 中・ 多 、粗・

少
黄褐 2.5Y5/3、 灰願 外面材 目・マメツ、内面マメツ

甲 。普 、 剤 ・

冬
灰 自25Y8/2 外面け 目 。マメツ、内 向″ 。彊 押 え

第332図  D ttS H05出 土遺物 (10)(1/4)
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0                 1 0cm

選 物 番 号 器 種 口径 器 高 底 径 胎 土 色 調 麗 又 形 順 ・ 手 泄 の 特 似 備 考

多

こぶい貢25Y6

杯 。壼 阻・普 、中 。

雰
1引ヨ2 5YR5/
:刀
マ2 5Y4/1

全体にマメツ

多
ミ2.5Y6/2、
饉褐10YR5/2

外面け 目→ナテ
・

、内面材 目→板

"・
杯・ 霊 9 ・ 多、綱・ 灰買Z.5Yb/Z

刃て10YR4/1
小面粗い材 目→ヘラミカ

‐
キ、内面板

"・贈押え
が・壼

少

にぶい貢橙10Y
R7/2、 灰黄褐10

咋面け 日、内面″
・・ 指押 え

添・ 盤 6 甲 。多 灰貢褐 10YR5/2
陽灰 25Y6/1

小面材 目→

"‐

、内面

"・

・ 指押 え

9
酢

灰貢25Y6/2、
lB灰 10YR6/1

が。量 自2.5Y8/2、
白 loYRR/,

小面″
‐
・マメツ、内面

"・

・指押 え

弥 ・ 壺 甲 。多
陽灰 10YR6/1

小面マメツ、内面

"・
吹白25Y8/2

が ・ 盤 中 。多、粗・ 火藤:2.5Y7/2 小面け日、内面″
‐

ア・ 多、 剤・
参

餞貢2.5Y7/3、

又白2.5Y8/3
卜面帽 FIIえ 。マメツ、 内 面マメツ

甲 。多 灰 貢 2.5Y7/ 面ヽ■ 日、内面指押え
中・ 多 暗灰黄2.5Y5/2

灰黄25Y6/2
弥 ・ 壺 中 。少

浅黄25Y7/3
外面材 目→ヘラミカ

‐
キ、内面″

・・指でラセ
ン状に粘 土を決 り取る

ハ ・ 霊 は ・ 晋 火日2.5Y8/2、

天黄2.5Y7/2
外面ヘラミカ

｀
キ・マメツ、内面板

"・

・ヘラミカ
・

キ

第333図  DttS H05出土遺物 (11)(1/4)



が現存で 5条ある。222の 口縁部端部は非常に細くなっている。突帯の端部には刻み目を施

している。体部は直線的で,外面にハケロを施した後にナデている。ヘラ描き沈線は現存

で8条あるが,そのうちの 1条は途中で途切れている。223の突帯は口縁部端部より1.5cm

0                 1 0cm

第334図  D ttS H05出 土遺物 (12)(1/4)

遺 物 番 号 器 種 口径 器 高 底 径 胎 土 色 調 麗 又 形態 。手 活 の特 似 備 考

こぶい黄橙 10YR7/` ヘラミカ
‐
キ、内面ヘラミカ

‐
キ

FIB・ 蓼 ゝ、 1咀 ・ 灰 白 10YR8/2 全体 にマメツ、外 面指 押 え

綱 ・ 惜「 、 Tll・
′)

灰2.5Y4/1、 火声
10YR6/2

本面け 日、内面板

"‐

、底部外面ヘラクス
・

杯
。

壼 阻・少 、中・ 灰 白2.5Y8/2 本面マメツ、内面

"‐

・ IIE押 え

甲 ・ 多 にぶい貢橙10YR6/3
灰黄褐 loYR6/2

外面け 日、内面マメツ

甲 ・ 多 天自10YR8/2、 にぶ 全体にマメツ、内面指押え

が ・ 量 甲・ 121'、  1量・
少

天貢2.5Y7/2

弥 ・ 壺 甲 。
1:ヨ F 晴灰 東 2 bYК b/2、

7苦楊 l ovRs/,

弥 ・ 憂 ア °
1獣、 1且・ 隔灰 10YR4/1、 灰声

陽10YR6/2
全体 にマ

,⊆ にマメツ

弥 ・ 壺 7・ ノ 、Tll・ にぶい貢橙 10YR7/3
更白10YR8/2

にぶい貢橙 10YR6/C 外面材 目、 内 面板

"‐
が ・ 壼 鯛 。

多 にぶい貢橙 10YR7/2

椰 ・ 量 鯛 °多、Tll・ 褐灰 10YR4/1、 灰 臼
10YR8/2

外面粗い材 日、内面

"‐
・ 漏 F、  租 ・

タ

炎黄25Y8/4、 灰貢
陽10YR5/2

全体 にマメツ
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遺物番号 器 III 口径 器 間 底 径 胎 土 色 調 施 文 形 態 。手 法 の特 徴 備 考

郎 ・ 概 細・多、租・

少 /3、 黒褐7 5YR
3/1

外面ヘラミカ
｀
キ・板

"‐

、内面

"・

・指押
え

弥・甕 甲・ 晋 、 綱 。

酔 6、 黒N2/1
訃血方 、内 向独″

ア・ 多 灰白2.5Y8/1、

にぶい黄橙10Y
R7/2

全体 にマメツ

灰貫褐 10YR6/2 2体にマメツ、外 面指 押 え

弥 ・ 甕 酬 ・ 毛シ 、 1■ ・

少
灰自25Y8/2 昨山破

"‐

・ マメツ、内 面板

"~・
指 押 え

弥
。

甕

少

て自25Y8/2、
マ黄2.5Y7/2

不山

" 
。指 llllえ 、内 面″

中・普 浅黄橙 10YR8/3
陽灰10YR4/1

小面マメツ、内面

"‐

。指押 え

°
 多

"、

  TL ・ 浅貢2.5Y7/3 小面マメツ、 内面板″
‐
・″

｀

が・う田
Rttl1310YR6/2

小面

"・

、内面

"・

・指押 え

甲
°
多 天黄褐 10YR5/2

蔑黄25Y7/3
小面ナテ

‐
、内面″

‐
・ 指押え

が ・ 狙 臣5YR7/6、 灰 自 2俸 にマメツ

郷 。う田 火 頁 2.5Yb/2
黄 2.5Y6/2 器壁 をラセン状に快 り取る

甲・

`夕

にぶい橙 7 5YR
7/4、 にぶい黄
慶10YR7/3

全体にマメツ

甲・ 晋 、 Ttl・

少
にぶい黄橙10Y
t7/4、 浅黄2.5Y

外面マメツ、内面″
‐
、蓋の可能性も有

る

第335図  D ttS H05出 土遺物 (13)(1/4)
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遺物番号 器種 口径 器 高 底径 胎 土 色調 施 文 備 考

6 ・ 多
か

、 1咽 ・ 火貢 25Y7/2 外面マメツ、内面指 による強い

"・

亦 ・ 型 7 平・ 晋 天貢 2.5Y7/2、 灰貢
働10YR6/2

外面粗いノサロ、内面板″
・ 。指押 え

杯 ・ 盤 7 F。 多 にぶい黄橙10YR7/2
灰黄褐10YR5/2

外面材 日、内面

"・
が ・ 甕 8 中・普、粗・

ウ
灰黄25Y6/2、 黒褐
25Y3/1

外面襦 Fllえ ・マメツ、 内 面板 ″

火貢褐 10YR5/2 外面材 目・ 帽 押 え 、内 面″
‐
・ 帽 押 ジ

か ・ 犯 7 甲 。
1晉 灰貢25Y7/2、 黄灰

25Y6/1
全体にマメツ

灰 貢 25Y6/2 外面

"‐

、内 面

"‐

・ 指 押 え

6 鯛・ 多、粗・
少

灰貢褐10YR6/2、 に
ぶい黄橙10YR7/3

71・ 血ナテ ・ 宿 碑 え、内 山

"。
襦 FFえ

7 嘆 白25Y8/2 外面材 目・ 指押 え、内面マメツ・ 指押え
10YR8/2 全体 にマメツ

添 ・ 狙 5 F・ 多、 1硼・

諄
褐灰 10YR6/1、 灰自
25Y8/1

外面マメツ、内面

"‐

。指押 え

5 鯛 。少 、 微・
多

吹貢25Y6/2 外面″
・・指押 え、内面芳

・・指押 え

弥・甕 5 鯛・ 晋 にぶい黄25Y6/3、
浅黄25Y7/3
灰 白25Y8/1
灰 自25Y8/2、 灰 自
2 5Y8/1

全体 にマメツ、内 面指 押 え

弥 ・ li::: F・ 晋、 lll・ 吹白25Y8/2 全体にマメツ

制・ 普、 Tll・ 貢橙 10YR8/3、 灰 全体にマメツ

・ 少 、 中・ 浅貢橙 7.5YR8/4、

東黄2.5Y7/2
全体にマメツ

多

灰貢

５Ｙ

灰

２

弥・1,lil 中・ 少、細・
諄

吹黄2.5Y7/2 外山破

"、
内 向破″

‐
・ 帽 Fllえ

が ・ 盤 甲・ 多 医白2_5Y8/2 外面材 目・マメツ、内面

"・

、蓋の可能

第336図  DttS H05出土遺物 (14)(1/4)
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19

0              1 0cm

遺物番号 器種 口径 器 高 底 径 胎 土 色 調 施文 備 考

甲・ 多 天買 2.5Y7/2、 窄面信 FFえ 。マメツ、内 向

"
rtl・ 少、甲・
普

天貢25Y7/2、

天白2.5Y8/2
外面

"・

、内面指押 え

甲 。多、租・

少
天貢 2.5Y7/2 金体 にマメツ

甲・ 多 、 lll・

普
天貢褐10YR5/2
更白2_5Y8/2

外面ナテ
・

、内面板

"・

第337図  DttS H05出土遺物(15)(1/4)

ほど下で221・ 222よ りも下に貼 り付けられている。突帯は小 さく先端は先細 りで断面三角

形になっている。器壁は全体に薄手で,外面にはヘラ描 き沈線が現存で 8条巡っている。

224～ 310は 壺および甕の底部である。224・ 225の外面はハケロの後にヘラミガキを施 し

ている。226の 底部は高台状になっており,体部外面にはハケロを施す。227・ 229。 231の

底部は突出している。240の 底部は薄手になっている。241の 体部は丸みをもって立ち上が

る。243の 外面はハケロの後にナデてお り,内面はハケロの後に板ナデを施 している。244

の外面は全体に粗いハケロを施 した後に部分的にヘラミガキを加えている。内面は板ナデ

である。245・ 247・ 251の外面にはハケロを施 している。246・ 248の 底部は突出している。

255の外面は見にくいがハケロの後にヘラミガキを加えている。底部内面は指で粘土を螺

旋状に決 り取っている。256の外面は摩減 しているが部分的にヘラミガキが見 られる。内

面は板ナデの後にヘラミガキを施 している。底部は高台状である。257は内 。外面に丁寧

にヘラミガキを施 している。259。 263の底部は突出してお り,こ のうち259の 体部は底部

から大きく外側に屈曲して開く。259。 261・ 263・ 264・ 267～ 270の 外面にはハケロを施 し

ている。272・ 285の底部は突出してお り,272の体部外面はヘラミガキで,底部立ち上 り

部外面には板ナデを施 している。278の底部は上げ底で中央部分は欠損 しているものの
,

薄 くなっている。281は 底部外面に 3本 1単位のヘラ描 きの十字形の文様がある。283は 外

面にヘラミガキを施す。底部内面は指で粘土を螺旋状に扶 り取っている。286の内面は指

で強 くナデている。287は外面に粗いハケロを施 し,内面は板ナデとなっている。288は 外

面にハケロを施す。289は 底部立ち上 り部外面に指押さえを強 く施す。290・ 294・ 298・ 304

は外面にハケロを施す。299の外面はヘラミガキとなっている。302の 底部はかなり肥厚 し

ている。306の底部は小 さくなってお り,外面にはハケロを施す。あるいは蓋かも知れな

い。307は 底部に粘土を加えて突出させている。
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遺物番号 器 種 口 後 器 高 底 径 胎 土 色調 施文 形 慰 ・ 手 活 の 特薇 備 考

灰自

２
．

灰
白

咋面マメツ、内面

"‐

8

毎
独

中・多 貢褐 10YR6/2、 茨

径 61
甲・昔、Tll・ タ にぶい貢25Y6/3 面板

"‐

。指押 え、内面ヘラミカ
‐
キ・捧

弥・ 蓋 饉
笛

圏・ 晋 灰黄2.5Y7/2 外面

"‐

・指押 え、内面マメツ

弥 。蓋 中・多、細 。多 ぶ い貢橙 10YR7ノ

か
゛

蓋 驚
缶

甲・ 昔 灰貢褐 10YR6/2、 裡
灰10YR4/1

小面ヘラミカ
‐
キ、内面ヘラミカ

‐
キ・″

‐。指摘

饉
笛

=ぶ
い貢御 OYR7ノ

弥・ :ヨ11 つまる
径 5.`

鯛 。多 、租・ 少 こぶい黄橙 10YR7ノ 小面材 日、内面板

"‐

・指押 え

弥 ・ 蓋 驚
密

甲・ 多 、測 ・ 普 天白10YR8/2 昨面マメツ、内面″
‐。指押 え

筆盈
天自2.5Y8/2 つまみ部に向かい合 つた位 置に努孔 1

個ずつ、全体に

"・弥 。蓋 つまる
径6.(

甲・ 多 天貢褐10YR6/2、 に
ぶい黄橙loYR6/3

昨口秋
"、

内 向歌 77° 彊 弾 え

徳
密

中・ 普、粗・少 (貢 2.5YR7/2、 浅 外面″ 目 。指押 え 。上部は後に

"・

第338図  D tt S H05出 土遺物 (16)(1/4)



311～ 313は 甑である。311は 底部中央に焼成後に穿孔 している。313は 外面に板ナデの痕

跡がある。

314～332は蓋である。314は つまみ部の上面が窪んでいる。つまみ部は指押 さえにより

整形 している。315のつまみ部 も上面が窪んでお り,指押さえとナデで整形 している。体

部は凹凸が著 しく外面は板ナデ,内面はヘラミガキとなっている。316は器高 。底径 とも

小さく壺の蓋と思われる。体部は中程で屈曲して開く。つまみ部と体部との接合部分は沈

線状になっている。全体にナデと指押 さえにより整形 している。318はつまみ部上面がや

や窪んでいる。端部は欠損 しているものの全体に大きく開く。外面の上半部は縦方向の
,

下半部は横方向のヘラミガキをそれぞれ丁寧に施 している。内面はヘラミガキとナデであ

る。319も つまみ部の上面が窪んでお り,つ まみ部外面にはハケロを施 している。320はつ

まみ部の下半を絞つて握 りやす くしている。体部はそのまま大きく開いている。外面はハ

ケロ,内面は板ナデとなっている。321は体部下半でやや屈曲して開 く。つまみ部は指押

さえにより整形 している。322は下部で大 きく屈曲して開 く蓋と考えたものである。体部

上半は膨 らんでいる。つまみ部は上面が窪んでお り,向かい合った位置に穿孔を 1個ずつ

施 している。あるいは甕かも知れない。323は 体部下半で大 きく開 く。全体に板ナデと

なっている。324は外面にハケロを施 した後につまみ部付近をナデている。内面は全体に

丁寧にヘラミガキを施 している。325はつまみ部の上面が大 きく窪む。326・ 327はつまみ

部外面を絞つて握 りやす くしている。328はつまみ部の端部に 2個 1単位の穿孔が現存で

1単位ある。外面はヘラミガキを施 し,内面は棒状工具によリナデている。つまみ部の径

が大きいことからあるいは甕の底部かも知れない。329はつまみ部の端部は横に突出して

おり全体に肥厚 している。逆に330の つまみ部は薄 くなっている。331は つまみ部に上から

粘土を被せて整形 している。332はつまみ部上面は窪み,傾いている。つまみ部端部は斜

め上方に突出している。外面は板ナデである。

333～ 336は 鉢で,333・ 335・ 336の 口縁部は逆 L字形である。333は 口縁部内面を強 くナ

デている。334の体部はほぼ直線的に立ち上 り,そのまま口縁部に至る。外面の口縁部付

近はナデており,下半にはハケロを施 している。内面は全体に丁寧にヘラミガキを施 して

いる。底部は安定 した平底である。335は外面に細かいハケロを施 し,内面は全体に板ナ

デとなっている。336は 口縁部直下にヘラ描き沈線が 1条巡つている。

337は土製紡錘車である。土器片を転用 したのか周囲は整っていない。両面側から穿孔

している。
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遺物番号 器 種 口径 器 高 底 径 胎 土 色 調 施 文 fii考

饉
徹

阻・普 天黄2.5Y7/2 小面

"‐

・指押 え、内面板

"‐
つまろ
径7.|

中・ 普、FIB。

諄
浅貢2.5Y7/3

饉
笛

中・少 天黄褐 10YR5/2 小面″ 目→

"‐

、内面

"‐

・指押 え

ホ・蓋 つまら 中 。少 、細・ 天貢25Y7/2
11'欅 F`ζ吾稔嚢霊ヽ ■省界↑ラミだ

径 51
中・ 少 、 細・

普
浅貢 25Y7/3 2体に,デ

が・蓋 繊
笛

甲
。
多 浅黄2.5Y7/3、

更苦25Y7/2
咋面マメツ、内面″

｀
・指押 え

沐・蓋 雛
笛

中 。イン、 FIB・
多

天自25Y8/2 本面材 目・ マメツ、内 面

"‐

・ 橋 押 え

杯・ 蓋 驚
笛

鯛 °多、租・

少
灰自25Y8/2、

にぶい黄橙 10Y
朴 回 取 アア 、 円 回 ル ・ 彊 押 え

灰東褐 10YR6/2 口縁 濁り

'、
外 向け 日、内 向すテ・ 彊

杯・ 鉢 鯛・少、微・ 浅黄25Y7/3 外面材 日・

"‐

、内面ヘラミカ
ヤ
キ

灰自2.5Y8/2、
浅黄 2.5Y7/3

口腹鰤耶マメツ、外 向′V日 、内 面枚 ″
‐

指申甲タ

洒・ 杯 ギ °
1計 、 Tll°

少
にぶい貢橙10Y
R7/3、 灰黄褐10

ヘ ラ描 沈融 条 口縁部ナテ
・

、外面ナテ
・

、内面

"・

車 諄
置2:5YR6/6、

喫黄褐 10YR6/2
中央 日Sに夕 孔 、 向 向 とも

'テ

第339図  D ttS H05出 土遺物 (17)(1/4)



338～ 341は打製石庖丁である。338は 結晶片岩製の打製石庖丁で,刃部は緩やかに外湾し

ている。背部は直線であるが片側の側縁に近い部分が段になっている。背部の直線部分に

は敲打が認められる。両側縁部には小さく決りを入れている。339は両側が欠損しているも

介
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＝
Ч

ハ
Ｈ

Ｖ

一

―

―
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0 5cm

-

退 物 番 号 器 種 現存長 最大幅 最大厚 重 量 石 材 形態 。手法の特徴 備 考

Fr 石庖 丁 晶片岩
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凹 石 岩 fll口]

第340図  DttS H05出土遺物 (18)(1/2)



のである。現存部での刃部は直線で,両面からの剥離により刃部を作つている。背部は緩

やかに外湾しており,敲打痕がある。340は全体の形は不明であるが,刃部が直線で背部

が外湾する石庖丁と考えたものである。全体に半月形のものと思われ,側縁部を形成しな

いものである。刃部は両面から形成されている。341も 340と 同じ形の石庖丁である。両面

とも全体に調整剥離を施しており,背部には敲打痕がある。長さの割に幅のない細長いも

のである。342・ 343は結晶片岩製の小型方柱状石斧である。342の断面は方形で,基端部

に向って緩やかに狭くなって行く。基端部は丸く,摩滅している。刃部は欠損している。
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0 5cm

@:

遺 物 番 号 器 種 現存長 最 大幅 最 大厚 菫 菫 石 材 形 III・ 十 伝 の 特 ロ 備 考

そ山岩 中央部

スクレイノ l サヌカイ ト 学部に敲打

7? V4 )<- サヌカイ 1の 刃部

第341図  D ttS H05出 土遺物 (19)(1/2)



343は基部中央部分の破片である。344は凹石で,片面の中央部分が窪んでいる。345は石

鍬の基部中央部分で,両側縁部に調整を施している。346は大型のスクレイパーで,裏面

には素材剥離時の主要剥離面を残している。刃部はやや蛇行しており,両面から作り出し

ている。背部は斜めで敲打痕がある。347も スクレイパーで,石鍬の刃部が欠損したもの

を転用し,欠損部分を敲打して背部を作り,刃部はそのまま利用したものである。

S H06(第 342図 ～第345図 )

調査区の北壁沿いで S H05の 東

側 lm弱 のところに隣接 して検出

した竪穴住居である。住居の北側

の一部は平成 3年度調査区に続い

ている。住居の平面形はほぼ円形

であるが,東側部分が不整形であ

る。直径は約3.3mで ,壁 は18cm

ほど残っている。柱穴はA― A'

ライン上の 2個 のみである。住居

の中央からはややずれているが
,

主柱穴 と考えられる。主柱穴の掘

形の平面形は円形で,直径32cm,

深さ10～ 30cmで南側の柱穴のほう 第342図  DttS H06平・断面図 (1/80)

が深 くなっている。柱穴の埋土は暗茶褐色粘質土の単一層で,柱痕は確認出来なかった。

南側の主柱穴は壁際に掘 り込まれてお り,主柱穴間の距離は1.8mで ある。住居全体の埋

土も暗茶褐色粘質土の単一層で,床面直上から土器・石器が出土 した。

348・ 349は 壺である。348は 頸部に突帯を現存で 4条貼 り付けているが,最 も下の突帯の

刻み日の有無は摩減のため不明である。頸部は若干外傾 している。349は体部にヘラ描き沈

線を6条巡らせているが,途中で途切れている部分もある。外面にはハケロを施 している。

350～ 360は 甕で,こ のうち350・ 351・ 353は 逆 L字形口縁のものである。350の 回縁部端

部はやや下方に向き,刻み目を施 している。体部外面にはヘラ描 き沈線が現存で 2条巡っ

ている。351は体部外面にヘラ描 き沈線を10条巡らせ,その下に三角形列点文を2列施 し

ている。外面は粗いハケロで,内面はナデている。353は体部外面にヘラ描 き沈線を11条

と現存 3条の 2つ のまとまりで巡らせるが,沈線文帯の間に三角形列点文を加えている。
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第343図  DttS H06出土遺物 (1)(1/4)

50



全体にナデている。

352・ 355～ 357は如意形口縁の発である。352は 口縁部を強 くナデており,日縁部下部に

指押さえを行なう。体部は外傾 しヘラ描 き沈線を8条巡らしているが蛇行 しているものが

多い。外面はハケロである。355の 回縁部は短 く外面に指押さえを行なっている。体部は口

縁部に比べて肥厚 しており,外面全体にハケロを施 している。356は体部外面全体にハケロ

を施 し,日縁部内面にもハケロを施 している。日縁部の屈曲は明瞭である。日縁部下に部

分的にヘラ描 き沈線が 2条ある。357の 体部は外傾 しており,外面はハケロとなっている。

354は 口縁部の断面観察が困難であ り,回縁部下には粘土の貼付け痕と考えられるもの

があるものの,おそらく真横に折 り曲げているものである。359の 回縁部は大きく横に折

り曲げ,端部はやや下方を向いてお り,刻み目を施 している。体部は内・外面とも全体に

ナデている。

358の 口縁部は外側に折 り返 して玉縁状になるが,部分的には平坦な粘土帯のように

なっている。日縁部は歪んでお り,外面から見ると口縁部を折 り返 した時の粘土の先端が

明瞭に残ってお り,雑な感 じを受ける。体部は直線的で全体にナデてお り無文である。朝

鮮系無文土器の可能性が高いものである。360は 口縁部端部は逆 L字形になるが,その下

に断面三角形の突帯を巡らせている。細片であり正確な口径は出ないが,大型品であるい

は鉢かも知れない。

Ⅷ

酬‖幽脚

0                 1 0cm

メ、ノ

遺 物 番 号 器 種 口径 器 高 底 後 胎 土 色 調 施 文 備 考
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外面け 目・指押 え、内面

"・

・ 指押 え

・少 、 甲・ 置5YR6/6、 褐
更10YR4/1

汗面マメツ、内面

"・

第344図  DttS H06出土遺物(2)(1/4)
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道 物 番 号 器種 現存長 最大幅 最 大厚 菫 量 石 材 形 態 。手 括 の特 似 備 考

山 に使用痕 と考 えられ る擦反 あ り

刃部擦 と使用による摩減

第345図  DttS H06出土遺物 (3)(1/2)

361～ 368は壺および甕の底部である。362の底部は肥厚しており,底部立ち上り部外面

に指押さえを施している。364の外面には鉄分が付着しており観察しにくいが,ヘ ラミガ

キのようにも思えるが,お そらくハケロであろう。367の外面はハケロである。

369・ 370は石鍬である。369は厚手の剥片を利用している。両側縁に調整を施し,基部

の片面に使用痕と考えられる擦痕がある。370は刃部の破片で,片面に弱い擦痕が残つて

いる。また使用により摩滅している。

S H07(第 346図～第347図 )

調査区の中央やや西寄りで, S H05の 南1.5mの ところに隣接 して検出した竪穴住居で

ある。住居の平面形は楕円形で長径4.Om,短径3.lmで やや東西に長くなっている。壁は
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第346図  D tt S H07平 ・断面図 (1/80)

6～ 14cm程度 しか残っておらず,特に北側の残 りが悪い。主柱は 4本 と考えられるが ,

D― D'ラ インのD'側の柱穴の位置が偏っている。主柱の柱間の平均は1.55mである。

主柱穴の掘形の平面形は円～楕円形で直径40cm前後であるが, S P03は他に比べて大 きく

60cm× 50cmの規模である。深さは10～ 15cmで ,埋土は暗茶褐色粘質土の単一層で柱痕は確

認出来なかった。住居の埋土は 3層 に分層され,遺物は主に中層の暗灰色砂混 じり粘質土

層から出土 した。一部の遺物は S P03か らも出土 している。

371・ 372は壺である。371は 口縁部端部は肥厚 し丸 く収める。頸部にはヘラ描 き沈線が

5条巡っている。372は頸部は外傾 し,突帯は現存で 2条あるが,欠損部にも突帯の痕跡

がある。内面は指で縦方向に長 くナデている。

373～376は甕である。373は如意形口縁で,日縁部下部に指押さえを行なっている。体

部外面にはヘラ描 き沈線が現存で 8条あるが,上から2条めの沈線はナデたときの凹線の

ようになっている。374～ 376は逆 L字形口縁である。374は体部は内傾しており,外面に

は間隔の開いたヘラ描き沈線が現存で4条ある。375は 口縁部内面に強い指押さえを施し

ている。体部外面には間隔の開いたヘラ描き沈線が 3条あり,最下段の沈線部分で体部は

屈曲している。376は 口縁部端部に刻み目を入れている。体部は全体に内湾しており,均

整のとれた形である。内 。外面とも全体にナデている。
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377～ 380は壺および甕の底部である。378の底部は薄くなっており,体部は屈曲気味に

立ち上がる。379・ 380は体部外面に板ナデの痕跡がある。

381は S P03か ら出土した用途不明の土製品である。パイプの頭のような形で球形の部

分に柄と思われる部分の欠損部がある。上面のやや柄側に円形の穿孔があり窓のように

なっており,中 は空洞になっている。内面は底部付近は指押さえで整形しており,穿孔部

付近は板ナデとなっている。外面は全体にヘラミガキを施している。柄の部分は中実であ

る。全体の形や用途は不明である。

382は結晶片岩製の石庖丁である。刃部・背部ともに直線で背部を磨いている。刃部の

作り方は雑で,刃部を作るための剥離も弱い。体部は部分的に研磨しているが,全体に磨

き方は弓弓い。

S K03(第 348図 )

調査区の東端で検出した土坑である。平面形は不整形な長方形で東西方向に長く,東側

部分が膨らんでいる。長辺3.8m,短辺0。 9～ 1。 7mで短辺は西側ほど狭 くなっている。深

さは10～ 15cmで 底部は中央部分が少し低くなっており,逆に低くなっている部分のすぐ西

側が盛り上がっている。土坑はS H01の 主柱穴によリー部を壊されている。埋土は上下 2

層に分層され,主に下層の灰褐色砂混じり粘質土層から遺物が出土した。遺物は細片が多

く,図化出来たものは 1点である。

383は甕の底部と考えられるもので,底部中央部は薄くなっている。全体に摩減してい

るが,体部外面にハケロの痕跡がある。

A――
7.塾

A'

7幽
B,

暗灰掲色粘質土

灰褐色砂混じり粘質土

第348図  DttS K03断面図 (1/30),出 土遺物 (1/4)
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S K04(第 349図 )

調査区の東端で, S K03の西側に隣接して検出した土坑である。平面形は不整形な楕円

形で北東一南西方向に長く,土坑の北東部分が歪んでいる。長径は2.4m,短径は最大部

分で1.5mで ある。深さは12cm程度で,底部はほぼ平坦である。この土坑もS H01の主柱

穴にその一部を壊されている。埋土は上下 2層 に分かれ,遺物は下層の暗灰色粘質土から

少量出土したにとどまる。

384は如意形口縁の甕で,日縁部端部は平坦になる。体部は膨らみ,日縁部との境部分

にヘラ描き沈線を2条施している。内 。外面とも全体にナデている。
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0           50cm

7.艶
B,B―――                                        ′・製

第349図  DttS K04断面図 (1/30),出 土遺物 (1/4)
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第350図  DttS K05平・断面図 (1/30)
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S K05(第 350図 ～第351図 )

調査区の東端で, S K04の北側に隣接して検出した土坑である。平面形は不整形な楕円

形で北北東一南南西方向に長く,西側部分がくびれており空豆のような形をしている。径

は2.Om,短径は0。 9～ 1.Omと なっている。深さは10cm前後で底部は平坦である。埋土は

上下 2層 で,下層の暗灰色粘質土から遺物が出土した。

385～388は甕である。385は如意形口縁で幅広のヘラ描き沈線を2条施す。386～ 388は

逆L字形口縁の甕で,386は 体部は内傾している。387は 日縁部端部は下方を向き,刻み目

―鼈―赳＼
392
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第351図  DttS K05出土遺物 (1/2, 1/4)



を入れている。体部は緩 く内湾 し,外面のヘラ描き沈線は13条 と多条で,そ の下に三角形

列点文を加えている。内面には指押さえが顕著である。388の 口縁部端部は先細 りで,体

部は下半で緩 く内湾する。外面のヘラ描 き沈線は不連続で14条 と17条の部分がある。

389～ 391は 壺および甕の底部で,390は 外面にハケロを施 し,底部は若干上げ底である。

392は 平基の石鏃で,周 囲を丁寧に調整 している。

S K06(第 352図 )

調査区の東端で, S K04の西側に隣接 して検出した土坑である。平面形は隅丸方形で
,

長辺2.Om,短辺1.6mで北東―南西方向がやや長い。深さは13cmで 底部は平坦である。埋

土は上下 2層 で,下層の灰色砂混 じり粘質土層から遺物が少量出土 した。

393は甕で,日縁部は剥離 しているが逆 L字形のものである。体部は若干内湾 してお り

外面にはヘラ描 き沈線を9条巡らせている。

S K07(第 353図 )

調査区の東側で, S H02の東 3mの ところに位置する土坑である。平面形は楕円形で
,

長径1.5m,短径 1。 lm,深 さ10～ 15cmで ある。底部は東に向って少 し下つている。北側部

分の掘 り込みは急になっている。埋土は茶褐色粘質土の単一層であった。

394は壺で,頸部にヘラ描 き沈線が 2条ある。体部は頸部から大きく開き,外面にはヘ

ラミガキを施 している。

395。 396は逆 L字形口縁の甕である。395は 口縁部上面は著 しく下方を向き,端部の上

下に指押さえを施 している。日縁部の内面にも強 く指押さえを行い,体部外面は口縁部付

近はナデで,それ以下はハケロである。396は 口縁部端部に刻み目を入れてお り,体部は

直線的で外面はナデている。

0                 10cm
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灰色砂混じり粘質土
0                1m
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弥 ・ 甕 甲・ 多 こぶい黄橙 10YR6/4、
こぶぃ昔25Y6/3

ラ描沈線9条 口縁部剥離 、外面マメツ、内面ナテ
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第352図  D tt S K06断 面図 (1/30),出 土遺物 (1/4)
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第353図  DttS K07出土遺物 (1/4)

397・ 398は 壺および甕の底部である。397は 体部中央部分が他に比べて薄 くなってお り,

外面にはヘラミガキを施 している。底部は突出してお り,立 ち上 り部の外面には板ナデの

痕跡がある。底部外面にはヘラケズ リを施 している。398は 体部は大 きく開いて立ち上

がっている。

S K08(第 354図 )

調査区の東側で, S D02の東側先端部分の北側に隣接 して検出した土坑である。平面形

は長方形で,東側の隅がいくぶん丸みを帯びている。長辺1.4m,短辺0.5m,深 さ10cm程

度で,東西に長 くなっている。底部はほぼ平坦であるが,西側部分が幾分盛 り上がってい

る。埋土は上下 2層 に分かれるが,黒色系の粘質土が堆積 していた。

399は 甕の底部と考えられるもので,底部は肥厚 してお り外面はナデている。

0           50cm

-

399

I Ocm

: 黒褐色粘質土 2 黒灰色粘質土

遺物番号 器種 口径 器 高 底 径 胎 土 色 調 施 文 備 考
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第354図  DttS K08断面図 (1/30).出 土遺物 (1/4)



S K09(第 355図 )

調査区の東側で S H02と S H03の 間で検出した土坑である。平面形は長楕円形であるが

東側部分がやや不整形で尖 り気味である。長径1.4m,短径0。 4mと 東西に長 く,深 さは25

cmで ある。土坑の短径ラインの断面形はV字形で,北側部分の掘 り込みは急である。埋土

は上下 2層 に分かれ,下層には黒褐色砂混 じり粘質土が堆積 していた。土坑の西側部分は

僅かであるが,後述するS K10に 壊されている。

遺物は土器は全 く出土せず,僅かにサヌカイ トの剥片 1点 と,図示 したスクレイパーが

出土 したのみである。400の スクレイパーは,欠損部分に後に調整を加えているが,他の

器種を転用 したのかも知れない。

0          50cm

7.30m A'
A一―

0              5 cm

遺 物 番 号 器 種 現存長 最大幅 最大厚 亘 量 石 材 備 考

4 サヌカイ

第355図  DttS K09断面図 (1/30),出 土遺物 (1/2)

〇 0 5cm
@

9
ヽ   :

0                10cm

遺 物 番 号 器 種 口径 器 同 底 径 胎 上 色 調 胆 又 哺 考

赤・ 壺 中・少、細・ 天黄25Y7/2 体部 上 半 に削 出突 帯

`PI・

鎮 ,各 ヽ
小面ナテ

‐
、 内 面

"‐

天自 10YR8/2 知意形 口縁、 口縁部歪む、口縁部

"‐本面

"・

、内面

"・

・ 指押 え

綱
°

多 畿買橙 10YR3/4、 に
ぶい橙7 5YR7/4

2体にマメツ

黒25Y2/1、  火 買
2.5Y7/2

昨面

"‐

、内面″
や。指押 え

遺物番号 器 種 現存 長 最 大 幅 最大厚 重 量 石材 備 考

2 3 ナヌカイ

0 ナヌカイ

第356図  DttS K10出土遺物 (1/2, 1/4)



S K10(第 356図 ～第357図 )

調査区の東側で, S K09の北西で S K10の

一部を僅かに壊 している土坑である。平面形

は不整形であるが長方形に近 く,西側部分は

くびれてお り,南側部分は丸みを帯びている

長辺は1.3m,短辺は0.5～ 0.6mで南北に長

くなつている。深さは18～ 30cmで北半分が一

段深 くなっている。埋土は上下 2層 に分かれ

下層は灰色砂質土である。

401は壺で,体部に削出突帯を施 し中に沈

線を2条加えている。内・外面ともにナデて

いる。

402は如意形口縁の甕で,日縁部は歪んで

おり,口縁部外面に指押さえを強 く行なって

いる。体部外面にはヘラ描 き沈線を2条巡ら

A一一

1 暗灰褐色粘質土

2 灰色砂質土

0           50cm

-第357図  DttS K10平・断面図 (1/30)
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せている。全体にナデている。

403・ 404は壺の底部と考えられ,403の 底部は破片であるが幅広で安定感がある。

405は 凹基の石鏃で,基部の窪みは大 きい。全体に丁寧に加工 している。406は 石錐で,

錐部の先端は鋭利で,両側縁から調整を施 し断面方形に仕上げている。つまみ部の上部は

斜めになってお り小さな作 りである。

S Kll(第 358図 )

調査区の東側の S H03の 北側に隣接 し,北壁際で検出した土坑である。土坑の北側は平

成 3年度調査区に続いてお り全体の形は不明であるが,円形あるいは楕円形になるものと

思われる。調査区内で検出した部分では,壁沿い部分での直径は1。 lmで ,深 さは10cmで

ある。埋土は暗茶褐色粘質土の単一層である。

407は壺で,日縁部は大 きく開き端部は真横を向 く。頸部にはヘラ描 き沈線が現存で 2

条ある。内・外面ともに丁寧にヘラミガキを施 している。

408・ 409は逆 L字形口縁の甕である。408の 口縁部端部は緩 く下方を向き,端部には刻

み目を入れている。体部外面にはやや間隔の開いたヘラ描 き沈線が現存で 5条 ある。409

の口縁部端部は下方を向き,刻み目を入れている。体部は直線的に内傾 し,外面にヘラ描

―
―
―
ｌ

ｍ
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第358図  DttS Kll出土遺物 (1/4)

き沈線が現存で 8条ある。

S K12(第 359図 )

調査区の中央で検出した土坑である。平面形は不整形であるが,西洋梨のような形で
,

西側が膨 らんでお り,各 コーナーは丸みを帯びている。長径2.5m,短径の最大幅で1.8m

深さは 8 cmで ,東西方向に長 くなっている。底部は平坦で,埋土は上下 2層 に分かれ,灰

色系の粘質土が主に堆積 していた。

遺物は細片が少量出土 したにとどまる。逆 L字形口縁の甕の細片が 2点 あり,外面にヘ
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第359図  DttS K12平・断面図 (1/30)



ラ描 き沈線がそれぞれ 7条 と5条現存 している。他に甕の底部と思われるものが 1点出土

している。

S K13(第 360図 ～第361図 )

調査区の中央で, S K12の西側に隣接 して検出した土坑である。平面形は長方形である

が,南東隅を僅かであるが他の遺構に壊されている。長辺1.8m,短辺は0。 45～ 0。 9mで ,

南北に長 く短辺は北側部分が長 くなっている。深さは24～ 34cmで ,底部は南側から中央部

に向って緩やかに下 り,中央部で一段低 くなった後に北側に向って再び緩やかに上がって

いる。南側の掘 り込みは他の部分に

比べて緩やかになっている。断面は

逆台形で,埋土は大きく3層 に分け

られ,最上層の黒褐色粘質土層の下

部と最下層の灰褐色砂混 じり粘質土

412

0                 1 ocm

一
A'

7.30m A'1 黒褐色粘質土

2 暗灰色砂混じり粘質土

3 暗灰色粘質土

4 灰褐色砂混じり粘質土

0               1m

第360図  DttS K13出土遺物 (1/4)
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第361図  DttS K13平・断面図 (1/30)
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層の上部を中心に土器が出土 した。

410は如意形口縁の甕で,日縁部は内面に稜を形成 して屈曲してお り,端部には刻み目

を入れている。体部外面にはヘラ描 き沈線が 5条現存 している。411は逆 L字形口縁の甕

で,日縁部端部には刻み目を入れており,体部は外面にヘラ描 き沈線が10条現存 してお り

全体にナデている。

412・ 413は壺の底部と考えられる。413は外面にハケロを施 し,内面には板ナデを施 し

ている。

414は蓋のつまみ部で,外面に指押さえを行なった後にハケロを加えている。

S K14(第 362図～第363図 )

調査区の中央で, S K13の西側に隣接 して検出した土坑である。平面形は不整形である

が長方形に近い。北東部分は丸みを帯びて膨 らんでおり,逆 に北西部分は内側に窪んでい

る。長辺2.5m,短辺1.3mと 南北に長 くなっている。深さは10～ 15cmで ,底部は西側部分

がやや低 くなっている。土坑の北西部分はS D03の 先端部を壊 している。埋土は上下 2層

で,上層 と下層の境目で土器が出土 した。

415～ 417は壺および甕の底部である。415の底部は上げ底である。416の外面はナデてい

るが,全体に雑な作 りである。
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1 茶褐色粘質土
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0           50cm

第362図  DttS K14平・断面図 (1/30)
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第363図  DttS K14出土遺物 (1/2, 1/4)

418は安山岩製の磨製石庖丁である。刃部は僅かに外湾するがほぼ直線で,背部は直線

である。刃部は側縁部分に僅かに研 ぎ出されてお り,主要な部分は剥離 してお り良く判ら

ない。剥離 していない面の刃部の研 ぎ出しは側縁に近い部分で認められる。背部は磨いて

おらず整形時のままであり,一部に整形時の剥離痕が残っている。全体に作 りは雑で,刃

部の断面がまだ方形に近いことなどから,未製品ではないかと思われる。419は 凸基の石

鏃で基部は大めである。

S K15(第 364図 )

調査区の中央部北寄 りで, S D03の北側で検出した土坑である。平面形は隅丸正方形で

南側ほど丸みが強い。一辺 1。 lmで ,深 さは15cmである。断面は逆台形で,埋土は暗茶褐

色粘質土の単一層 となっている。遺物は少量である。        、   :   /′

デと[Ill'17]:〕 るi干

の上げ底 となっている。内面には板ナ

        :0

第364図  DttS K15出土遺物 (1/4)

0             1 ocm

5 cm



S K16(第 365図 )

調査区の中央部北寄りで, S K15の東側に隣接して検出した土坑である。平面形は不整

形であり,台形に近い形である。東側が部分的に突出している。長辺は1.5～ 2.Om,短辺

は1.5m前後である。深さは15～ 20cmで ,底部は南側に向つて下つている。埋土は暗茶褐

色粘質土の単一層である。

421は甕で口縁部は内面の指押さえのため若干内傾しており,端部は丸く収めている。

日縁部のやや下に突帯を 1条貼 り付けており,体部外面にはヘラ描き沈線が現存で 1条

巡つている。422は逆L字形口縁の甕で,端部は下方を向き刻み目を入れている。日縁部

は内側に肥厚している。体部外面にはヘラ描き沈線が13条 と多条である。

423は 鉢で体部は内湾 して立ち上

り,由縁部端部は平坦に仕上げてい

る。日縁部外面には彫 りの深いヘラ

描 き沈線を 5条巡らせている。外面

は底部付近にハケロが残っており,

内面はナデている。

可
'1          421

0                 1 0Cm

遺物 番 号 器 種 口 後 器 高 底 径 胎 土 色調 施 文 形 憑 ・ 十 泄 の 符 傾 備 考

不・ 賀 細 。少 、微・
多

こぶい貢橙 10Y 口縁 郡 や や 卜に失 帝 、ヘ

ラ織 汁 纏 輝 存 1条
口縁 郡

"~・
帽 Fllえ 、外 山 ,テ 、円 向リ

,° ・ 増 IIFタ

か。犯 中・少 天自10YR8/2 ヘラ薔沈繰 13条 、日稼間∫
端部刻み日

口縁部ナテ・、外面マメツ、内面マメツ

マメツ、内 面

"‐

。指 押 え

第365図  DttS K16出土遺物 (1/4)

S K17(第 366図 )

調査区の西側で S H05の南側に位置する土坑である。平面形は長方形で,長辺1.6m,

短辺1.Omで北東一南西方向が長 くなっている。深さは10cmで底部は平坦である。埋土は

茶褐色粘質土の単一層である。

424は壺の口縁部で,端部は外側に平坦な面を作る。内面に突帯を現存で 4条貼 り付け

ている。

425は 結晶片岩製の石庖丁で,刃部は直線である。磨 き方は弱い。426はスクレイパーで

刃部の作 りは粗い。427は 凸基有茎式の石鏃で,茎部の作 り出しは弱い。428は大型蛤刃石

斧であるが大部分が欠損 もしくは剥離 している。刃部は両面から作 り出しているが,やや

雑な仕上が りである。
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道物 番 号 器 種 口径 器 高 低 後 胎 土 色調 麗 又 形憑 。手 法 の符 似 備 考

不 離 ・ 多
>、

 細 ・ 灰 自25Y8/2
鼻漫ぎ

内面に貼付突帯現

遺物番号 器 種 現 存長 最大幅 最 大厚 菫 量 石 材 備 考
庖 丁 7 語晶 片岩

スクレイパー ナヌカイ
石鏃 1 サヌカイ ト
型ヽ90A刃 石斧 岩)安 山岩

第366図  DttS K17出土遺物 (1/2, 1/4)

S K18(第 367図 ～第368図 )

調査区の西端の南壁際で検出した土坑である。土坑の南側部分は調査区外に広がってい

るので,全体の形は不明である。検出部分での平面形は長方形に近 く北東隅は丸みを帯び

ながらも直角に曲がるが,西領1部分は丸 くカーブしている。長辺は3.5mで 短辺は調査区
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1 暗茶掲色粘質土

0 lm

第367図  D tt S K18平 ・断面図 (1/30)

内で1.Omである。深さは7cmと 浅 く,底部は平坦である。埋土は暗茶褐色粘質土の単一層

である。

429。 430は壺で,429は 口縁部端部の上下に刻み目を施 している。430の口縁部端部は平

坦になっており,外面にはハケロが施されている。

431は逆 L字形口縁の甕で,器壁は全体に薄 くなっている。日縁部の内面には指押 さえ

を強 く施 しているため,若干この部分が内傾気味である。体部は直線的で外面にヘラ描 き

沈線が13条ある。

432～434は甕の底部と考えられるものである。432・ 433の底部は肥厚 している。434の

底部内面には指押さえを行なっている。

435は安山岩製の石鍬で,最大幅16.Ocmの大型品である。先端部より1lcmほ ど上の部分

で両側縁部はくびれて幅が狭 くなっている。この部分に一部擦痕が認めれ,柄の装着痕の

可能性がある。すると柄の装着部分と先端部との距離が短いため,刃部と考えた先端部の

ほうが基端部のほうの可能性が出てくる。 しかし周囲を加工 して仕上げていることから,

図の下側を刃部と考えたい。

S K19(第 369図 )

調査区の西側で, S H05の埋没後にS H05の 東側の壁部分に掘 り込まれた土坑である。

土坑は調査区壁部分で検出したもので,その北側部分は平成 3年度調査区との境部分で不

明瞭であるが,壁際で収束するようである。全体の形は正確ではないが検出部分の平面形
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0              1 0cm

遺物番号 器 極 口径 器 同 底 径 胎 土 色 調 麗 又 形態 。手法の特徴 偏 考

天 自 25Y8/2
目

全 体 に マメツ

が・量 甲・ グ 天買2.5Y7/2、

曳黄25Y7/3
外面″ 日、内面マメツ

郭
。

壇 火黄 2.5Y6/2、
唐灰黄25Y5/2

ヽラ蘭 沈緑 猟 存 13条 、 日
象部 端 部 力lみ 目

口縁部″
‐
、外面

"‐

、内面ナテ
・・ 指 lq

Иミ・う巴 6 ・ 署 F、  rIB・ [tr.bYO/6、  弔證

5YR6/6
全体にマメツ

弥 ・ 甕

黄灰 2.5Y6/1
外面″

~、
内 面マメツ

6. 灰白25Y8/2 全体にマメツ、内面指押 え

遺物番号 1   器種 現存長 最大幅 最 大厚 菫 量 石材 備 考

43日石鍬 1 533 山 岩 がくびれる、くびれ部に擦瘍

第368図  D ttS K18出 土遺物 (1/4)

は不整形で,西側が丸 く膨れている。東側はS H05の ラインに沿って直角に曲がっている

長径2.2m,短径は検出部分で1.lmと なっている。深さは28cm前後で底部は西側に向って

下つている。埋土は黒褐色粘土の単一層である。

436・ 437は壺である。436の 口縁部は端部が欠損 しているが大 きく開いている。頸部は

凹凸を見せながらもほぼ直立する。体部は中央部分に最大径があり大きく膨 らんでいる。

底部は安定 した平底である。頸部下半には突帯の剥離痕があり,その部分に突帯の下書き

の沈線が巡っている。外面は全体に丁寧にヘラミガキを施 している。体部上半は横方向,

それ以外は縦方向のヘラミガキとなっている。内面は頸部と体部上半に板ナデを施 し,他

はナデている。437の 口縁部は厚手で開き方は弱い。端部は外側に平坦な面を作 リナデて

いる。内・外面にハケロを施 し,外面はその後にナデている。頸部にはヘラ描 き沈線が現

存で 2条ある。

438は甕で逆 L字形口縁の外側の突出部分が剥離 している。体部外面にはヘラ描 き沈線
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0                 1ocm

遺 物 番 号 襴 口径 器 両 [後 胎 土 色 調 施 又 備 考

不・ 量
・ /1ヽ

火黄25Y7/2 帯剥離、架帯の下書 き 本面丁 平 なヘバカ 1、 内 向取

"・
彊 Fl

郷・ 量 中・少、細・
酢

盾灰貢25Y5/2
天黄25Y6/2

頃部にヘ ラ描沈線引存 2条 外面材 目→一部ナテ
‐
、内面材 目・指摘

が・ 聖 鯛 。多 天黄25Y7/2 ヘラ描沈線 12条 口縁部剥離、外面け日、内面″
‐
・推

押タ

不・ 量
。少 、中・ 天貢25Y7/2、

旨灰2_5Y4/1
帰面材 目→ナテ

‐
、内面

"‐

。指押 え

杯・ 霊
。少 、中・

ζ

灰貢褐10YR5/2
浅黄2.5Y7/3

外面″
・

、内面″
‐。指押 え

阻・少、中・

多
灰貢褐10YR5/2
にぶい黄橙10Y
R7/2

外面板ナテ
・→ヘラミカ

‐
キ?、 内面マメツ

第369図  DttS K19出土遺物 (1/4)

が12条あり,ハ ケロが残つている。

439～441は壺の底部と考えられるものである。439の外面はハケロを施 した後にナデて

いる。440の底部は肥厚 し,体部は内湾 して立ち上る。441の外面は板ナデの後によく観察

出来ないが,お そらくヘラミガキを施 しているものと思われる。

S K20(第 370図 ～第371図 )

調査区の中央やや西寄 りで, S H04と 重複 して検出した土坑である。土坑は弥生時代中

期初頭と考えられるS H04の 主柱穴に壊されており, S D03を壊 している。平面形は隅丸

長方形と長楕円形の中間形態となっている。西側部分はクランク状に屈曲してお り,南東

コーナーは尖 り気味になっている。長径は3.Om,短径は1.4mと なっている。底部は南側

部分が一段高 くテラス状になっている。深さはテラス部分で 6 cm,深 い部分で20cmである。

埋土は上層に暗茶褐色粘質土が,下層の深い部分に黒灰色粘質土が堆積 していた。

442は壺である。頸部から口縁部にかけて全体に外反 し,日縁部端部は丸 く収める。頸

部外面にはヘラ描 き沈線を8条巡らせ,日縁部外面はナデ,頸部外面にはハケロを施 して

いる。



443～ 446は甕である。443

は逆 L字形口縁で,体部は

下半で内湾する。外面には

ヘラ描 き沈線を10条巡らせ
,

その下に列点文を加えてい

る。444は 逆 L字形口縁で

あるが,日縁部の上下に強

く指押さえを行なうため口

縁部は歪んでいる。内面に

はヘラミガキを施 している。

445は 如意形口縁で,日縁

部は体部に比べて薄 く鋭 く

屈曲している。日縁部の外

面には指押さえを強 く施 し

内面はハケロ調整である。

体部外面は全体にナデてい

る。446は 逆 L字形口縁部

であるが端部は欠損 してい

る。体吉5外面には 4条 1単

位の櫛描 き直線文を合計 4

単位施 し, 3単位日と4単

位目の間に櫛描 き波状文と

その下にヘラ描 き波状文を

加えている。さらに最下段

の櫛描き直線文の下のヘラ

描き沈線を施 し,三角形列

―
―
―

＞
．

Ｆ
ｂ
Ｐ
旧
＞
・

暗茶掲色粘質土

灰色砂質土

黒灰色粘質土

淡灰色砂質土

0           50cm

第370図

7.聖
B,

7.30m c,

DttS K20平・断面図 (1/30)

点文を加える。内面はヘラミガキを施 している。

447は壷の底部と考えられ,外面にはハケロの後にヘラミガキを加えている。内面は摩

滅 しているもののヘラミガキが残っている。底部外面はヘラケズリの後にナデている。

448・ 449は鉢で,448の 体部は内湾気味で外傾 している。449の体部は直線的に外傾 し,
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445

0                 10cm

遺 物 番 号 器 植 器 lEl 底 径 胎 土 色 調 施 文 偏 考

か・霊 甲 ・ 営 K買 2.5Y`/Z、

浅黄2.5Y7/4
喚部 にヘ フ洒滉繰8条 本面

"・

・け 日、内面指押 え 。マメツ

杯・ 鶴 阻 。少 、細・ 灰黄褐10YR5/2
吹黄2.5Y7/2

ヘラ描沈線10条 、列点文 口縁部″
マ
、外面マメツ、内面″

マ
・ 指摘 示色顔 料 7

が
°

う闘 1 K票働 10YK4/Z
k黄 2.5Y6/2

ヘ フ面 滉隷 8条 口縁部歪む、口縁部

"‐

・指押え、外
面

"・

、内面ヘラミがキ・板

"・中。少、微・
多

にぶい黄橙10Y
R7/2、 浅黄橙 10

が ・ 甕 RII・ 晋、微・

普
吹貢2.5Y7/2 団雨又 tlE腺又・仮状又′

+ヘ ラ描沈線 +ヘラ描波
伏文、三角形列点文

口縁部剥離、外面″
‐
、内面ヘラミカ

‐
キ

阻・ 少 、 lVJ」・

多
熙貢25Y7/2 外面材 目→ヘラミカ

‐
キ、内面ヘラミカ

‐
キ。指

喫黄 2.5Y7/2 口縁 部

"‐

、外 面

"‐

、内 面芳
‐

弥・ 鉢 甲 。
1酢 黒2.5Y2/1、 灰

黄褐 10YR6/2
口縁 部″

‐
、外 面け 目、内 面″

第371図  DttS K20出土遺物 (1/4)



外面にはハケロを施す。日縁部直下には板状工具の木口痕が残っている。

S K21(第 372図 ～第373図 )

調査区西側の南壁際で, S K18と S D04の 間で検出した土坑である。土坑の南側部分は

調査区外に広がるので全体の形は不明である。検出した部分での平面形は半楕円形で,長

径2.6m,検出部分での短径0。 75m,深 さは10cm前後で,底部は緩く東に向って下ってい

る。埋土は上下 2層 で,遺物は下層の灰褐色砂混じり粘質土から主に出土した。

450は壺の口縁部で,端部付近が若干肥厚している。端部の内面には剥離痕があり,お

そらく突帯を貼り付けていたものと思われる。外面はハケロ,内面は板ナデの後にヘラミ

ガキを施している。

451・ 452は壺および甕の底部

で,451の 底部は突出 し,底部

外面はヘラケズリである。体部

外面はハケロの後にヘラミガキ

を加えている。

453は 蓋のつまみ部である。

第372図  DttS K21出土遺物 (1/4)

暗灰色粘質土

灰掲色砂混じり粘質土

0           50cm

第373図  DttS K21平・断面図 (1/30)
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遺物番号 器種 口 径 器 尚 底 径 胎 土 色 調 施 文 形憲・ 手 伝 の特 徴 備 考

綱 。少 、 微 ・

瞥
晟東覆 10YR3/3、

にぶい苦2_5Y6/3
口縁部端部

"‐

、外面け 日、内面板″
‐

→ヘラミカ
゛
キ

弥・壺 浅買25Y7/3、 貢 外面材目→ヘラミカ
゛
キ、内面板

"・

、底割
外面ヘラタス・リ

弥 ・ 甕 にぶい貢橙 10YR77
2、 灰黄褐loYR6ん

外面ナテ
・

、内面″
・

杯 ・ 豊 饉
密

阻・少 、甲・
ウ

E2.5YR6/6 外面け日、内面
"・
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遺物番号 器 種 口径 器 高 底 径 胎 土 色調 施 文 備 考

甲・ 昔 、 剤・

瞥

にぶい貢橙 10Y
マ6/4、 浅黄2.5

瞑部に硬条貼付突帯 (4条
1単位 )

本面板

"~→
ナテ

‐
、内面″

‐

が ・ 賀 鯛・ 晋 置5YR6/6、 にぶ
ハ黄橙10YR6/3

ヽラ描沈線 16条 、三角形
日l点 士

口稼測∫刺障 、91・ 回V日 →ヘバЛ■、円

面ヘラミカ
゛
キ。指押 え

弥・ 甕 中・少 こぶい橙 7.5YR
7/4、 橙5YR6/8

口縁部

"‐

、外面ヘラミカ
‐
キ・マメツ、内面サ

テ・・指押え

い
。

量 8. 甲・ 多 こぶい橙7.5YR
7/4、 灰黄2.5Y
7/2

小面材 日→″
‐
、内面マメツ

8. 甲・ 多 天自2.5Y8/2、

天黄褐 10YR6/2
小面マメツ、内面″

‐
・ 指押え

第374図  DttS K22出土遺物 (1/4)

S K22(第 374図 )

調査区の東側で S D02の 北側に隣接する土坑である。平面形は円形で,直径90cm,深 さ

8 cmと なっている。断面は逆台形で底部は平坦である。埋土は暗茶褐色粘質土の単一層で

ある。

454は壺で,日縁部は端部は欠損しているが大きく開く。頸部には4条 1単位の複条貼

付突帯を巡らせている。全体にナデている。

455・ 456は逆L字形口縁の甕であるが,455は 口縁部の外側は剥離している。体部は外

傾しており,外面のヘラ描き沈線は16条 と非常に多条となっている。その下には三角形列

点文を加えている。体部外面はハケロの後に下半にヘラミガキを加えている。内面はヘラ

ミガキである。456の 体部は内湾しており,外面にはヘラミガキが僅かに認められる。

457・ 458は壺の底部と考えられるもので,457の外面はハケロの後にナデており,底部

は若干丸みを帯びている。

S K23(第 375図 )

調査区の西側で, S K18と S X01の 間で検出した土坑である。平面形は楕円形で,長径
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第375図  DttS K23平・断面図 (1/30),出 土遺物 (1/4)

90cm,短径75cmと 北西一南東方向に長 くなっている。深さは14cmで 底部は平坦で,西側の

掘 り込みの角度は浅 くなつている。埋土は上下 2層 に分かれ,下層の淡灰色粘質土層から

遺物が少量出土 した。

459は壺の下半部と考えられ,底部は肥厚 している。外面はヘラミガキを丁寧に施すが

底部付近のみ横方向のヘラミガキとなっている。内面もヘラミガキを施すが底部までは及

んでいない。

S P04～ 12(第 376図 ～第378図 )

建物の主柱を構成 しない,単独のものである。この中で S P06は S H03の 内側の柱穴と

考えたものに壊されており,位置的には内側の円周上にあるが, S H03の箇所で述べたよ

うにS H03の 柱穴とは考えなかったものである。平面形はS P06が長方形, S P07が方形

に近い以外は基本的に円形である。直径は15～ 60cmで ,深 さは10～ 20cmである。埋土はい

ずれも単一層で, S P04～ 08・ 11・ 12が暗茶褐色粘質土, S P09・ 10が茶褐色粘質上で

あった。

463～ 465・ 4690482が S P04出 土, 481が S P05出 EL, 462が S P06出 土, 467が S P07

出二L, 476が S P08出 IL, 466・ 472が S P09出 ■, 478が S P10出 土, 461・ 477・ 4790480

がS Pll出 土,460046804700471・ 473～ 475が S P12出 土である。

4600461は壺である。460の 口縁部は頸部に比べて肥厚しており,大 きく開く。日縁部

端部は強いナデにより凹線状になっており,下端部は少し突出している。日縁部内面には

三角形列点文が施されている。頸部にはヘラ描き沈線が10条巡り,外面は全体にハケロを

施し,内面はナデているが下半は摩滅している。461は壺の体部である。体部は長楕円形
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で最大径は中央部分にくる。外面にはハケロを施し,内面は下半部を中心に指押さえを行

なう。底部は安定した平底である。

462～464は如意形口縁の甕である。462の 回縁部は内面に稜を形成して鋭く屈曲する。

日縁部外面にはハケロを施し,体部外面もハケロとなっている。463は 口縁部から体部に

かけてS字状にカーブする。体部外面にはヘラ描き沈線が 3条巡っている。464は 口縁部

T″ ロ ノti＼

t´ |

(ノR 0
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は「ク」字状に屈曲し,端部は摩滅しているため刻み目の有無は不明である。体部は全体

に内湾している。外面は摩滅しているため調整等の観察が困難であるが,ヘ ラ描き沈線が

10条巡っていると思われ,ハ ケロも僅かに残っている。内面は上部に指押さえが認められ

る他はナデている。465は甕の下半部で,体部は直線的に外傾している。外面には2種類

の原体によるハケロを施している。

466～474は逆 L字形口縁の甕である。466は 口縁部端部に幅広の刻み目を施している。

口縁部外面の直下に指先を回転させてナデるような押えを行なっている。体部は直線的で

ヘラ描き沈線が現存で 7条ある。467は 口縁部内面を強くナデている。468の体部外面には

ヘラ描き沈線が10条巡る。469の 口縁部端部の刻み日は彫りが深い。体部は直線的でヘラ

描き沈線現存 7条 の下にハケロが残る。470の体部外面にはヘラ描き沈線が 6条巡ってお

り,間隔を開けて三角形列点文を加えている。471は 口縁部の外への突出は弱 く小さく

なっている。体部は直線的に外傾し,外面はヘラ描き沈線10条の下にヘラ描き山形文を加

えている。内面にはヘラミガキを施している。472は 口縁部直下の外面を強くナデており,

内面には強い指押さえを施す。体部外面は全体にハケロとなっている。473の 回縁部は上

部に粘土を加えて横に突出させ,逆 L字形に仕上げる。端部は上方を向くが摩減しており,

刻み目の有無は不明である。体部外面にはヘラ描き沈線10条の下に列点文を加える。474

の体部は内湾気味に大きく外傾する。全体に摩滅している。

475～480は壺および甕の底部である。475の底部は若干の上げ底で,外面には粗いハケ

目を施し,内面には丁寧にヘラミガキを施す。476の 内面は板ナデである。479の底部は肥

厚しており,上げ底である。内・外面に指押さえを施している。480の底部は薄いが,立

ち上り部は月巴厚している。

481は楔形石器で,向かい合う両辺に調整を加えている。断面に両極打撃の痕跡が認め

られる。482は結晶片岩製の柱状片刃石斧である。縦方向に側面が剥離 している。基部の

扶 りは弱 く前主面側の刃面は大きく弧を描 き,刃部は鋭 くなっている。

S X01(第 379図 ～第396図 )

調査区の西端の北壁際で検出した落ち込み状遺構である。平面形は不整形で南側部分は

部分的に窪んでいる。西側部分は大 きく弧を描いている。東端部分をS H05に ,北西端を

C区 から続いている溝 (C tt S D04)に よりそれぞれ壊されている。遺構の北から北東部

分にかけては平成 3年度調査区に続いて行 く。検出部分での東西方向の最大長は13.Om,

南北方向の最大長は7.2mと 東西方向に長い大 きな遺構である。底部は東西方向は平坦で
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第378図  D tt S P04～ 12出土遺物(3)(1/2, 1/4)

あるが,南北方向は中央部分で一段低 くなって緩やかに北に向って下って行 く。深さは南

側の浅い部分で20cm,北側壁際では50cm,北西部分では40cmに なっている。また中央部分

から北東部分にかけては攪乱を受けて上部が削平されている。埋土は上部に黒色系の粘土

が堆積 してお り,最下層は部分的には灰色粗砂があるが,粘性の強い暗灰色粘土が堆積 し

ている。遺物は多量に出土 してお り,住居にしては不整形で大きすぎ柱穴等 もないことか

ら,遺物の廃棄場 としての機能を想定 しておきたい。

483～ 515は壺である。483は 口縁部に比べて頸部の器壁が薄 くなっている。口縁部内面に

貼付突帯が 1条巡っている。484の 回縁部は頸部から大きく開き,端部には刻み目を入れて

いる。外面には粗いハケロを施 し,内面にはハケロの後に板ナデを施 している。486は 口縁

部内面に端部付近から下方に向って弧を描 く貼付突帯が巡っている。また口縁部には円形

の穿孔が 2個ある。口縁部端部には沈線の上から「×」状の刻み目を施 している。487は 口
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1.黒灰色粘±       5。 暗灰色粘土 粘性強い

2.黒色粘±        6。 灰色粗砂
3.暗灰色砂混じり粘質±  7.淡 掲色粘質土

4.茶灰色粘±       8.茶 掲色粘質土
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縁部内面に弧を描いて反転する貼付突帯がある。488の 口縁部は外反し,外面にはヘラミガ

キを施している。489の 口縁部は頸部から緩く外反し,端部は外側につまみ出しており,刻

み目を入れている。日縁部端部はつまみ出す時に強くナデており,部分的に潰れている。

頸部にはヘラ描き沈線が現存で 5条あり,外面にはハケロを施している。490の 口縁部端部

は若干玉縁状に膨らんでいる。491の 口縁部は上半で大きく外反し,端部を下方に拡張して

いる。頸部には削出突帯を施している。内面はヘラミガキである。492の 口縁部端部は丸く

収めている。493の 口縁部は大きく外反し端部を若干夕ヽ側につまみ出している。日縁部内面

の端部付近に三角形列点文を施しており,頸部に近い部分に貼付突帯を巡らせている。外

面はハケロの後ナデている。494の 頸部は外傾し口縁部端部は丸く収めている。ヘラ描き沈

線が現存で 9条巡っているが,一番上の沈線は乱れている。495の 口縁部下端部は下方に肥

厚しており,端部外面には縦方向の刻み目を入れた後に沈線を巡らせている。内面には半

裁竹管による山形文を施している。496は 口縁部は緩く外反し,端部はナデにより若干屈曲

している。内・外面ともにハケロが見られる。497の 口縁部は大きく外反し,外面には丁寧

にハケロを施す。日縁部はハケロの後にナデている。頸部には太いヘラ描き沈線が現存で

2条巡つている。498は外面は全体に摩滅しているが,頸部にヘラ描き沈線が 3条巡つてい

る。499の 口縁部は大きく開き,頸部は欠損しているが細いものと思われる。日縁部端部に

は刻み目を施し,日縁部の内・外面は摩減しているもののヘラミガキが見られる。500は頸

部にヘラ描き沈線が 6条現存している。501の 口縁部は短く外反し,体部には張りがない。

頸部と体部の境には粘土の接合痕が残つている。外面は全体に摩滅しているが,体部内面

は全体に板ナデとなっている。502は頸部からそのままなだらかに体部に至るが,頸部と体

部の境部分の内面には強く指押さえを行なっている。503の体部は中央部分で屈曲して最大

径が来ている。頸部と体部にそれぞれヘラ描き沈線が 2条巡っている。外面はヘラミガキ

となっており,内面の下半部には板ナデを施している。底部は安定した平底である。504の

体部は全体に丸くなっている。505の体部は長細く中央部分に最大径がある。体部は中央部

分が厚くなっており,下半部は薄い。外面にはハケロが施されており,内面は頸部と体部

中央部分に指押さえが顕著である。底部は安定した平底である。506の 口縁部は上部が欠損

しているが,頸部から大きく開くものと思われる。頸部にはヘラ描き沈線 9条 とその下に

縦長の列点文が巡つている。体部は均整のとれた楕円形で,中央部分に最大径がある。体

部中央には貼付突帯が 1条巡り,突帯の上下を強くナデている。頸部外面にはハケロを施

し,体部外面はハケロの後にヘラミガキを丁寧に加えている。内面は全体にナデているが
,



底部付近には板ナデの痕跡がある。507は 口縁部端部が欠損しているものの全体に大きく

開く。頸部にはヘラ描き沈線文の間に三角形列点文を配置している。508は頸部にヘラ描

き沈線が現存で 8条あるが,一番上の沈線は乱れている。全体にマメツしているが,内面
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にヘラミガキが少し残つている。509は頸部の外傾の度合いが強く,外面にヘラ描き沈線

が 5条巡り,沈線の丁度裏側に貼付突帯が 1条ある。510の頸部は内傾しており,上部に

ヘラ描き沈線が現存で 1条 ある。体部上半は張りが弱く,ヘ ラ描き沈線が 7条巡っている

がナデのために沈線の一部が潰れている。外面にはヘラミガキを施し,内面は指押さえと

ナデを行なつている。511の 頸部は細く,内 。外面にハケロを施している。512は 頸部の貼

付突帯の上に2本 1単位の棒状浮文が現存で 2単位ある。513は体部のヘラ描き沈線が15

条と多条になっている。内・外面ともにヘラミガキとなっている。514は大きめの刻み目

を入れた貼付突帯の間にヘラ描き沈線を3条施している。515は体部に櫛描き直線文と波

状文が施されている。

〔ヽヽ

韓
ミ

0               10cm

一三
〓
一一励舅〓一一嵐〓一

遺 物 番 号 器 種 口 径 器 昌 底 径 胎 土 色 調 施 文 形 態 。手 紙 の 符 似 偏 考
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516～ 566は 甕で,こ のうち516～ 521は 如意形口縁の甕,522～ 566は 逆L字形口縁の甕で

ある。

516は 口縁部端部に刻み目を入れ,体部にはやや間隔の開いたヘラ描き沈線が現存で3条

ある。517は 回縁部外面を強くナデており,端部には刻み目を入れる。体部外面にはヘラ描

き沈線が現存で11条 と多条である。518の 口縁部端部は真横を向き刻み目を入れている。口

縁部は全体に歪んでいる。519の体部外面のヘラ描き沈線は8条であるが,下の2条は乱れ

＼綸
515

0 locm

---

遺 物 番 号 器 極 口 後 器 同 底 径 胎 土 色 調 施 文 形 態 。手 法 の特 徴 備 考
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‐
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。
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ている。外面のハケロは口縁部直下まで及んでいる。520の 口縁部は長く,端部には刻み目

を入れている。体部のヘラ描き沈線は12条で,下の 2条は重ねるように引いている。内面

にはヘラミガキが見られる。体部は若干内湾気味である。521の体部外面の施文は,櫛描き

直線文の上下にヘラ描きの直線文を引いている。またヘラ描き直線文の 2本 日と3本 目の

間は半裁竹管による2単位分の直線文となっている。また一番下には簾状文を加えている。

522の 口縁部端部は上方を向き刻み目を入れている。日縁部の内面は強い指押さえのため

窪んでいる。523の体部は下半で緩く内湾している。外面はハケロとなっており,日縁部直

下には板状工具の木口痕が顕著であるが,こ の板状工具はハケロ原体と思われる。ヘラ描

き沈線は9条である。524は 口縁部の上面にハケロを施しており,日縁部の下部にも一部ハ

ケロが及んでいる。525の 口縁部端部は下方を向き刻み目を入れている。体部はほぼ直線的

で。外面のヘラ描き沈線は12条 と多条である。外面はハケロで口縁部直下まで及んでいる。

内面は指押さえとナデである。526は 口縁部端部の上から包み込むように粘土を加えて逆 L

字形に仕上げており,端部には刻み目を入れている。体部内面はヘラミガキである。527は

口縁部端部の外面への突出は弱く厚手で,刻み目を入れている。528の体部は直線的で外面

にはヘラ描き沈線が現存で11条ある。529の 口縁部の上面は丸みを帯びており端部には刻み

目を入れる。体部外面のヘラ描き沈線は現存で14条 と多条である。530の 口縁部端部は先細

りになり刻み目を入れている。体部は内湾しており外面にヘラ描き沈線が12条巡る。531の

口縁部端部は刻み目が一部見られる。体部外面のヘラ描き沈線は9条 あるが,後のナデの

ために沈線の一部は潰れている。外面にはハケロを施している。532の 口縁部端部は丸みを

帯びて下方を向いている。体部はほぼ直線的に外傾している。533の 回縁部端部は下方を向

き, 3個 1単位の刻み目が現存で 2単位確認出来る。体部は肥厚しており外面にヘラ描き

沈線 9条 と列点文がある。534の体部は若干内湾しており,ヘラ描き沈線が 9条巡る。外面

はハケロを施しているが,ハ ケロは口縁部直下まで及んでいる。535の体部の器壁はやや凹

凸が日立つ。体部のヘラ描き沈線は7条であるが,沈線を引いた時の重なり部分が明瞭で

ある。体部内面は板ナデの後にヘラミガキを加えているが,下半部のヘラミガキは縦方向

に施している。536の体部外面のヘラ描き沈線は16条 と多条である。日縁部直下には板状工

具の木口痕がある。内面は縦方向に指でナデている。537の体部は内湾しており,外面のヘ

ラ描き沈線は12条である。538の 口縁部端部は摩減しており刻み目の有無は不明である。全

体にナデている。539の 口縁部端部も摩減しているが刻み目が 1個確認出来る。体部は内湾

しており,太いヘラ描き沈線を7条巡らせている。外面には一部ハケロが見られ,内面に
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はヘラミガキを施している。540の 口縁部は全体に厚手である。541は 口縁部に上下から強

い指押さえを行なっている。日縁部端部の刻み日は幅広になっている。体部外面には半裁

竹管による沈線を3単位の 6条巡らせている。内面は板ナデとなっている。542は 口縁部

蕩  5%
―

'          528
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の上面を強 くナデており端部は上向き加減で先細 りになっている。体部外面にはヘラ描 き

沈線が現存で 7条 あ り,ハ ケロを施 している。543の回縁部端部は上方を向 く。体部は直

線的で外面のヘラ描 き沈線は15条 と多条である。544は 口縁部端部は下方を向き先細 りに

なっている。体部は直線的に外傾 し,ヘ ラ描 き沈線が10条巡っている。545は 沈線の下に

楕円形の列点文がある。546は 口縁部直下にナデによる小 さな凹線があ り,その下にヘラ

描 き沈線が 6条巡っている。内面はヘラミガキとなっている。547は 回縁部の外側への突

出は弱 くなっている。体部は直線的に外傾 しており,外面のヘラ描 き沈線は13条 と多条で

ある。外面にはハケロを施 し,内面は縦方向に指でナデている。548の 口縁部端部は欠損

している。体部外面には全体にハケロを施 している。549は 口縁部端部の上部に粘土を包

み込むようにして逆 L字形に仕上げてお り,端部は上方を向いている。体部は直線的に外

傾 しており,外面にはやや間隔の開いたヘラ描 き沈線が 5条巡っている。外面には一部ヘ

ラミガキが見 られる。550の体部は直線的で,外面にはヘラ描 き沈線文帯の間に半裁竹管

による山形文が配されている。551の 口縁部端部は先細 りになっている。体部は緩 く内湾

してお り,外面には下部がやや間隔の開いているヘラ描 き沈線を12条巡らせ,その下に三

角形列点文を配 している。552の 回縁部は内側に少 し肥厚 している。日縁部直下の外面に

は板状工具の木口痕がある。553の 口縁部には指押 さえが顕著である。体部は内傾 してお

り,外面には板ナデを施 している。554は ヘラ描き沈線の下に三角形列点文を配 している。

555の 口縁部には指押さえが顕著で,端部は先細 りになっている。体部は内湾 してお り,

外面は全体にハケロを施 している。内面は指押 さえとナデとなっている。556は 口縁部端

部に大 きめの刻み目を入れている。体部外面はハケロとなっている。557の 口縁部端部は

下方を向いている。558の 口縁部端部は先細 りになっている。559は 口縁部外面に薄 く粘土

を加えて逆 L字形に仕上げているが,下部はなだらかで横への突出は不明瞭である。体部

は直線的に外傾 してお り,外面は板ナデとなっている。560の 口縁部端部は下方を向き,

全体に丸みを帯びている。日縁部直下の外面には指押さえが顕著で,体部外面は板ナデと

なっている。561の 口縁部端部は先細 りで,体部は全体にナデている。562の 回縁部端部は

上向き加減で,刻み目を入れている。体部は外面にハケロを施 し口縁部直下をナデている。

内面はヘラミガキとなっている。563はヘラ描 き沈線文帯の間に半裁竹管による山形文を

配 している。564は 日縁部を間隔を開けて上下から強 く指押さえを行なっている。体部は

直線的に外傾 してお り全体にナデている。565の体部は直線的である。日縁部の下部に指

押さえを行なっている。566の体部は緩 く内湾 してお り,外面には 5条 1単位の櫛描 き直
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2.5Y7/3

ヘラ描沈線 15条 口縁部″
‐
・ 指押 え、外面マメツ、内面サ

弥・甕 *24
,♭

にぶ い貢橙 10YR7/
1康昔 褐 loYR4/'

ヘ ラ描沈線 10条 口縁部

"‐

、外面

"・

、内面″
・

郭 ・ 畳 黒25Y2/1 灰 買 帰面

"・

、内面マメツ

酢
火貢25Y7/2 口縁 部″

‐
、外 面″

~、

内 面ヘラミだ キ

弥 。甕 鯛・ 晋 千'1:営P,電IR);7ノ

ヘ ラ描沈線 13条 口縁部ナテ
‐
、外面材 日、内面″

‐

瞥

1貢褐 10YR6/2、 洩
欄日10YRR/R

ヘ ラ描 沈縁 12条

第386図  D tt S X01出 土遺物 (7)(1/4)



¨̈

遺 物 番 号 器 種 口径 器 両 底 径 胎 土 色 闘 施 文 偏 考

登5YR6/6、 灰 ヘラ描沈線5条 口縁部

"・

、外面ヘラミカ
・

キ・

"・

、内面リ

添・ 翻 阻。少、74H。

普
火自25Y8/2 ヘラ描沈線6条 +半戴竹管

山形文+ヘラ描沈線現存4

冬

外面″
‐
、内 面

"‐

多

こぶい貢褐10Y
t5/3、 灰白25

ヘラ描沈繰 12条 、三角形
列点文

口縁 部″
‐
、外 面

"‐

。マメツ、内 面マメツ

匁

こぶい買橙10Y
t7/4

口縁部マメツ、外面板″
‐
、内面″

‐。描
椰カ

が・翌
諄

火貢2.5Y7/2 ヘフ洒滉腺8条 口稼目けア ・層碑 え、/1・ 山取″ 、内
面

"・が・翌 阻。少、中 。

多

こぶい貢橙10Y
t7/2、 灰白25

ヘラ描沈線現存4条、三角
形列点文

外面

"‐

、内面マメツ

が ,聟
匁

天藤ミ2.5Y7/2 ヘラ画滉腺9粂 口縁部″
‐
・ 信 Fllえ 、外面″ 日、内山

芳
°
・指押 え

か。盟 鯛・ 晋 天白2.5Y8/2、 口縁部端部刻み 目 口縁部″
・

、外 面″ 日、内面

"‐

。指

か 認゙ 〒 。
1貯、 月W・ こぶい橙 7 5YR

「/4
全体にマメツ

第387図  DttS X01出土遺物 (8)(1/4)



線文と三角形列点文を巡らせている。外面はナデ,内面にはヘラミガキを施している。

567～ 633は 壺および甕の底部である。567は 一応壺としたが甕かも知れない。568の 底部

は低い高台状になっており,体部外面は板ナデとなっている。底部外面はヘラケズリのよ

0              1 ocm

遺 物 番 号 器 種 器 lul 施 文 備 考

甲・ 多 浅貢橙10YR8/3
離5YR6/6

全体 にマメツ

中・少 、細・

普
にぶい褐7 5YR
5/4、 灰黄2.5Y

口縁部

"‐

・ 指押 え、外面板

"‐

、内
面

"・

弥
。

甕 にぶい貢橙 10Y
R7/4

口縁部″・・指押え、外面板

"・

、内

少
火買 2.5Y7/2、
こぶい橙 7.5YR
;/4

口縁 日

"7‐

、外 面

"、
内 向″ ・ 彊 ■l

火自 10YR3/2 口縁部端部刻み 目 口縁部

"・

・マメツ、外面材 日、内面ヘラミ
b° キ

が ・ 霊 甲・ 多 天貢 2.5Y7/2 ヽラ描沈線6条 +半載竹管
山形文+ヘラ描沈線現存〔
笙

外面

"・

、内面

"・

勁 ・ヽ 弓琵 こぶい貢25Y6 口縁日∫ナテ
‐
・揖FFえ 、外面

"、
困山り

テ・・ 指押 え

椰 ・ 狙 天貢 2.5Y7/2 口縁 郡ナテ
‐
・ 損 押 え、外 面マメツ、困 山リ

テ・・ 精 神 タ

細・ 普 先貢 25Y7/3 節描文 (直線文 )、 三角 口縁部ナテ
・

、外面

"・

、内面ヘラミカ
‐
キ

第388図  DttS X01出土遺物 (9)(1/4)
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´

遺物番号 器 種 口径 器 高 [後 胎 土 色 調 施 又 備 考

°
多 、 甲・ 浅貢橙 10YR8/3、

浅黄橙7 5YR8/4
主体にマメツ

・  多
た

、  消 」 ・ にぶい赤褐5YR4/4
にぶい褐7 5YR5/4

小面板

"ヤ

、内面マメツ

にマメツ

小 ・ 霊
。少 、 甲 。

ζ

灰 自2.5Y8/2、 灰
白7.5YR8/2

卜向′ソ日・ ″ 、 内 山マメツ

・ 藉 F、  FIB・ 天白2.5Y7/1

にぶい貢橙 10YR6/
3、 灰黄25Y6/2

金体 にマメツ

が・霊
普

に5い買橙 10YR7/
2、 灰 白10YR8/2

不・ 霊 中・普 にぶい橙 7.5YR6/4
淡黄2.5Y8/3

訃口 ″ 、 円 回 力 ・ 肩 習 え

郷・ 霊

にぶい褐 7.5YR5/4
小面●メツ、 内 面″

‐。指 押 え

不 ・ 霊 世・ 少 、 甲・

普
天黄25Y6/2、 黄
天25Y6/1

全体 にマメツ

・  2'、   消 」 
。 天黄 2.5Y7/2、 灰

白25Y7/1
金倅 にマメツ、外 面帽 Fllえ

て,ミ2.5Y7/2、

R2 5Y5/1
買 本面

"‐

、内 面マメツ

°
多 、 1酬 ・ 浅黄橙 10YR8/3 金倅 にマメツ

杯
。

健 ・ 少 、 FIB。 にぶい買橙10YR6/
1、 浅黄25Y7/3

・ イリた、  甲 ・ 浅黄 2.5Y7/3、 灰
黄2.5Y6/2

界向板

"‐

、内 面

"
杯 ・ 霊

。
 2"、   消 ヨ ・

R6/6



594

0              1 ocm

選 物 番 号 器 種 口径 器 同 底 径 胎 土 色 間 施 文 備 考

小・ 量 7 ・多、中・

天白5Y7/1

綱 °
多 にぶい貢橙 10Y

マ6/3、 褐灰 10Y
t4/1

舛面″ 目→ナデ 、内面

"・

・指押 え

か 。量 細 。多 寃黄2.5Y7/3、

天白10YR8/2
全体にマメツ,内 面指押 え

少 こぶい黄2.5Y6
′3

小面 ″
‐
、 内 面

"‐

蔭・ 里 ・ 多〉
、 1綱 ・ 天白10YR8/2 外面ヘラミカ

゛
キ・指押 え、内面″

・・ 指押

登7.5YR7/6、
更選F2_5Y7/2

小面マメツ、内 面ナテ
‐

甍貢2.5Y7/3 朴面マメツ、内面板

"‐

・ 指押 え

が・壷 中・少 、細・

普
こぶい黄橙 10Y
t7/3、 灰黄2.5
r7/2

小面

"・

、内面″・・ 指押 え

25Y8/2
阻・ グ 、 甲・ 2.5Y7/2、

褐10YR6/2
小面マメツ、内面

"‐

・指押 え

が・壷 ・多、71B・ 天自10YR8/1、

天白10YR3/2 着押 え

沐・ 壷 ・ 謳 F、  1調 ・ 天黄25Y7/2

て買 褐 10YR5/2
5JR10YR5/1

全体 にマメツ

い。憂 甲
。
多 畿黄橙 10YR8/3

喝灰 10YR4/1
金体 にマメツ、外 画捐 FFえ

甲 。
多 、 llTJ・

普
茂貢種 10YR8/3
灰黄25Y7/2

外面板″
‐
・マメツ、 内 面板 ″

‐
・ 帽 Fllえ

ホ・壺 阻・ 少 、 甲 。

多
こぶい黄褐10Y
t5/4、 にぶい

外面板″
・

、内面マメツ

第390図  D tt S X 01出 土遺物(11)(1/4)
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0              1 ocm

遺物番号 器種 口径 器 両 圧 径 胎 土 色調 施 文 ル 懸 °手 猛 r/2狩 似 偏 考

灰 日2.5Y8/2

不・ 聖 6 中・イン、 1個・

瞥
渇灰 10YR4/1、

黒褐2.5Y3/1
外面け 日、内面″

‐
・指押 え 有面にター

ル状の もの
が付着

が
。

視 6 灰黄25Y7/2、
歯灰25Y5/1

外面″
‐
・ 指押 え、内面マメツ

弥・霊 餞買橙 10YR8/3
請灰2.5Y5/1 階再覚

目 。指押 え 。マメツ、内面

"・
弥 ・ IIIII

雁蚕:ヽ要ZiもY
外面マメツ、内面

"‐

・指押 え

か 。貿 6. ・涸F、  rIB・ 天貢2.5Y7/2 外面マメツ、内面″
‐。指押 え

杯・ 賀 畿買橙 10YR8/4 全体にマメツ、外面指押 え

が ・ 聖 ・  り た
、 綱  

。

り

天自25Y7/1 小面け 目、内面板

"‐

・指押 え

7 甲 。
1晋

て黄2.5Π/2
昨山ヘバ カ

｀
キ・ 橋 Fllえ 、内 面″

マ

杯・ 慨 灰褐7.5YR5/2
灰黄2.5Y7/2

咋面け 日、内面マメツ、底部外面ヘラタス
・

〒・ 多 にぶい貢2.5Y6
/3、 にぶい黄

ハ・狙 甲 。
多 、微 。

多
赤褐5YR5/6
10YR2/1

小面板

"‐

、内面指押 え 。″
・

・
`Jし

〉、 微・ 灰貢 2.5Y6/2、 訃面″
‐
、内 面摺 押 え・ マメツ

粗・少、中・

普
にぶい橙 2 5YR
6/4、 灰黄2.5Y
7/2

外面マメツ、内 面″
・

外面

"‐

・ 情 押 え 、内 面板 ″
‐

第391図  DttS X01出土遺物 (12)(1/4)



11ド｀

郷

0                 1 0Cm

遺物 番 号 器 種 器 高 底 径 胎 土 色 調 施 文 形 態 。手 法 の 特徴 備 考

弥 ・ 甕
・  多 た

、  照 」 ・ 天自10YR8/2、 全体にマメツ、内面指押 え

甲 。少 、剤・ 畿貢 2.5Y7/3 外面″ 日、内面マメツ

・  多
た

、  1月 ス ・ 自2.5Y8/1
つて2 5Y6/1

外面ヘラミカ
▽
キ、内面

"‐

不・ 撻 ぶ
ん
Ａ

に
６
“

貢橙10Y

黄灰 2.5
外面ヘラミカ

゛
キ、内面ナテ

・・ 指押 え

が・捜 天貢 2.5Y6/2、

普灰黄2.5Y5/2
小面ヘラミカ

｀
キ、内 面ヘバカ キ

が・撻 黄

白
小面板

"・

、内面

"・

・指押え

が・盤 明赤褐2.5YR5/
3、 黒褐2.5Y3/1

小面マメツ・指押 え、内面マメツ

杯
。

翌
・ 晋 F、  1咽 ・ にぶい黄25Y6 本面指押 え 。マメツ、内面板

"‐

・指押

が・撻
°

多
"、

 月ψ ・ て,貫 2.5Y6/2、

そ昔2.5Y7/2
金,`にマメツ

弥 ・ 甕
。

多 、 1鯛 ・ 天自 10YR8/2 外面マメツ、内面

"‐

。指押 え

外 ・ 観

普

天黄 25Y7/2 外面″ 日・ 宿 FFえ 、困 山″ ・ 肩 習 え

が・減 甲・ 多 晴火買25Y4/2
にぶい黄橙 10Y

外面マメツ、内面

"・

杯・ 狙 5 働火 10YR4/1、

にぶい黄橙 10Y
外面

"・

・ 指押 え、内面

"‐

・ 指押 え

にぶ い橙 7.5Y6
/4

全体 にマメツ 治上 に結 晶
片姜 歩合 ま,

吹白25Y8/1

が ・ 概 甲 。
1静 にぶい黄橙 10Y 小面″

‐
、内面マメツ

郷・ 甕 甲・ 多 こぶい橙 7.5YR
げ4、 灰 白10YR
〕/2

昨面

"・

、内面マメツ

死春]25Y7/2

に2.5Y6/1
全体 にマメツ 胎上 に結 晶

片姜 歩合 ,p

甲・ 少 貢
白

か面
"‐

、内向マメツ

第392図  DttS X01出土遺物(13)(1/4)
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99

d写
638

644

0              1 0cm

遺物番号 器 種 口径 器 高 圧 径 胎 土 色調 施 文 形 態 。手 猛 の特 徴 備 考
にぶい黄橙 10Y
R7/4

師薔又 (直線文, 口稼 測
`"‐

、外 面け 目・ ″
‐
、 内 面″

・

阻。少、中 。

多
にぶい黄橙 10Y
R7/4、 灰黄2.5
Y7/2

外面

"‐

、内面″
‐
・ 指押 え

6 。
1,:卜 、 細・ 隣貢 2.5Y7/4、

lR赤 禍 5YR5/6
外面″

‐。指押え、内面ヘラミカ
。
キ

灰10YR4/1 口縁 蔀 情・ 外 面財 日→持
° 肉 緬

杯・ 鉢 甲 。
多 天貢2.5Y7/2、

更白25Y7/1 内暑馨壇電轟轟ク面け日、外面
′サロ、

が・ 鉢 ・  をり 、  消 J ・ 灰日2.5Y8/1 全体にマメツ

郷・ 鉢 °
 多 、 l17」  ・ 貢褐 10YR5/2 咋面マメツ、内面板ナテ・・指押え

椰 ・ 鉢 にぶい貢橙 10Y
17/4、 灰黄2.5 内暑聘8:ギ

指押え、外面′サロ→″・

郭 ・ 鉢 中 。少 、微・

少
霞灰2.5Y4/1、

駐5YR7/8 内薔磐ダ
・ 情 Fllえ ヽ外面け 目→″

‐

か ・
暉 甲 。少、細・

普
にぶい橙7.5YR
7/4、 灰黄25Y

把手状の突起現存1個 界面ヘラミカ
‐
キ、内 面

"‐

弥・鉢
屋

縁部の下に把手状の突 口縁部指押 え、外面マメツ、内面マメツ



うになっている。570の底部は突出気味で,底部付近の外面はハケロとなっている。571は

若干の上げ底となっている。573の 底部は肥厚しており,体部の外面はハケロである。574

は底部の内 。外面と側面に指押さえを強く施している。575は 底部の内・外面に指押さえ

を行なっている。580の底部は肥厚し上げ底になっている。581は 幅広の安定した底部で
,

体部外面は板ナデとなっている。583の底部は突出気味で,体部は内湾して立ち上る。584

の体部外面はハケロの後にナデている。587は底部の側面に指押さえを行い,底部は薄く

なっている。体部外面にはヘラミガキを施している。589は底部中央部分が欠損している

が上げ底になると思われ,内面は板ナデである。592の底部は中央部分が肥厚 している。

593は底部の内・外面と側面に指押さえを行い,体部外面はハケロ後ナデている。594の 底

部は突出しており,若干の上げ底になっている。体部外面はハケロ後ナデ,内面は板ナデ

となっている。595は突出した底部である。598の底部はやや潰れながら突出している。体

部外面は板ナデとなっている。599は 底部の側面が細くなっている。600の 体部外面はハケ

日で,内面は強い指押さえとなっている。内面にタール状のものが付着している。602は

底部と体部全体に指押さえを行なっている。体部は内湾して立ち上り,外面にはハケロが

一部見られる。あるいは壷かも知れない。607の底部は高台状になっており,体部外面に

はヘラミガキを施している。608の底部外面はヘラケズリの後にナデている。体部外面は

ハケロとなっている。609の底部は薄くなっている。615の 体部外面は全体にハケロを施し

ている。616の底部は高台状になっており,底部の外面には粘土のつなぎ目や剥離部分が

多い。体部外面にはヘラミガキを施している。618は体部内・外面とも全体に丁寧にヘラ

ミガキを施している。619の底部は小さく非常に厚手になっている。620は 底部の側面に強

く指押さえを行い,底部を搾 り出すようにしている。621は 夕ヽ側に粘土を加えて指押さえ

で整形して,高台状に仕上げている。体部内面は板ナデである。623の底部は突出気味で

ある。624の 底部は小さく突出しており,体部外面にはハケロを施している。626の 底部は

小さく肥厚している。627の体部は底部に比べて非常に薄くなっている。631の 内面の体部

立ち上り部は鋭くなっている。外面はハケロの後ナデている。

634～ 636は甑である。634の体部は全体に緩く内湾する。外面には3条 1単位の櫛描き

直線文が巡っている。外面はマメツしているがハケロが残つている。底部には中央部分に

両面から穿孔している。635の底部の穿孔は雑である。636は 底部の側面に強く指押さえを

行い,体部内面にはヘラミガキを施している。

637～ 644は 鉢である。637の 体部外面はハケロの後にナデている。638は 口縁部に強く指



押さえを行い,端部は先細 りになっている。体部外面にはハケロを施しているが,ハケロ

は口縁部まで及んでいる。639は全体にマメツしている。640は 直線的に外傾する体部から

そのまま口縁部に至り,日縁部端部は平坦になっている。外面は全体に摩滅しているが底

部付近に僅かに板状工具の痕跡がある。内面は板ナデである。底部は高台状になっている。

641は 口縁部外面に指押さえを行なっている。体部は緩く内湾しており,外面はハケロの後

にナデ,内面はヘラミガキである。642は 下部は欠損しているが器高の高いものと思われる。

体部は内湾気味で,外面はハケロの後にナデている。内面は摩滅している。643は把手状の

突起部分で,日縁部のやや下側の部分であろう。突起の上側にヘラミガキを施している。644

は口縁部の外面に強く指押さえを行なっている。日縁部の下には把手状の突起がある。

645～ 656は蓋である。645は全体に指押さえが顕著で,指押さえが強いためにハケロ状の

板ナデは潰れている。646は つまみ部中央が窪んでいる。外面はハケロである。647は つま

み部の向かい合った位置に穿孔が 1個ずつある。648は つまみ部の側面に強い指押さえを行

なっている。650の つまみ部は窪んでおり, 2個 1単位の穿孔が向かい合った位置にある。

外面はハケロ,内面は板ナデである。651の外面はハケロの後にヘラミガキを加えている。652

はつまみ部の窪みは深くなっており,窪み部分にヘラミガキを施している。 2個 1単位の

穿孔が向かい合った位置にあるが,こ のうちの1個 は未貫通である。外面にはヘラミガキ

を施している。653は つまみ部の側面を指で器壁をナデながら押えている。654は つまみ部

の側面に指押さえを行い,内面を指で縦方向に強くナデている。655の つまみ部は非常に厚

手となっている。656は小型で笠形の蓋である。体部は直線的に開き,端部は丸く収めてい

る。端部付近に2個 1単位の穿孔が現存で 1単位ある。外面はハケロである。

657は 高杯の脚部と考えたが,あ るいは656の ような蓋かも知れない。端部は真横に開き

2個 1単位の穿孔が現存で 1単位ある。全体にナデている。

658は ミニチュア土器で甕に近い器形になるものと思われる。全体に指押さえにより整

形した後にナデている。短い脚部が付いている。

659は 土笛と考えられる。平面形は3.Ocm× 2.4cmの楕円形で,厚 さは1.Ocmである。上部

に直径 3 nlmの穿孔が 2個 ある。

660～ 663は 石庖丁で,こ のうち660～ 662は 磨製,663は 打製のものである。660は 刃部・

背部ともに緩く外湾している。刃部と背部は一部剥離しており研磨以前の自然面が表れて

いる。紐部で欠損しているが,紐部には穿孔をやり直した痕が伺える。刃部は両面から作

り出しており,擦痕が認められる。661は紐部付近の破片である。刃部・背部ともに外湾



のものと思われる。刃部は非常に摩減 してお り,自色透明の物質が付着 している。662は

紐部付近の破片である。刃部は両面から作 り出してお り,擦痕が認められる。663は刃部

。背部ともに直線となっている。刃部は両面から作 り出し背部は一部摩滅 している。体部

の一部を磨いている。

664は スクレイパーで,長 さの割に幅のあるもので長方形である。背部には敲打を施 し

ている。石庖丁に近いものである。

665は 柱状片刃石斧の基部中央部分の破片である。666は 大型蛤刃石斧の基部の一部であ

る。667も 大型蛤刃石斧の基部の一部であるが,刃部に近い部分である。

668は石鍬で基部中央部分で刃部方向に向って幅広になり撥形になるものと思われる。

0              1 0cm

国 645

Θ

~○~O③

“9
遺物番号 器 種 口径 器 両 底 径 胎 土 色調 施 文 形態・手法の特徴 備 考

饉
後

天貢 2.5Y7/2 外面け 目状の板ナテ
‐→強い帽押 え、胚

面ナテ・・ 指押 え

が・蓋 徳
笛

甲・ 多 、 ガ‖・

J
伐黄25Y7/3 小面材 日・指押 え、内面不明

径 6.1 6/4
第孔 向 か い合 つて 1個ず つ 卜面 け 日 、 内 面 不 明

沐・蓋 驚
缶

阻 。少、XIB・

酔
人藤IZ.bYr/Z
ワ苦 ,lVA/,

外面

"・

・指押え、内面

"・

・指押え

饉
笛

甲・多、 細 。

普
にぶい橙2.5YR(
/4、 にぶい黄福
10YR7/3

本面

"‐

・指押 え、内面マメツ

弥・ 蓋 つまの
径7.(

7・ グ、脚・ つまみ部に2個 1単位の穿
孔2単位

小面″
｀
・′サ日、内向秋″

弥 。蓋
夕66 1

火 日 25Y8/1 外面指押 え・材 目→ヘラミカ
。
キ、内面″

・

筆
衝

阻 °少、潤・

多

こぶい貢橙 10Ⅵ

1/3、 灰黄25Ⅵ
2個 1単位の穿孔2単位 (1

日未貫通)

外面″
‐。ヘラミだキ、内面ナテ

が・蓋 つまろ
径7 :

甲・ 晋 こふ い 亦 融 Y檸
′
4、 黒7.5YR2/:

小面″
・・指押 え、内面

"マ

。指押 え

か・蓋 驚缶
阻・少、細・
多

天黄2.5Y7/2 卜向 ,テ ・ 彊 碑 え、 円 口″

驚
独

。少 、中 。 にぶい貢橙 10Ⅵ 小面″
‐
、内面″

｀

中・少、rIB・ 天貢 25Y7/2 2個 1単位 の穿孔現存l単位 咋面材 日、内 面マメツ

が・ 凸利ヽ 阻・ 少 、 甲・ 天白25Y8/2、
更白2.5Y8/1

2個 1単位 の 円形 透 し猟 存 1

巨柿
外面ナテ

・
、内面

"‐

ウト・ミニ土
器

灰買 2.5Y7/2、

にぶい黄橙 10YI

6/3

咋面″
‐
・ 襦 Fllえ 、内 向

"・
彊 FFえ

笛 長 3 白2.5Y8/2

第394図  DttS X01出土遺物 (15)(1/4)
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側縁部に剥離を加えて整形 している。基部には柄との装着痕と思われる擦痕が一部に見ら

れ, くびれ部より下側が摩減 している。

669は敲石であるが形態は凹石 と同じである。表裏の中央部分は打撃により非常に窪ん

でいる。側面にも敲打痕が顕著で合計 5面 に敲打痕があり,非常によく使い込まれている

ものである。670は 凹石で窪みの度合いは低い。

0             5 cm

遺物番号 器 種 現存長 最 大幅 最大厚 重 量 石 材 備 考

石庖 丁 5 岩 糀部 年 ■.や り直 し、 刃部 に猥 痕

磨製石庖丁 5 1紋岩 刃部 屋 減

匿製石 庖 丁 3 硫紋 岩

打製 石 庖 丁 糟晶 片岩

スクレイパー 5 サヌカイ ト 背部 に敲打痕

ぐ片刃石斧 8 籠晶 片岩

太型蛤刃石斧 2 (脈岩)安 山岩 基部の細片 融色

太型蛤刃石斧 (脈岩)安 山岩 縁色

石鍬 2 250. :山 岩 杉、基部 に擦痕、下半部摩滅

石 6 石英安 山岩 5面 に破 打 痕 が あ る

石 花 闘岩

第396図  D tt S X01出 土遺物 (17)(1/2, 1/4)



(2)包含層出土遺物 (第 397図 ～第422図 )

671～ 705は壺である。671の 回縁部は大きく開き端部には刻み目を入れている。内面には

三角形列点文を巡らせている。672の 回縁部端部には刻み目を入れている。頸部には2条 1

単位の複条貼付突帯がある。673は 頸部に刻み目突帯が 3条あるが,刻み目は大きめになっ

ている。全体にナデている。674の体部は中央部分で強く屈曲しており,最大径は中央部分

にある。体部に刻み目突帯が 2条ある。底部は突出気味で側面に指押さえを行なっている。

全体に摩滅しているが,体部内面には指押さえが顕著である。675の 口縁部は大きく開き,

端部は真横を向き先細りになっている。頸部には刻み目突帯が 1条あり,外面にはハケロ

を施している。676は 口縁部の内面に突帯を貼り付けているが, 1条の突帯を目縁部端部で

反転させて二重にして,全体に弧を描くように貼り付けている。突帯の反転部分は口縁部

より上に出ており,突帯の一部には刻み目を入れている。頸部には刻み目突帯を4条巡ら

せている。677の 口縁部は大きく開き,頸部には刻み目突帯が現存で4条ある。口縁部内面

は板ナデであるが,頸部内面は指で器壁を決るようにナデている。外面は全体にナデてい

る。678は 頸部と体部に刻み目突帯がある。体部は最大径が中央部分にあるものの扁平で
,

体部上半は外反気味でなで肩状になる。全体に摩滅している。679は頸部から口縁部にかけ

て全体に外反している。頸部には貼付突帯が現存で4条ある。680は外傾する頸部から口縁

部は大きく開き,端部にはヘラ描き沈線が 1条巡る。頸部には現存で4条 1単位の複条貼

付突帯がある。681は 扁平な体部で,最大径部分のやや上に貼付突帯が 2条ある。突帯の端

部は丸みを帯びている。682は体部の上半に削出突帯が3条ある。内面は指押さえを行なっ

ている。体部は扁平なものと思われる。683の 口縁部端部は真横を向き,先細りになってい

る。頸部には貼付突帯が 1条巡っており,頸部の上部が肥厚している。684は 口縁部端部に

指押さえによる刻み目を施している。夕ヽ面はハケロとなっている。685は 夕ヽ傾する頸部から

回縁部は大きく開くが,頸部は長くなっている。頸部は貼付突帯が 1条あるが,その下か

ら体部との境部分にかけて突帯の剥離した痕跡がある。686の 口縁部は短く外反する。687

の口縁部は頸部から緩く外反している。日縁部は頸部に比べて肥厚している。外面にはヘ

ラミガキを施している。688は 頸部から口縁部にかけて大きく外反し,端部は若干下方を向

いている。頸部には削出突帯があり,突帯上には沈線は 5条ある。外面はヘラミガキが施

されている。689の 口縁部は頸部に比べて肥厚している。頸部にはヘラ描き沈線が現存で3

条ある。外面は指でナデた後にヘラミガキを施している。日縁部内面の端部付近にヘラミ

ガキが少し見られる。690は頸部に沈線を3条巡らせた幅広の削出突帯と1条の小さい削出
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遺物番号 器 極 口径 器 高 底径 胎 土 色 調 施 文 形態 。手法の特徴 備 考

ホ・壺 畿貢 25Y7/3、
恭苦 ,RYR/R

口縁部内面に三角形列点
文、 日縁部端部刻み 目

鐘体 にマメツ

名
R日 10YR7/1、

そ黄褐loYR5/2
験部に薇条貼付架帯 (2条 l

単位 )、 日縁部端部刻み 目
卜山ナテ 、内 向マメツ

中・普 k日 10YR3/2、

た黄25Y8/3
瞑部に貼付突帯3条 肇山方 、困 向

"
不・ 壼 甲・ 多、租・

′>
炎橙 5YR8/3、

畿黄橙 10YR8/3
体部に貼付突帯2条 小面指押 え 。マメツ、内面″

‐
・指押 え

不・ 壼 。
 少 、 剤  ・ 置7.5YR6/6、 頸部に貼付突帯1条 朴面材 目・

"‐

、内面″
‐

か ・ 霊

普

火 買 Z bY6/2、

にぶい黄2.5Y6
口縁部内面に湾曲す る貼
付突帯、頸部に貼付突帯
口存4各

不・ 霊 世・イノ、 ]鯛・
多

にぶい買2.5Y6
/3、 黄褐2.5Y5

頸部 に貼付突帯現存4条 朴回 アア 、 円 回 破 ″  ・ 万  ・ 僣 押 え

際・壺 甲 。多 にぶい橙 7.5YR
7/4、 浅黄橙75
rR8/3

項部に貼付突帯現存2条 、
本部に貼付突帯2条

小面マメツ、内面指押 え・マメツ

第397図  D区包含層出土遺物(1)(1/4)
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突帯がある。全体にナデている。691は頸部にヘラ描き沈線が 6条巡っている。外面は摩

減しているがハケロが残つている。692は頸部から口縁部にかけて緩 く外反し,頸部は細

くなっており,外面にヘラ描き沈線が現存で 7条巡っている。沈線の上の部分が肥厚して

いる。693の 口縁部は大きく開き,端部は丸く収める。頸部のヘラ描き沈線の下にはハケ

目が見られ,日縁部の外面と内面はヘラミガキとなっている。694の 口縁部は大きく開き,

端部は欠損しているものの端部付近の内面には三角形列点文が 2列配されている。頸部に

はヘラ描き沈線が 9条巡っている。全体に摩滅している。695の 口縁部端部は先細 りに

なっている。頸部のヘラ描き沈線は現存で 6条であるが,一番上の沈線は途中で途切れて

いる。696は頸部にヘラ描き沈線を8条巡らせたその上に, 2本 1単位の棒状浮文が現存

で 2単位貼 り付けられている。外面にはハケロが施されている。697は頸部にヘラ描き沈

線が 3条巡っているが,一番下の沈線は始点と終点がずれている。全体に摩滅しているが,

内面には指押さえが多くなっている。体部上半は肩が張らない。698は内傾する頸部に現

存する2条のヘラ描き沈線の下に三角形列点文と2列の竹管文を配している。699は体部

に巡らせた 5条のヘラ描き沈線の上下に竹管文を配している。外面はハケロの後に板ナデ

を施し,内面は指押さえとナデを行なっている。700は外反する頸部で,外面にヘラ描き

沈線を2条巡らせ,その間に竹管文を配している。701は頸部の下半部から体部にかけて

の部分である。頸部から体部上半にかけて6条 1単位の櫛描き直線文と櫛描き波状文を巡

らせている。体部は下半が欠損しているが全体に張りがなく,最大径も中央よりやや下側

になっている。体部外面には太いヘラミガキを施し,内面には板ナデと指押さえを行なっ

ている。702は外面に4条 1単位の櫛描き直線文と5条 1単位の櫛描き波状文がある。703

は6条 1単位の櫛描き直線文と単位は不明であるが櫛描き波状文が施されている。704は

ヘラ描き沈線の間にヘラ描き山形文とヘラ描き波状文を配している。705は 8条 1単位の

櫛描き直線文の間に扇状文を配し,一番下に櫛描き波状文を加えている。

706～ 743は 甕でこのうち707～ 713・ 715。 716。 718は 如意形口縁,719～ 736・ 738～ 742

は逆 L字形口縁,706・ 714・ 717は 口縁部を折 り曲げとなっている。

706の 回縁部端部は真横を向き,刻み目を入れている。全体に摩滅している。707は 口縁

部端部に刻み目を入れている。体部は内湾しており外面にヘラ描き沈線が 5条巡り,板ナ

デを施している。708の 口縁部端部は肥厚 し,刻み目を入れている。体部は全体に指押さ

えとナデとなっている。709の 体部は緩く内湾し,外面にヘラ描き沈線が 3条巡る。710は

体部外面に6条 1単位の櫛描き直線文とヘラ描き沈線を組み合わせて施文している。外面



選物 番 号 器 種 器 高

白2.5Y8/2 面マメツ、 内 面

"‐
杯 ・ 壺 鯛 。多 こぶい貢橙10Y

Ю/3、 にぶい
項部に複条貼付突帯 (現

存4条 1単位)、 口縁部端
トロ77、 円回アフ

が ・ 霊 甲
°

1昔 こぶい褐7.5YR
ソ4、 浅黄橙 10
′R8/3

応部に貼付突帯2条

不・ 壼 甲・ 多 こぶい赤橙 10R

ソ4、 橙 2 5YR6
膵部上半に削出架帯3条 本面マメツ、 内 面

"‐

・ IIF押 え

h・ 壺 11 甲・ 少 、 細 ・

諄
天貢褐10YR6/2
天黄25Y7/2

頃部 に貼付架帯1条 口縁部マメツ、外面″
‐
、内面

"‐

・ 指州

が・ 壺 は・夕 、甲・
少

火東 25Y5/2、

唐灰黄25Y5/2
口縁部端部に指押 えによ 口縁 端 部 に強 い指 押 え、外 面け 日、

肉 面情・

阻
。少 、 甲 。 天自25Y8/2 部に貼付突帯現存1条 、

帯剥離痕有 り
全体にマメツ

不・ 盤
。

171'、  甲 ° 天自2.5Y8/2 口縁郡″
‐
・指碑 え、外 面マメツ、内向=

メツ

不・ 量
瞥

月赤褐5YR5/6
豊5YR6/6

卜面ヘラミカ
・

キ・

"・

、内面板

"・

・

"・

第398図  D区包含層出土遺物 (2)(1/4)
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ノ、リ

遺物 番 号 器 種 口径 器 高 底 径 胎 土 色 調 施 文 備 考

1 唄部に自り出突帯 じ螂肇5条

フて2.5Y5/1、
白2.5Y8/1

頃部にヘ ラ描沈線現存 3条 小面ヘラミカ
‐
キ、内面ヘラミカ

‐
キ・マメツ

普

こぶい貢25Y6 唄部に削出突帯 (沈線3条
+削出突帯

甲・ 多 、租・
少

賢頁 種 ′.bYК υ 唄部 にヘ ラ僣 沈繰 6条 咋面″ 日、 内 面 llEFFえ 。マメツ

不・ 霊 甲・ 多 、岬・ 斃藤t2.5Y7/3 駅固;にヘ フ薔 沈繰 現 存 7条 口縁部月Elle、 外面マメツ、内面77‐ ・ 僣
押え

こぶい貢褐10Y
t5/3、 にぶい
彗,sv6/■

頃部にヘ ラ描沈線現存 5条 外面ヘラミカ
。
キ・″ 目→

"‐

、内面ヘラミカ

こぶい貢橙 10Y
t7/3、 赤褐5YR

口縁部内面に三角形列点
文2列 、顕部にヘラ描沈線
暉在9各

咋面マメツ、内 面″
‐。指 押 え

甲 。
1群 こぶい買御 OY

t7/4
験部 にヘ ラ薔 沈繰 現 存6条

添・ 量

普
天貢2.5Y7/2 頃部にヘラ描沈線8条 、2

本1単位の棒状浮文現存2
昨面け日、内面マメツ

多
贅貢 2.5Y7/3 瞑lIに ヘ ラ描 沈線 3条 全体 にマメツ、 内 面指 押 え

第399図  D区包含層出土遺物(3)(1/4)

109



は摩滅しているがハケロが見られ,一部は口縁部直下まで及んでいる。711の 回縁部は長

く,外面にハケロを加えている。体部は直線的に外傾しており,外面にヘラ描き沈線を6

条巡らすが,一番下のものは大 くなっている。また外面にはハケロを施している。712は

日縁部内面にハケロを施す。体部は直線的で,外面に5条 1単位の櫛描き直線文を巡らせ

ている。713の 口縁部端部は平坦に近い。体部外面にヘラ描き沈線が 3条巡っている。714

の口縁部端部は真横を向いている。体部外面には8条 1単位の櫛描き直線文と波状文と思

われるものの一部が見える。715は体部外面に6条 1単位の櫛描き直線文と櫛描き波状文

が施されている。内面には全体に丁寧にヘラミガキが施されている。716の 口縁部は短 く

第400図  D区包含層出土遺物 (4)(1/4)
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0              1ocm

遺物番号 器 種 口径 器 高 底 径 胎 土 色 調 施 又 備 考

添 ・ 重 ・ 多 、 1■ ・ こぶい貢橙 10Y
t7/4

敦部にヘ ラ薔沈繰現存2条、
三角列点文、竹管文2列

象体 にマメツ

2.5Y7/2
体部にヘ ラ描沈線5条 とその

上下に竹管文
朴面材 目→板″

‐
、内面″

‐
・指押 え

黄25Y7/2
頃部 にヘ ラ描沈線2条 とその
間に竹管t

小面ナテ
・

、内面ナテ
‐

細・少、微・

多
天黄25Y6/2、
にぶい黄橙 10Y

師 蘭 又 t直蒜 又・猥 状 又 , 外面ヘラミカ
・

キ・ ″
‐
、内 面板 ナテ

‐
・ 指 押

不・ 重 甲 ・ 多 にぶい貢橙 10Y
R5/4

師描文 (直線文・波状文 )

不・ 量 欄
°

多 ぶ
た
ん

に
Ｒ７
Ｙ７

貢橙10Y

浅黄2.5
帥 価 又 t旦繰 又・政 次 Xリ 咋面

"‐

、内 面襦 押 え 。マメツ

普

にぶい貢25Y6
/3 ・濤 状 ■ )

卜向万 、内 向

"
中・多 にぶい橙7.5YR

6/4、 黄灰2.5Y
4/1

櫛描文 (直線文・波状文 )、 扇
状文

外面

"‐

、内面

"‐



端部は真横を向いており,指押さえを行なっている。体部は厚手で,外面にヘラ描き沈線

8条 と三角形列点文がある。外面にはヘラミガキが施されている。717の 口縁部は長めで

やや下方に折り曲げられている。全体にナデている。718の 口縁部は短く外反する。体部

は強く夕ヽ傾している。外面はハケロ,内面はヘラミガキとなっている。

719は 口縁部端部に刻み目を入れている。体部は外傾しており,ヘ ラ描き沈線 9条 と三

角形列点文を巡らせている。体部外面はハケロ,内面はナデている。720の 口縁部端部は

先細りで若干上方を向いており,刻み目を入れている。体部は外面にヘラ描き沈線11条 と

列点文を巡らせている。全体にナデている。721の 回縁部端部は上方を向いている。体部

外面のヘラ描き沈線は14条 と多条である。体部外面にはハケロを施している。722の 回縁

部端部は先細りで,体部は下部が内湾する。体部外面のヘラ描き沈線は12条であるが, 6

条のまとまりになっており, 6条 日と7条 目の間が若干開いている。日縁部は外面に指押

さえを行い,体部外面にはハケロを施している。723の 回縁部端部は上方を向き内面側が

やや突出している。体部外面はハケロの後にナデており,内面は口縁部付近に指押さえが

多い。724は 口径が32.6cmと 大型の甕で,体部外面には5条 1単位の櫛描き直線文を巡ら

せ,その下には竹管状の工具による刺突文が配されている。725の 回縁部には指押さえを

強く施し,そのため端部は先細りになっている。体部は直線的に外傾し,外面には4条 1

単位の櫛描き直線文が巡る。体部外面は板ナデ,内面には指押さえが顕著である。726は

口縁部外面に板状工具の本回痕が見られる。体部外面には6条 1単位の櫛描き直線文と櫛

描き波状文がある。全体に摩減している。727は 口縁部端部は若干上方を向いている。日

縁部には強く指押さえを行い,内面側は指押さえにより窪んでいる。体部は全体に内湾し

ており中央やや上が膨らんでいる。体部外面のヘラ描き沈線は15条 と多条でその下に列点

文を加えている。体部外面はハケロの後にナデており,内面はナデている。底部は突出し

ている。728は 口縁部端部に刻み目を入れる。体部のヘラ描き沈線は6条であるが全体に

蛇行している。外面にはハケロを施している。729の 回縁部は外側に大きく突出しており

全体に歪み,端部には刻み目を入れている。体部にはヘラ描き沈線が 9条巡り,沈線の下

側の器壁が肥厚している。730の 口縁部端部は先細 りで刻み目を入れている。体部は直線

的で,ヘ ラ描き沈線は16条 と多条である。731の体部には4条 1単位の櫛描き直線文が巡

る。732は 口縁部に指押さえを行い,端部は先細りで刻み目を入れている。体部のヘラ描

き沈線は10条 あるが部分的に蛇行 している。内面にはヘラミガキを施している。733は 日

縁部の内面は強い指押さえのために窪んでいる。体部は内湾し外面にはヘラ描き沈線が 8



0             10Cm

遺 物 番 号 器 種 口径 器 高 底 径 胎 土 色調 施文 形態 。手 法 の特 徴 備 考

貢25Y7/3 口縁 部 端 部刻 み 目

こぶい貫橙 10Y
t7/3、 浅黄2.5
r7/3

ヘラ描沈繰5条 、口縁欄
部刻み目

知酵 口縁 、口縁郡打 ・宿碑 え、外
面板

"・

、内面マメツ
胎土に金雲
母 を含む

蛯貢橙 10YR8/3
て白25Y8/2

口縁 部 端 部 刻 み 目 如意形 口縁、外面

"・

・ 指押 え、内面

小・ ■ 中・普 こぶい橙7.5YR
)/4、 にぶい黄

ヘラ描沈線3条 、口縁部端
部刻み目

四恵形 口稼、 日秘州S″ 、外 国アア 、
内面ナデ

多

こふい貢覆10Y
t6/4、 灰黄2.5
r7/2

師描文 (直線文)+ヘ ラ
隣添

如意形口縁、日縁部″
‐
、外面′サロ、

内面

"・

・指押え

粗・普、中 。

普

こぶい黄褐10Y
t5/3、 にぶい黄

ヘ ラ描沈線6条 口意 形 口縁 、 口縁 郡

"‐

。指 押 え、 日

象部 外 面け 日、外 面材 日、内 面

"・

・
旨IITタ

亦・ 甕 ほ
。

場「 、 1欄 ・ こぶい貢橙 10Y 師描文 (直線文 ) ね意形口縁、口縁部内面材 日、外面ヽ
:ツ 、内面

"°添・ 賀 不 創
少

こぶい貢枷 OY
t5/4、 黄褐10Y
2R/A

加意形 口縁、外面ナテ
・

、内面

"・

が・饗 *19 綱 。多 こぶい赤褐5YR
1/3、 暗灰黄2.5

師描文 (直線文 +反状文 ) 口縁部折曲げ、外面

"・

、内面マメツ

第401図  D区包含層出土遺物(5)(1/4)



‐，

0              1 ocm

選物 番 号 器 極 口径 器 両 底 径 胎 土 色 調 施 又 偏 考

杯 。
概 こぶい貢橙 10Y 節描文 (直線文 +波状文 ) RI嘔形 口稼 、外 面″

‐
、内 面ヘラミカ

‐
キ

7 甲・ 多 餞天 2.5Y7/3、

こぶい黄橙10Y
t6/3

フ`面 死腺 8余、三 角 形 ダ
ミ文 響馬ぐ7]F丙呂薄

p'テ
‐・信Fllえ、外

liIJ・ 1,1'、  甲・
少

こぶい貢褐10Y
t4/3、 灰黄2.5
′6/2

25Y6/2 口意形 口縁、外面け 日、内面ヘラミカ
゛
キ

添・ 捜 橙 5YR6/6、 にぶ
い黄褐 loYR5/4

ヘラ描沈線 9条、三角形列
点文、 口縁部端勅 !み 目

口縁 郡″
‐
、外 面け 日、内 面″

‐

甲・ 晋 、綱・ 火貢 2.5Y8/2 ヘ ラ描沈繰 H条、列点文、
口縁部端部刻み 目

口縁部

"・

、外面″
・

、内面

"・

・ 指打

甲 °
多 橙5YR6/6、 浅黄

2 5Y7/3
ラ描沈線 14条 口縁部″

‐
、外面材 日、内面

"・
弥 ・ lilll 貢褐 10YR6/2

白2.5Y8/2
ラ描沈線 12条

風ぽ
部″

‐°指押え、外面″日、内面

黒褐 10YR3/1

第402図  D区包含層出土遺物(6)(1/4)



け化
り

闊

0              1 0cm

遺 物 番 号 器 種 口 径 器 尚 色 調 施 文 備 考

杯 ・ 認

め 中・ /j2

にふい東鷲秘OY陶

/3、 黄褐2.5Y5ム
師蘭又 tttlplx,、 47T官

伏工具による刺突文

口縁部

"‐

、外面″
‐
、内面″

‐

弥 ・ 翌 間10YR4/4 節描文 (直線文 ) 口稼 固S77・ 宿 碑 え、外 国破
"、

円
面情・・ 糟 押 カ

勃 ヽ
。

弓琵 口縁部直下に板状工具痕 、全体にマメ

弥 ・ 捜 7 阻 。少 、郷・

多

こぶい買嗣 OYR
′
3、 にぶい黄21

ヘラ描沈繰 15条 、タリ爪又 口縁部ナテ
・

、外面材 目→

"‐

、内面″
‐

添・ 受 隊 °多、剤 °

瞥

にぶい貢褐 10YR[
′3、 にぶい黄橙 1(

ヘラ薔滉繰6条 、口稼日噺
部刻み目

口縁部

"や

、外面″ 日、内面″
‐
・指

押え

が・甕 にぶい貢橙 10YR(
′3、 灰黄2.5Y7/2

ヘ ラ薔滉繰 9条、 口縁日妬
部刻み 目

口縁部歪む、 口縁部″
‐
、外面″

‐

が ・ 賀 甲・ 多

にぶレヽ
ヽラ描沈線 16条 、 口縁部 口稼 間Sアア 、 /1・ 口 ″ 、 円 ロ マメフ

甲・ 晋 にぶい貢橙 10YR( 節描文 (直線文 ) 口縁 部

"‐

、外 面″ 、内 向″

か
。

翌 世・ 少 、 甲・ 火買 ■110YKb/Z ヽラ薔沈繰 10条 、口縁日;

喘部刻み目
口稼 郡

"・
彊 FIえ 、 91・ 山 77、 円 回´

ラミカ
゛
キ

第403図  D区包含層出土遺物 (7)(1/4)



0              1 0cm

遺 物 番 号 器 種 器 尚 [径 胎 土 色 調 麗 又 形 憲 ・ 手 活 の特 徴 偏 考

鯛 。多、甲・

普
５
３
、３

に
γ
″

い137.5YR
浅黄25Y

ヘラ描沈繰8条 、口縁部端
部刻み目

綱 。多、中 。

普
にぶい橙 7 5YR
6/4、 灰黄 2.5Y
7/2

ヘラ描沈線 15条 、三角形
Fll点文

口縁部″
‐
、外面″ 日、内面

"・

杯・ 概 にぶい黄橙10Y
R5/3、 にぶい
黄2.5Y6/4

ヘラ薔沈繰 現存15条 目稼濁けテ・宿FFえ 、外面
"‐

、内画

が・盤 甲・ 普 ラ描沈線 14条 、タリ点文 口縁日S″ 、外面″ 目、内面

"‐

添・ 盤 黒2.5Y2/1、 灰
黄褐10YR5/2 孫要朝馨[鞠騰

ヽ
による波状文

外面″ 日、内面ナテ
・

・ 多
〉

、 1調 ・

タ
天自25Y8/2 口縁部

"‐

、全体にマメツ

不 。甕 甲・ イン、 mll・
少

こぶい橙 7 5YR
ソ4、 にぶい赤
q5YR5/4

帥顧Xt置え尿又,、 日縁
部端部刻み目

口縁部″
‐
、外面マメツ、内面″

‐

小・ 犯 橙 5YR6/6、 にぶ
い黄橙 10YR7/4

面価又 (直線文)+ヘラ描
波状文

金体にマメツ

か
゛

覺 鯛 。普 、中 。

少
明赤褐5YR5/6
吹黄2.5Y7/2

ラ描沈線 13条 口縁部

"‐

、外面材 日、内面マメツ

平・ 多 餞買橙 10YR8/3
澄5YR7/6

櫛描文 (直線 文 )

指締電
マメツ、外面マメツ、内面ヘラミガキ

杯・ 慨 ヂ・普 k日 10YR8/2、

発黄橙 10YR8/4
ヘ ラ描沈線現存2条、三タ
形列点文3列

外血信 FIIえ 。マメツ、内面″
・

第404図  D区包含層出土遺物(8)(1/4)



条巡る。外面はヘラミガキで部分的にナデており,内面は板ナデである。734の体部外面

のヘラ描き沈線は15条 と多条で,その下に三角形列点文を配している。外面のハケロは口

縁部まで及んでいる。内面はナデている。735の 口縁部端部は下方を向き,内面側に肥厚

している。口縁部には指押さえが強い。体部外面のヘラ描き沈線は現存で15条 と多条であ

る。736の 回縁部端部は先細 りで,日縁部の外面下部には指押さえが顕著で,一部に爪の

痕が残つている。体部には14条 と多条のヘラ描き沈線を巡らせ,その下に列点文を配して

いる。外面にはハケロを施す。737はヘラ描き沈線が 7条 と5条残っており,沈線文帯の

間には半裁竹管による波状文を配している。738の 口縁部端部は先細 りで,体部は内湾し

ている。739の 口縁部端部は上方を向き,刻み目を入れている。体部には回縁部からやや

間隔を開けて4条 1単位の櫛描き直線文が巡る。740の体部は全体に内湾し,外面には3

条 1単位の櫛描き直線文の下にヘラ描きのやや不規則な波状文を配している。741の体部

は若干内湾し,外面にはハケロを施す。742は 口縁部に指押さえを行う。体部は中央やや

下で緩く内湾する。外面には4条 1単位の櫛描き直線文を巡らし,内面にはヘラミガキが

見られる。底部は突出し肥厚している。743の底部は欠損しているが肥厚している。体部

は直線的でヘラ描き沈線が現存で 2条あり,その下に三角形列点文が 3列配されている。

744～ 758は壺および甕の底部である。744の底部は突出しており,側面に指押さえを行

う。745の 底部は高台状で,体部は内湾気味に立ち上がる。746は 底部側面に指押さえを行

い,内面は指で螺旋状にナデている。747は内 。外面に指押さえが顕著である。底部は上

げ底になつている。748は 内面にヘラミガキを施している。外面はナデている。749の 底部

は体部に比べて極端に薄くなっている。750の 底部内面はなだらかになっている。751の 底

部は上げ底になっている。752は外面全体にハケロを施している。753の 体部は内湾して立

ち上がる。内面には板ナデの痕跡がある。一応甕としたが壺かも知れない。755の底部は

突出気味で,内面に指押さえが顕著である。体部は直線的に立ち上がる。756の内面は板

ナデとなっている。757は底部外面のやや内側を指で器壁を決 り取りながらナデている。

体部外面にはハケロを施し,内面は指で横方向にナデている。758の外面は板ナデで,内

面は指で縦方向に,底部付近は横方向にナデている。

759～ 761は甑である。760は底部に外面側から穿孔を行っている。内面には指押さえを

施している。761は底部の中央から片寄つた部分に穿孔を行つている。体部外面にはハケ

目を施している。

762～ 767は鉢である。762の 口縁部は如意形になり,端部は平坦である。日縁部のやや



下には段があり,全体にナデている。763は逆 L字形口縁であるが,外側への突出は弱く

端部は先細 りになっている。口縁部付近は肥厚している。764は如意形口縁で,体部は外

傾している。765は 口縁部の下に把手状の突起がある。766は 口縁部に強く指押さえを行い

第405図  D区包含層出土遺物 (9)(1/4)

γ
人

Ｙ
ユ

道 物 番 号 器 種 口径 器 高 底径 胎 土 色 調 施 文 形 顧 。手 伝 の特 徴 備 考

添・ 饉 火貢褐 10YR6/2、 豚
白5Y7/2

昨山″
‐
・ 損 FIIえ 、内面″

‐。指押 え

にぶい雷情10YR7A 向アテ・ 損 FFえ 、 内 面指 押 え 。マメツ

阻・ 少 、 中・
諄

橙5YR7/6、 灰貢2.51
7/2

朴面

"‐

・指押 え、内面″
・

弥 ・ 壺 甲・ 晋 1買健 10YК 8/3、 薔

17 5YR4/1
小面″

‐。指押 え、内面芳
・・ 指押 え

弥
。

壺 細 ・ 晋 火日2.5Y8/2、 暗灰
黄2.5Y5/2

小山ナテ
‐
、内面ヘラミカ

‐
キ。指押 え

弥・壺 甲・ 晋 哭藤τZ bY了 /2、 火 曰

2 5Y8/2 :澪究
器壁薄い、外面″

・
、内面マメツ・

弥 ・ 11111 ・少 、中 。

受委『 :II,3/3、
曝

か
。

1闘 7 甲 ・ 多 にぶい橙2.5YR6/4
浅黄橙10YR8/3

全体にマメツ、底部外面ヘラケス
‐
り→ナデ

にぶい黄橙 10YR7/` 不向け 日、 内 面マメツ

が・到 甲・ 晋 、 綱 。
全体 にマメツ



端部には指押さえにより刻み目を入れている。体部外面にはハケロが見られる。767は ボ

ウル形の鉢で,底部は丸底である。日縁部と体部の内面に指押さえが顕著である。外面は

板ナデである。上から見ると楕円形の作りになっている。

768～ 781は 蓋である。768は つまみ部に2個 1単位の穿孔が向かい合ってある。769は つ

まみ部の側面が横に突出している。770のつまみ部は突出しており,側面に指押さえを行

なっている。772は向かい合つた位置に穿孔が 1個 ずつある。外面はハケロである。甕の

底部の可能性もある。773のつまみ部は窪み,向かい合つた位置に穿孔が 1個ずつある。

774の つまみ部は小さく,中央部が窪んでいる。775の つまみ部は僅かに窪み,側面に指押

さえを行なう。体部は下半で屈曲して開く。器壁は中央部分が薄くなり,裾部で再び肥厚

する。外面にはハケロを施しているが,裾部には鉄分が付着しており観察が困難である。

内面は上半部に指押さえが顕著で,下半部はナデている。776はつまみ部に2個 1単位の

′′    、

59

0                 1 0Cm

遺 物 番 号 器 種 口 径 器 lHl 胎 土 色 調 施 文 形 態 。手 法 の特 ロ 備 考

勁 ヽ
。

1麗 甲 。
1『 こぶい橙25Y6/

)、 灰白10YR8/2
全体 にマメツ

不・ 祖 こぶい黄橙 10YR 外面ナデ 、内面″
V・

情FFえ

添・ 聖 中 。少 にぶ い橙 5YR6/4
昔灰 2.5Y5/1

か面マメツ、内向瑠反アテ・ヨヨ習え

世・ 少 、 甲・

普
浅貢橙 7 5YR3/3
浅黄橙 loYR8/3

外面′サロ・

"・

、内面

"‐

か 盤゙ 綱・ 晋 にぶい褐7 5YR5
/3、 にぶい黄橙
10YR6/3

小面板

"・

、内面ナテ
‐

が・臥 甲・ 晋 橙5YR6/6、 にぶ
い橙7.5YR7/4

小面″
‐
、内面

"
か 。臥 鯛 ・ 多 にぶい橙7 5YR7

/4、 にぶい黄橙
10YR7/3

全体にマメツ、内面襦押 え

物 ヽ
。

催孤 阻・ 少 、 甲・ 登5YR6/6、 にぶ
′ヽ黄橙 10YR6/3

卜面材 目、 内 面ナラ

D区包含層出土遺物 (10)(1/4)第406図



未貫通の穿孔が向かい合つてある。外面は板ナデである。777・ 779の外面も板ナデである。

778は つまみ部の側面が横に突出する。780の つまみ部は僅かに窪み,器壁は薄くなってい

る。781の つまみ部は大きく窪み,体部は内湾している。

782は ミニチュアの甕で,底部側面に指押さえを行なう。底部は上げ底である。783も ミ

ニチュアの甕で,体部は下半で僅かに膨らむ。底部は高台状になっており,体部外面には

板ナデ,内面はナデている。

784は 不明土製品である。中央部が鍔状になっており,下部は欠損 しているが中実に

なっている。

785は須恵器の杯で断面方形の高台が付く。786は 黒色土器A類の椀で断面三角形の高め

の高台が付く。787は土師器の椀で,全体に回転ナデを施している。788は 自磁碗で,底部

はヘラ切りである。高台は断面方形のしっかりとしたものが付き,底部外面には離れ砂が

付着している。789は 青磁碗で,内面見込み部に砂目積みの痕跡がある。

a)~

tt〕 〕

遺物 番 号 器 種 口径 器 高 底 径 胎 土 色 調 施 文 形 酔 手

「

の 特 似 備 考
刀`・

“

不 〒 °多、 瀾・
普 天白25Y8/2 昇岳馨

=ら

轟れ堺縁部"・

・指押え、
天自10YR8/2 え、全体にマメツ

添・ 鉢 阻 °昔 、 甲・
普

餞黄 橙 10YR8/3 甲縁部″
‐
、外面マメツ、内面プラ・・指招

白2.5Y8/2
添・ 岬 甲 °

晋 曳貢 橙 10YR8/3 口稼 剤
`端

郡 僣 響 え に よ る
刻み 目 尋量 鍵累 見

指押 え、外面材 日、内面

少

火黄25Y7/2 隔円形、内面指押 え顕著、外面板

"・

第407図  D区包含層出土遺物 (11)(1/4)



790は 土錘で先端部が細くなっている。791は 中央部分に2個の穿孔がある。半分欠損し

ているが,円形に近いものであろう。

792～ 797は打製石庖丁である。792は体部の細片であるが,刃部は直線で,背部は外湾し

ているものと思われる。背部には敲打痕がある。793は刃部は直線,背部は外湾であるが山

●
甲

、

768

′ノ′′
り::il:]l:::::l、

ミド、
770

ドヽ

７

0                 10cm

′
/上

/1

選 物 番 号 器 極 口径 器 高 底 径 胎 土 色 調 施 文 形態 。手 伝 の 特篠 備 考

か 。盆 租 ・ 少 、 甲 。

普
にぶい貢橙 10YR6/ 2個 1単位 の昇孔が同い含 舛面

"・

、内面指押 え

つまろ
径 7.`

欄 ・
多

外 面ナテ
‐
・マメツ、 内 面

"~・
襦 Fllえ

赤・ 蓋 驚
薇

。
多 、 傲 ・ 天貢 25Y7/ 外面

"・

・指押え、内面″
・・指押え

径 2.`

灰自25Y8/2、 灰藤
2.5Y7/2

全 体 に マ

杯 ・ 豊 驚
笛

甲・ 晋 にぶい貢橙 10YR6/3 ヨい合つた位置に穿孔を1

]ずぅ 桁 オ

外面′サロ、内面

"‐

・ llEFFえ

つまみ
径5( 死苦禍 loYR6/2

向かい合 つた位 置に穿孔 1

個ずつ
小面マメツ、内 面″

杯 ・ ]疑 驚
怨

鯛・ 普 灰黄2.5Y7/2、 にぶ
い黄25Y6/3

昨面ナテ
‐
、内 向ナテ

弥・ 蓋 驚笛
l 稼

２３

日
径

甲 。少 、綱 ・

瞥
にぶい貢橙 10YR7/8

灰黄褐10YR6/2
外面材 目。指押え・板″

‐
、内面

"‐

・

着押え

杯 。蓋 つまろ
4『 7 1

°
多 、 私 ・ 二ぶい黄橙10YR7/3

■ぶい橙7/5YR6/4
〕個1単位 のすべて未貰通 外面板

"・

、内面マメツ

が・蓋 薇
衝

阻 。少 、綱 ・

普
天自2.5Y8/2 外面板

"・

、内面″
‐
・ 指押 え

添・ 蓋 驚
笛

鯛 。多 、 甲・

多
天黄 2.5Y7/2、 灰 自 外面

"‐

・ 指押 え、内面マメツ

つまら 中・ 少 、 細・

匁
馘貢 2.5Y8/3、 灰頭
2 5Y7/2

外 面板

"‐

、内 面

"‐

・ 帽 響 え

が・量
径 51

甲 。多 にぶい褐7 5YR5/4
にぶい黄絆 loYR5/〔

外面

"・

・指押 え、内面

"‐

。指ITえ

薇
管

炎買 25Y8/3、 灰 藤
2.5Y7/2

外面″
‐
、内 面ナテ

~
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形に近い。側縁部に決 りがあるが不明瞭である。体部は長さの割に幅広である。周縁部全

体に丁寧に調整を施 している。794は刃部・背部とも直線で長方形のものである。側縁部に

は決 りを入れている。安山岩の厚手の剥片を使用 している。795は刃部は直線,背部は緩 く

外湾 している。両側縁部に決 りを入れている。背部の調整は雑で,側縁部の扶 りも雑に

作つている。刃部は両面から調整を施 している。796は刃部 。背部ともに緩 く外湾 している。

側縁部は外傾 してお り,背部との境部分は尖っている。安山岩の剥片の周囲に軽 く調整を

施 しただけで石庖丁に仕上げている。あるいはスクレイパーかも知れない。797は刃部は直

線,背部は山形に近いものと思われる。刃部は両面から作 り,背部には敲打痕がある。

798～ 8Hは磨製石庖丁である。798は体部中央部分の破片である。現存部分では刃部・背

部ともに直線である。体部中央部分に紐部が現存で 1個 ある。刃部には擦痕が顕著で,刃

部付近は摩滅している。裏面は剥離している。799は刃部は直線,背部は山形で全体として

三角形になるものと思われる。刃部は両面から作っており,体部中央部分に紐部が現存で

1個 ある。安山岩製のものだが,全体にローリングを受けており摩滅している。800の刃部

(e
791

785

0                1ocm

∩
∪
◎

遺物番号 器 III 口径 器 同 底 径 胎 土 色調 施 又 形 悪 。手 猛 の特 傲 備 考

弥・ ミニヨ電
少

浅貢 25Y7/3、
圧苦 褐 lovR6/,

7 〒。多 にぶい黄橙 10Y
R7/3、 にぶい
黄25Y6/3

昨面板

"・

・

"・

、内面

"・

・指押え

不明土製 浅貢2.5Y7/4、

浅黄橙10YR8/4
中央部が鍔状 に盛 り上が る

須・杯 置緻 天

ソ
灰 白N 外面 回転″

｀
、内 面回 転

"‐

・

"‐

、底
鰍同鹸へう倒 り

黒A・ 椀 にぶい貢橙 10Y
R7/3、 褐灰 10Y
R4/1

外面″
‐
、内 面

"・

10YR6/2
5 更白 1

百ほ ・ 颯 睛檄 月オ リープ灰
〕5GY7/1 饉

土鰹 堀
崎剛

最
奄讐

綱 °少 、微・

普
にぶい黄2.5Y6
/3

脂押え・

"・現電到現τ暫 ウ

にぶい黄橙 10Y
R6/4

穿孔 2個 、

"‐

・ 指 押 え
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遺物番号 器 種 現存長 最 大幅 最 大厚 菫 量 石 材 形 態 ・ 手 法 の 特徴 備 考

FI製石 :,「 ナヌカイ

Fr製石え
Fr製石Z

|~1~ 奏山岩 に近し

石庖 丁 を山岩 5に快 り

石 7 スク レイパーの可能性 も有 る

ヌカイ ト

磨製石庖丁 て岩 刃部 付 近

磨製石庖丁 山 リ :に ロー リングに



は直線で,背部は山形になるものと思われる。刃部と体部の境界部分は不明瞭で,片側に

僅かに稜線が形成されている。刃部には擦痕が見られ,刃 こぼれを起こしている。紐部は

2個が斜めに配されている。背部の部分は肥厚 してお り,両側が欠損 しているが横に長 く

なるものと思われる。背部は研磨されておらず体部は部分的に表面が剥離 している。801

は刃部・背部ともに直線である。側縁部の刃部側は欠損 しているが,丸 くなるものと思わ

れる。刃部と紐部から背部にかけて擦痕が認められる。背部は研磨 しているが,部分的に

磨 き残 した部分がある。体部は部分的に表面が剥離 している。802の 刃部は直線,背部は

緩 く外湾 している。両面とも刃部と体部に擦痕が顕著である。全体に肥厚 しており背部の

研磨は弱い。大型の石庖丁であるが,体部の残存部分には紐部は認められない。刃部は両

面から作 り出しているが,研 ぎ出しは片側の方が大きくなっている。803の刃部はほとん

ど直線に近いが側縁部にかけて外湾する。背部は外湾 している。紐部が現存で 1個あ り,

体部表面の剥離が著 しい。804は体部中央部分の破片であるが,刃部は外湾,背部は直線

のものである。刃部は片面倶1か ら作 られてお り,刃 こぼれが著 しい。背部は傾斜 してお り,

刃部と紐部付近に擦痕が認められる。805は刃部・背部ともに外湾 してお り,いわゆる杏

仁形のものである。刃部は両面から作 り出しているが,研 ぎ出しは片面側の方が圧倒的に

大きくなっており,片刃に近 くなっている。体部との境は明瞭である。紐部付近の表面は

一部剥離 しているが,全体に丁寧に作つている。体部と刃部に擦痕が認められる。刃部側

にくらべて背部側が薄 くなっている。806は紐部付近の細片である。背部と側縁部を斜め

に整形 し,側縁部を一部研磨 している。体部は研磨されておらず未製品であろう。結晶片

岩製のものである。807は刃部・背部ともに僅かに外湾するが中央部分は両者とも直線的

である。いわゆる杏仁形のものである。長さ16。 4cmと 横に長いものである。刃部は両面か

ら作 られているが,研 ぎ出しは片面側に広 く作 られている。紐部は体部の側縁部方向に片

寄つた位置に斜め方向に2個 ある。背部の中央部分には研磨を施 していない。刃部 と紐部

周辺の手の当たる部分に擦痕が認められる。紐部が片寄った場所にあることは,紐部のな

い長い部分の刃部を主に使用 したと考えられ,紐部側の背部から側縁部にかけての掌に当

たる部分は摩滅が著 しい。全体に丁寧に作 られている。808の刃部は直線背部は外湾 して

いる。側縁部はやや内傾 しており扶 りは施されていない。刃部は両面から作 り出されてお

り,背部は研磨されていない。体部は部分的に研磨 しているだけで,現存部では紐部はな

い。あるいは未製品かも知れない。809の刃部は直線,背部は緩 く外湾 している。側縁部

は欠損 しており形状は不明である。刃部は両面から作 り出しているが,片面側の方が強 く



研磨している。背部はあまり丁寧に研磨されておらず,体部も図の右側部分はあまり丁寧

に研磨されていない。紐部は現存で 1個ある。結晶片岩製のものである。810の刃部は外

湾,背部は直線となっており,側縁部の形状は不明である。刃部は両面から均等に作り出

,
0                  5 cm 806

ｎ
目
―ｌ
ｖ

―

―

退 物 番 号 器 種 現存長 最大幅 最大厚 菫 量 石 材 備 有

80q暦製石庖丁 1 四石
石 i¬ 「 岩 刃蔀 と背 部 付 訴 に

〔岩 両面 に原 痕 顕 著 、全 体 に厚 手

石 :T k岩

石 IT 岩 刃部 は 明瞭 な 片 刃

磐製石庖丁 5 硫紋岩 刃部 と体部に猥痕、鞍 化鉄が風化 した
モゝのが付着 して赤 くなっている

府 丁 籠晶 片岩 中の未製品
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されている。背部は非常に厚 く,上面に平坦な面が出来ている

が,あ まり研磨 されていない。体部に擦痕が認められる。811

は刃部は直線,背部は強 く外湾 している。刃部は両面から作 り

出されており,体部との境は明瞭である。背部も丁寧に研磨さ

れている。体部は研磨されているが,あ まり丁寧ではない。全

体に非常に薄手である。

812は扁平片刃石斧である。やや基部のほうが広い長方形の

ものである。刃部は先端部が欠損 しているが片刃である。刃部

の研 ぎ出しはやや丸みを帯びており,体部には擦痕が認められ

る。

813は小型方柱状石斧である。刃部は欠損 している。基端部

は調整剥離のままになっている。基部は側縁部付近で縦に折れ

ているが,断面は台形になるものと思われる。側縁部は丁寧に

整形 している。

814～ 816は 柱状片刃石斧で,いずれも結晶片岩製のものであ

る。814は刃部付近が縦方向に割れてお り,両面 とも欠損面に

なっている。815は基端部の破片である。表面は剥離 している

部分が多いが,残 っている部分は丁寧に整形 している。816は

基部中央部分の細片である。

817～ 821は大型蛤刃石斧である。817の刃部は基端部よりも

幅広になってお り,基端部は平坦になっている。断面は円形に

近い楕円形で,刃部は半分欠損 しているが,擦痕が少 し確認出

来る。残存部分の刃縁は鋭利である。図の右側の基部中央部分

の表面は研磨面が少 し剥離 してお りざらざらしているが,柄 と

の装着による擦れの可能性がある。818は刃部の破片で,刃縁

は使用 したため潰れて丸 くなっている。刃部は左図の向って右

側の部分の摩滅の度合いが高 く,均等になっていない。刃部の

断面は扁平な楕円形になっている。819は基端部の細片で,断

面は楕円形である。820も 基端部の細片で,断面は扁平な楕円

形である。821は基端部から縦に欠損 している。基端部は丸み
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ク リ

0 5cm

-

遺 物 番 号 器 極 現存長 最大幅 最大厚 重 量 石材 形態 。手法の特徴 備 考

808慶製石庖丁 4 硫紋 岩 は部分的

晉製 石 庖 丁

石庖 丁 こ山岩 暫部 は厚 手 、体部 に猥 痕

薔製石庖丁 0 而紋岩 子部は強 く外湾、全体に薄手、刃部片
口に光沢

812扁平片刃石斧 吉片岩

Jヽ型方柱状石斧 陪晶片岩 基端部は調整剥離のままで研磨してし
ない

片ヽ刃石斧 結晶 片

状 片 刃石 斧

ぐ片刃石斧 感部 細 片

第413図  D区包含層出土遺物 (17)(1/2)
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を帯びてお り,断面は扁平である。

822～824は石鍬である。822は基部下半の破片で
,

幅広になって膨 らんでいるが,左右は不均衡である。

刃部は欠損 している。基部の下半は

もともとは左右対称の撥形の石鍬で

0             5 cm

遺物番号 器 種 現存長 最 大 幅 最大厚 重 量 石 材 形 態 。手 法 の特 徴 備 考

9石斧 (lllκ 岩, 炎緑 色

818大型蛤刃石斧 7 刃縁 部 は潜れ て 丸 レ

第414図  D区包含層出土遺物 (18)(1/2)



あったと思われるが,側縁部の片側が欠損したため補修したと考えられる。補修した側面

は断面が急に立ち上がっている。側縁部の刃部付近が一部摩滅している。823は基部中央

やや上側がくびれる分銅形の石鍬で,基部端部幅と刃部幅は等しくなっている。完形のも

ので,長 さ29。 5cm,最大幅14.Ocm,最 大厚3.Ocmの 大型品である。周辺を丁寧に加工して

おり,基部のくびれ部には丁度剥離の稜線がきており,段になっている。くびれ部の側縁

部には弱いものの敲打痕が認められ,刃部の側縁部は少し摩減している。刃部の稜線も少

し丸みを帯びている。現存ではくびれ部で 2つ に折れている。安山岩製である。824は刃

部の破片である。刃部の片側の側縁部は欠損しており,刃部全体の形態は不明である。し

かし刃部の膨らみからから,片側に偏った刃部になっているものと思われる。刃部には僅

かに擦痕が認められる。基部の欠損部には欠損後に部分的に調整が加えられているが,ス

クレイパーに転用しようとしたのかも知れない。825は石鍬の基端部の破片で,側縁部に

は敲打痕が認められる。

826～ 838は スクレイパーである。826は全体の形状は不明であるが,刃部は現存部では

0 5cm

@

遺物番号 器 種 現存長 最大幅 最大厚 菫 量 石 材 形態 。手法の特徴 備 考

刃 石 安 山岩

太型 9.A刃 石
:山 岩

一超 0石祥 と山岩 聾端部丸み を帯び る

第415図  D区包含層出土遺物(19)(1/2)



直線である。背部は山形に近 くなっている。石庖丁の可能性 も高 く,792と よく似ている

が,幅広であることや背部の調整の粗さと形状からここではスクレイパーと考えた。827

は側縁部の一部が欠損 しているが,全体として三角形のものである。側縁部には一部自然

面を残 し,刃部の作 りは雑である。828は現存で正方形のもので,側縁部に自然面を残 し

ている。829は 小型の円形のスクレイパーで,周囲に求心的に調整を施 している。830は部

分的に欠損 しているが,三角形のものと思われる。刃部の作 りは雑であるが,背部は山形

の部分を中心に敲打を施すなど丁寧に作っている。831は側縁部に自然面を残 し,不定形

なものである。刃部は片面から大きな剥離により作っている。背部は肥厚 してお り斜めの

0                 1 0cm

遺 物 番 号 器 種 現存長 最大幅 最大厚 亘 菫 石 材 形 態 。手 伝 の特徴 偏 考

石 鍬 て山岩 刃部付近一部摩減
石鰍 女山岩

肥 蟹濃
くびれ部 に弱い敗打痕 、刃部

第416図  D区包含層出土遺物 (20)(1/4)
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口 l
1                      828

-01隋
墓    829

遺 物 番 号 器 極 況 存長 最 大幅 最 大厚 菫 量 石 材 備 考

石鍬 女山岩 刃郡 不 均 整 、欠 積 目
`に

後 か ら加 工

サヌカイ ト 馨 ,

スクレイパー ナヌカイ i丁 の F

スクレイパー ナヌカイ
スクレイパー サヌカイ
スクレイ′ ナヌカイ 9Л移
スクレイパー 5. サヌカイ 瞥部 山■

スクレイ′ 1 ヌカイ

第417図  D区包含層出土遺物 (21)(1/2)
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遺物番号 器 種 現存長 最 大幅 最 大厚 菫 量 石材 形 顧 ・ 手 様 の 特 傲 偏 考

スクレイパー 1 ナヌカイ 背部の角が突出

ナヌカイ

スクレイパー ナヌカイ
スクレイパー 4 0 ナヌカイ

109. 簡晶片岩

スク レイパー 1 ヌカイ

スク レイパー 255 ヌカイ 型 で 刃部 は丁 寧 に作 り飢利 で あ る

D区包含層出土遺物(22)観察表

面をもっている。832は背部 と側縁部の境部分が突出している。刃部から側縁部にかけて

は直角に曲つてお り,背部と側縁部には弱い敲打を施 している。厚手の剥片を使用 してい

る。833は片側の側縁部の上下が欠損しており,打製石庖丁の側縁部の扶 りのような形を

していたと思われる。上下の欠損部の間の部分には敲打痕がある。834は裏面に素材の剥

片の主要剥離面を残している。刃部は直線で,両面から作り出している。835の刃部は外

湾しているが均等な形ではなく,両面から作り出している。あるいは石庖丁であるかも知

れない。836は台形に近い形で,幅広のものである。周囲に雑に調整を加えている。結晶

片岩製のものである。837は打点と主要剥離面を残す剥片を利用している。刃部は両面か

ら作り出している。表側の背部付近には厚さを減ずるためと思われる大きな剥離が施され

ている。838は長さ16.4cm,最 大幅11.8cmの大型のスクレイパーである。裏側に主要剥離

面を残す大型の剥片を利用している。刃部は直線で,全体に両面から細かく丁寧な調整を

加えており,鋭利に仕上げている。側縁部の片方には快りを入れており,敲打を加えてい

る。背部付近には厚さを減ずることを目的とした剥離が数回施されている。

839～ 842は楔形石器である。839は上側に敲打痕があり,片側縁には両極打撃の痕跡が

見られる。840は 下部がやや不定形である。841も 片側の側縁に両極打撃の痕跡が見られる。

842の下部は夕1湾 してお り,上部 と平行になっていない。上部には弱い敲打痕があ り,片

側の側縁部には両極打撃の痕跡がある。

843～ 851は 石錐である。843の 錐部は長 く棒状で,頭部は錐部よりやや幅広で錐部の半分

の長さである。844の 頭部は錐部に比べて横に非常に長 く,上部は直線的である。全体にぜ

んまいネジのような形である。錐部は欠損している。845も 頭部が錐部より幅広で,ぜんま

いネジめような形である。846の頭部は周囲が欠損しており不定形になっている。錐部は短

いものである。847は頭部と錐部の境は不明瞭で,頭部の上側が欠損しているものの全体に

棒状に近い。848は 素材の剥片の周囲を加工して整形しているが,頭部に自然面が残つてい

る。頭部と錐部の境目は鋭く明瞭である。849の 頭部も大きいもので,錐部との境は明瞭で

ある。850は頭部と錐部の境は屈曲しており,幅は全体に同じ棒状のもので「く」字状に



なっている。851は頭部と錐部の境は不明瞭で,全体に逆三角形になっている。錐部先端

部は欠損している。あるいは凸基有茎式の石鏃の先端部が欠損したものかも知れない。

852は石小刀である。外側と内側の両側に刃部をもち,先端部は下方に折れ曲っており

鋭くなっている。外側の刃部には先端部に向って屈曲する部分と,基部付近に弱く敲打を

行なっており,中央部分は幾分快れている。内側の刃部は直線的に鈍角に屈曲している。

基部は若干湾曲している。
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遺 物 番 号 器 種 現存長 最 大 幅 最大厚 重 量 石 材 備 考

形石器 サヌカイ 撃の痕跡有 り
眼形 石 器 サヌカイ ト
鳳形 石器 2 ナヌカイ ト 撃 の反跡 有 り
【形石器 ナヌカイト 両極打撃の痕跡有 り

石 ナヌカイ ト
石

`

2 ナヌカイ に長レ
百蜂 0. サヌカイ
石 錐 3 1 サヌカイ ト
百難 1 サヌカイ
百錐 3 サヌカイ
石錐 2 サヌカイ
百錐 ヌカイ ト
百錐 1 ヌカイ ト 凸基有茎式の石鏃の可能性 もある

第419図  D区包含層出土遺物 (23)(1/2)



境部分に斜め方向に付いている。つまみ部の先端部は自然面になつている。刃部の作りは

雑である。855のつまみ部は背部の中央部分に付 くが,小 さい棒状ものものである。側縁

部の片側はつまみ部からそのまま斜めに刃部に至り,調整が顕著である。刃部は素材の剥

片の縁辺部の鋭利な部分を利用している。裏面には素材剥片の主要示1離面を残している。

つまみ部と考えたものが錐部である石錐と考えられなくもないが,錐部にしては裏側は未

調整であることや,頭部が大きすぎることからも,こ こでは石匙と考えたい。

856は石鏃状の石器で,縦に半分に割れている。周囲に加工を施し,先端部は折れてい

る部分にも調整があるが,こ の調整は欠損以前のものである。従って先端部は折れている

ものの旧形状をある程度残していると考えらる。先端を鋭利に尖らせた石鏃状あるいは石

槍状の石器であろう。857は 石槍の先端部分である。周囲に調整を施している。

第420図  D区包含層出土遺物 (24)(1/2)
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0             5 cm

遺物番号 器 種 現存長 最大幅 最大厚 菫 量 石材 形 憑・ 手 法 の 特 憚 備 考

サヌカイ ト

百匙 0 6 サヌカイト

石匙 0 サヌカイ ト

石匙 1 ナヌカイ 面未調整

1 3 ナヌカイ 製品?

石槍 2 ナヌカイ
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遺物番号 器種 現存長 最 大幅 最大厚 菫 量 石材    1  形 憑
°手 法 の特 傲 備考

石 1 1 サヌカイ 』基  基 部不揃 レ

石 1 サヌカイ 」基

1 0 サヌカイ ト 』墓

石鏃 1 1 0 ヌカイ 凹基

石濃 0 ヌカイ

石 0 ナヌカイ 』選

1 ナヌカイ ト 凹

伯 螢 l ナヌカイ 凹墓  基 部端部不綱 い

石鏃 1 1 ナヌカイ 凹

石

`

1 ヌカイ 』

伯 餞 ナヌカイ ト 』

石 嘱 1 1 ナヌカイ ト 』基 全体にやや歪む

石 1 ナヌカイ 』基

トヌカイ

石鏃 212L
トヌカイ

石鏃 1 サヌカイ 』 側 縁 部分 的 に歪む

石 鏃 サヌカイ ト 』基

石 鏃 1 1 上 生 ヌカイ 』基

石鏃 1

I旦
サヌカイ ト 』基 基部端部不揃し

|■イヒ

石

`

1 サヌカイ 』墓

石 1 1

~~0.81
サヌカイ 凹基

石 1 1 0.制 サヌカイ 凹基

1 1.J ヌカイ 凹 1

石 _        1. 51 ヌカイ 凹 1

石 1 1.冽・ヌカイ (平基 に近 い )、 風化

石 L 1 0.J トヌカイ 平 基

石 C 1 トヌカイ 平 基

石 C 1 サヌカイ 平 基

石 i 2 サヌカイ ト 基

石 2 1.J 平 墓

石 2 1 0。 到 凸墓

石 3 l ・q L基
石 鏃 1 サス堕望J二_」 基有茎 式

石 鏃 0 サヌカイ ト 共有茎 式

石鏃 4 1 0 a]サヌカイ ト 凸基有茎式の石鏃の茎剤
の作成の夫製品か失敗湿

石鏃 1 0.
・

８

一
基部製 作途 中

石 鏃 1 サヌカイ ト

石鏃 1 J
石働 1 1 サスカイ ト  |

1 1 サヌカイ ト

石鏃 1 サヌカイ

D区包含層出土遺物(25)観察表

858～898は石鏃で,こ のうち858～ 882は 凹基,883～ 887は平基,888～ 892は凸基,893

～898は 基部形態が不明のものである。重さの平均は1。 33g,現存長での平均は2.33cmであ

る。858は基端部は不揃いで,基部の窪みも弱い。859は先端部が突出している。863は 先端

部がやや不整形で幅広になっている。864・ 866は全体に薄手である。865は 基端部が不揃い

である。868の基部は大きく開いている。869は全体に少し歪んでいる。870は 片側の側縁の

中央部分から下側が膨らんでいる。873は片側の側縁部の先端寄りが扶れている。874は 先

端部と基端部が欠損している。876は基端部が不揃いである。877は全長が3.3cmと 長いもの

である。880は全体に粗い作りである。882は 凹基であるが,平基に近くなっている。883は

非常に小型のものである。884は 先端部の片側が挟れ気味である。885の側縁は丸みを帯び

ている。886は全体に細長くなつている。887は側縁部が中央部分で反つており,下半部全



体が幅広になっている。888は木葉形になっている。889は 中央やや下側が膨らんでいる。890

は先端部が丸みを帯びている。891は有茎式で茎部は明瞭である。892は有茎式のものと思

われるが,茎部の側面には自然面が残っており歪んだままであることから,未製品か失敗

品と思われる。893は基部がまだ製作途中で,基部がどのような形態になるかは不明である。

0              1 0cm

第422図 D区包含層出土遺物 (26)(1/4)
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遺 物 番 号 器 種 現存長 最 大幅 最 大厚 菫 量 石材 形販・手泄の特ロ 備 考
1 
岩

]月5 3 こ山

』石 山 芽 「面の中央部が大きく窪
902凹 石 7 オ山岩

石 :同岩 百斧の基部の可能性もある
歌石 255 同 岩 更打 反

90]破石 陪晶片岩
石 7 2 山岩 l面便 用



896は 下部は欠損 しているが幅広になるものと思われる。898は厚手のもので石槍に近い。

899。 906は砥石である。899は表裏 と 1側 面を使用 している。表側はかなり使用されて

いて摩減の度合いが著 しい。

900～ 902は 凹石である。900は 中央部分のみの破片で,両面ともに窪んでいるが窪みの度

合いは小さい。901は均整のとれた楕円形のもので,両面とも敲打により窪んでいるが,特

に片側を頻繁に使用 しており,中央部分が深 く窪んでいる。902は 長楕円形のもので,表裏

が窪んでいるのに加えて両端部にも敲打痕が認められる。手に握 りやすい大きさである。

903～905は敲石である。903は欠損 してお り全体の形状は不明である。下端部に敲打痕

が認められる。全体に厚手で石斧の基部のようである。904は楕円形で両端部に敲打痕が

認められる。片側の側縁近 くが部分的に摩滅 している。905は結晶片岩製の棒状の敲石で

ある。手に握 りやすい太さで,端部に敲打痕がある。

3.小 結

D区では弥生時代前期後半～中期初頭にかけての遺構・遺物を検出した。住居跡は 7棟

検出したが,明確に掘 り込んで壁を作る竪穴住居が 4棟,柱穴のみの検出になったものが

3棟 となっている。遺構面の状況や遺構面に至るまでの土層の堆積状況などから,柱穴の

みの検出になった住居が,単 に壁が削平されたとは言い切れない部分がある。住居付近の

包含層からは多量の土器・石器が出土 していることなどからも平地式住居の可能性 も考え

なければならないものである。

S H02で は埋土と検出面から彩 しい量のサヌカイ トの剥片 。チップが出土 した。製品は

少ないことから石器の製作を行なっていた住居として注目される。 S H05は 鴨部 。川田遺

跡の中でも最大級の住居で,住居の構造も他の住居に比べてしっかりとしたものである。

土器も多量に出土 しており,中心的な住居であつたことが伺える。

また調査区の北西部分では土器の廃棄場と考えられる遺構 (S X01)があ り,前期末を

中心とした土器が多量に出土 している。

D区は居住域と言えるが,C区で検出した環濠の外側にも住居が広がつていることが確

認され,中 には中期初頭まで下る住居 (S H02・ 04)も あることから,鴨部 。川田遺跡で

環濠の成立前後の集落の変遷を考えるうえで重要となってこよう。



第 4章 自然科学調査の成果

第 1節 鴨部・川田遺跡から出土した木製品の樹種

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじ配鴻こ

香川県では, これまでに高松平野および丸亀―坂出平野の遺跡を中心に,出土した様々

な用途の本質遺物の樹種同定が行われてきた (島地 。林,1990;能城・鈴木,1990;パ リ

ノ・サーヴェイ株式会社,1992,1993a,1993b等 )。 これらの調査により,各時代の用

材選択の一端が明らかになりつつある。また,花粉分析が下川津遺跡や林 。坊城遺跡など

で行われ,古植生が推定されている (パ リノ・サーヴェイ株式会社,1990,1993c)。 そ

の結果から,木材の多くは遺跡周辺部で入手していたことが推定されている。

1.  諸t  オ斗

試料は,出土した木製品40点 (試料番号Wl～ W40)で ある。各木製品の詳細については
,

樹種同定結果と共に第 5表に記した。

2.方 法

剃刀の刃を用いて,試料の木口 (横断面)。 柾目 (放射断面)。 板目 (接線断面)の 3

断面の徒手切片を作製する。切片は,ガム・クロラール (抱水クロラール・アラビアゴム

粉末・グリセリン・蒸留水の混合液)で封入し,プ レパラートとした。プレパラートは
,

生物顕微鏡で木材組織の特徴を観察し,種類を同定する。

3.結 果

樹種同定の結果を第 5表に示す。試料番号W3と W14は ,保存状態が良好ではなく,樹種

の同定には至らなかった。その他の試料は,針葉樹 4種類 (マ ツ属複維管束亜属 。モミ属

・ヒノキ属・カヤ),広葉樹 7種類 (コ ナラ属コナラ亜属コナラ節またはッブラジイ・コ



ナラ属アカガシ亜属・シイノキ属 。ムクノキ・クスノキ・ヤブツバキ・ハイノキ属)に同

定された。各種類の解剖学的特徴などを以下に記す。

0マ ツ属複維管東亜属 (Plir7υs subgen.Dノοッわ″Sp。 )  マツ科

早材部から晩材部への移行は急～やや緩やかで,晩材部の幅は広い。垂直樹脂道および

水平樹脂道が認められる。放射柔細胞の分野壁孔は窓状,放射仮道管内壁には顕著な鋸歯

状の突出が認められる。放射組織は単列, 1～ 15細胞高のものと,水平樹脂道をもつ紡錘

形のものがある。

・モミ属 (И bJθs sp。 )    マツ科

早材部から晩材部への移行は比較的緩やかで,晩材部の幅は薄い。放射組織は柔細胞の

みで構成され,柔細胞壁は粗 く, じゆず状末端壁が認められる。分野壁孔はスギ型で, 1

～ 4個。放射組織は単列, 1～ 20細胞高。

・ ヒノキ属 (C力α
“
α

“

″αtt Sp。 )    ヒノキ科

早材部から晩材部への移行は緩やか～やや急で,晩材部の幅は狭い。樹脂細胞は晩材部

に限って認められる。放射組織は柔細胞のみで構成され,柔細胞壁は滑らか,分野壁孔は

ヒノキ型で 1～ 4個。放射組織は単列, 1～ 15細胞高。

・カヤ (b″りα″
“
C推″ SLbo et zucc。 )    イチイ科カヤ属

早材部から晩材部への移行はやや急で,晩材部の幅は薄い。放射組織は柔細胞のみで構

成され,柔細胞壁は滑らか,分野壁孔は トウヒ型～ヒノキ型で 1～ 4個。放射組織は単列 ,

1～ 10細胞高。仮道管内壁には対をなしたらせん肥厚が認められる。

・コナラ属コナラ亜属コナラ節またはツプラジイ (Q“θκαs subgen.Z″′あらα滋″
“
s sect。

Prj″

“
s sp.or Cα s′α″″sお

`“
ψJあ″ (Thunberg)Schottky)    ブナ科

環孔材または放射孔材で,試料には年輪界が認められない。孔圏部は 1～ 5列でやや放

射状,孔圏外で急激に管径を減 じたのち,漸減 しながら火炎状に配列する。道管は単穿孔

を有 し,壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性,単列, 1～ 20細胞高で,木口面では

複合～集合放射組織が認められる。

・ コナラ属アカガシ亜属 (Q“θκ
"s subgen.oノ

わbα′α″がお sp。 )    ブナ科

放射孔材で,管壁厚は中庸～厚 く,横断面では楕円形,単独で放射方向に配列する。道

管は単穿孔を有 し,壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性,単列, 1～ 15細胞高のも

のと複合放射組織とがある。



試料番号 出土遺構 時代 0時期 器種 樹種

Ⅳl(C 908) C SD01(環濠 ) 弥生時代前期 板材 シイノキ属

W2(C 896) C SD01(環濠 ) 弥生時代前期 鍬・未製品 コナラ属アカガシ亜属
W3 (C 897) C SD01(環濠 ) 弥生時代前期 板材 針葉樹
W4 (C 895) C SD01(環濠 ) 弥生時代前期 鍬・未製品 コナラ属アカガシ亜属

W5 (C 910) C SD01(環濠) 弥生時代前期 不 明 ナコ
ノ■

属
ジ

亜
ラ

ラ
ブ

ナ
ツ

コ
は

属
た

ラ
ま

ナ
節

コ
ラ

W6 (C 893) C SD01(環濠 ) 弥生時代前期 鍬・未製品 クスノキ

W7(C 902) C SD01(環濠 ) 弥生時代前期 容器 (椀 ) ムクノキ

W8(C 905) c sDol(環濠) 弥生時代前期 杭 カ ヤ

W9 (C 904) C SD01(環濠 ) 弥生時代前期 杭 クスノキ

W10(C 899) C SD01(環濠 ) 弥生時代前期 木包丁 コナラ属アカガシ亜属
Wll(C 906) C SD01(環濠 ) 弥生時代前期 杭 ハイノキ属
W12(C 887) C SD01(環濠 ) 弥生時代前期 鍬 コナラ属アカガシ亜属

W13(C911) C SD01(環濠 ) 弥生時代前期 丸太材 ヒノキ属
W14(A 183) A SR01  (キ丁リ) 平安時代 鳥形 広葉樹 (環孔材 )

W15(A 178) A SR01  (平丁リ ) 平安時代 斎串 ヒノキ属

W16(A 179) A SR01  (平丁り| ) 平安時代 斎串 ヒノキ属

W17(A 180) A SR01  (平丁リ ) 平安時代 斎串 ヒノキ属
W18(A 150) A SP16  (本主ラt) 平安時代 曲物底 ヒノキ属

W19(A 181) A SR01  (ギ丁リ) 平安時代 板材 ヒノキ属
W20(A 182) A SR01  (平丁リ) 平安時代 板材 モ ミ属

W21(A 184) A SR01  (荘丁リ 平安時代 用途不明 ヒノキ属

W22(C 909) C SD01(環濠 ) 弥生時代前期 板材 ヒノキ属
W23(C 891) C SD01  (ラミ紗表) 弥生時代前期 鍬・未製品 クスノキ

W24(C 894) C SD01  (彗識穆麦) 弥生時代前期 鍬・未製品 クスノキ
W25(C 900) C SD01(環濠 ) 弥生時代前期 杵 ヤブツバキ

W26(C 901) C SD01(環濠) 弥生時代前期 弓 カ ヤ

W27(C 898) C SD01  (歩ミ彰表) 弥生時代前期 鋤 コナラ属アカガシ亜属

W28(C 903) C SD01(環濠 ) 弥生時代前期 容器未製品 クスノキ

W29(C 892) C SD01(環濠 ) 弥生時代前期 鍬 コナラ属アカガシ亜属
W30(C 888) C SD01(環濠 ) 弥生時代前期 鍬・隆起部分 コナラ属アカガシ亜属
W31(C 889) C SD01(環濠 ) 弥生時代前期 鍬・未製品 クスノキ
W32(C 890) C SD01  (う譴老飛) 弥生時代前期 鍬・未製品 ヨナラ属アカガシ亜属

W33(C 907) C SD01(環濠) 弥生時代前期 杭 カ ヤ

W34(A 69) A SP09  (英整々 勿) 弥 生 時代 前 期 柱 ヒノキ属

W35(C 912) C SD01(環濠 ) 弥生時代前期 みかん割 り材 ヒノキ属
W36 C SD01(環濠 ) 弥生時代前期 円形板材 クスノキ
W37 C SD01(環濠 ) 弥生時代前期 枝の付いた木 ヒノキ属
W38 C SD01(環濠 ) 弥生時代前期 支の付いた木 カ ヤ

W39 C SD01(環濠) 弥生時代前期 太い幹 マツ属複維管東亜属
W40 C SD01(環濠 ) 弥生時代前期 棒状 ヒノキ属

第 5表 木製品の樹種同定結果



・ シイノキ属 (Os′α″

"sお

sp。 ) ブナ科

環孔材～放射孔材で孔圏部は3～ 4列 ,孔圏外で急激に管径を減じたのち,漸減しなが

ら火炎状に配列する。道管は単穿孔を有し,壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性 ,

単列, 1～ 20細胞高。

. L, / + (Aphoronthe aspera (thunb. ) Planchon) ニレ科ムクノキ属

散孔材で横断面では角張つた楕円形,単独または2～ 3個が複合する。道管は単穿孔を

有し,壁孔は交互状に配列する。放射組織は異性Ⅱ型, 1～ 5細胞幅, 1～ 20細胞高。柔

組織は周囲状およびターミナル状。

・クスノキ (cj“″α
“
ο
“
″εα″ 力ο″ (L.)Presl) クスノキ科クスノキ属

散材孔で管壁は薄 く,横断面では楕円形,単独まれに2～ 3個が放射方向に複合する。

道管は単穿孔を有 し,壁孔は交互状に配列,放射組織との間では網目状 となる。放射組織

は異性Ⅲ型, 1～ 3細胞幅, 1～ 20細胞高。柔組織は周囲状～翼状。柔組織はしばしば大

型の油細胞となる。

・ヤブツパキ (αttθ′′Jα ヵ″″Jθα L。 )

散材孔で管壁は薄く,横断面では多角形～角張った楕円形,単独および2～ 3個が複合

する。道管は階段穿孔を有し,壁孔は対列～階段状に配列する。放射組織は異性Ⅱ～ I型
,

1～ 2(3)細胞幅, 1～ 20細胞高であるが時に上下に連結する。柔組織は随伴散在状。柔

ツパキ科ツパキ属

細胞は顕著に結晶を含む。

・ハイノキ属 (秒″′わcοs sp。 )

散材孔で管壁は薄く,横断面では多角形～角張った楕円形,単独および2～ 5個が複合

する。道管は階段穿孔を有し,段 は多数。放射組織は異性Ⅱ～ I型 , 1～ 3細胞幅, 1

～20細胞高であるが時に上下に連結する。

4.考 察

同定を行った木製品は,17種類 (板材,鍬,容器,杭,木包丁,丸太材,鳥形,斎串,

曲物底,杵 ,弓 ,鋤,柱,みかん割り材,枝の付いた木,太い幹,棒状)に分類される。

鍬 。鋤については合計で11点 について同定を行い, 7点がアカガシ亜属, 4点がクスノ

キであった。これまで各地で行われた鍬 。鋤の樹種同定結果は,その多くがアカガシ亜属

である (島地・伊東,1988;伊東,1990)。 香川県においても,下川津遺跡や林・坊城遺

跡で樹種同定が行われている (島地・林,1990;能城・鈴木,1990;パ リノ・サーヴェイ

ハイノキ科



株式会社,1993b)。 その結果は多くがアカガシ亜属であり,ア カガシ亜属以外の樹種で

は下川津遺跡でケヤキが鋤先に確認されている。これらの結果は,ア カガシ亜属が選択的

に利用されていたことを示している。林・坊城遺跡における結果から,ア カガシ亜属の選

択的利用が縄文時代晩期の稲作の開始と共に始まっていた可能性がある。稲作の技術と共

に用材選択に関する知識 。技術も伝播してきたのかなど,今後の検討課題は尽きない。ク

スノキについては,県内で確認された例は知られていない。しかし,福岡市拾六町ツイジ

遺跡,大阪府四ツ池遺跡等では確認された例があり (島地 。伊東,1988;伊東,1990),

鍬や鋤の用材として利用されていたことが推定される。しかし,強度等の面ではアカガシ

亜属と大きく異なることから,製作された鍬・鋤の使用条件 (水田 。畑)等が異なってい

た可能性がある。

本遺跡では,製作の各過程を示す鍬の未製品が多数出土しており,遺跡内で原木から鍬

に加工されていたことが推定される。鍬は,みかん割りにした柾目材を利用している。ア

カガシ亜属の場合,道管が放射状に配列していることや大型の放射組織を有することから,

放射方向に割ることが最も容易である。同様の加工法は,こ れまでにも各地で確認されて

おり,材質を理解した上で適切な加工を施していたことが推定される。また2工程 (添付

資料による)鮭
1)で

は,板材の厚さを均一にした上で, 1枚分の長さごとに切 り込みをい

れていたことが確認されている。伐採した本から,細かい板をすぐに作ると,内部応力の

ために反つたり割れたりということがおこる。内部応力を緩和するためには,少 しずつ大

分けにしながら,あ る程度の期間放置しておくことが必要である。佐賀県菜畑遺跡では
,

その過程を示す馬鍬が出土している。本遺跡から出土した未製品では, 2工程の後に内部

応力を緩和するためにしばらく放置していた期間があったと推定される。

杵はヤブツバキであった。同様の製品については,こ れまでにも各地で樹種同定が行わ

れている。その結果では,ア カガシ亜属等の堅い木材が比較的多く (島地 。伊東,1988;

伊東,1990),用 途を考慮した上での用材選択が行われていたと考えられる。香川県では
,

下川津遺跡でイボタノキ属やアカガシ亜属が確認されている (島地・林,1990;能城・鈴

木,1990)。 このことから,他の地域と同様の用材選択が行われていたと推定され,今回

の結果もその一例といえる。

弓はカヤであった。弥生時代の弓の樹種には,こ れまで各地で行われた調査でカヤとイ

ヌガヤが多く,他にイヌマキ,イ テイ等が確認されている(島 地・伊東,1988;伊東,

1990)。 これらが出土した遺跡の位置を見ると,カ ヤは大阪以西に,イ ヌマキとイヌガヤ



は大阪以束の主として東海地域に集中している (松田,1984)。 イチイはいずれも東北地

方で確認されている。今回の結果から,香川県における弥生時代の弓には,大阪以西の地

域と同様にカヤを用材 として選択 していたと考えられる。

木包丁はアカガシ亜属であった。木包丁は石包丁に似せて作られた木器であ り,こ れま

でにも北陸地方から畿内 。中国地方にかけて出土例が知られている (奈 良国立文化財研究

所,1993)。 各地で出土 した木包丁は,多 くの場合柾目板で 2孔 1対の紐孔が確認できる

(奈 良国立文化財研究所,1993)。 樹種はコナラ節・ヤマグワ・アカガシ亜属などが確認さ

れ (島地 。伊東,1988;伊東,1990),比較的硬い木材を選択 している。今回出土 した試

料は孔が確認できないが,樹種がアカガシ亜属であること,木取 りが柾目板であることは
,

これまでに確認されてきた傾向と一致する。

容器は椀にムクノキ,未製品にクスノキが確認された。椀にムクノキが確認された例は
,

県内・県外のいずれでもほとんど知られていない。 しかし,県内で弥生時代前期の椀につ

いて樹種を明らかにした例はなく,ム クノキの選択が一般的であったか否かについてはさ

らに資料を蓄積 した上で検討する必要がある。容器にクスノキが使用される例は,鉢や蓋

などに少ないながら確認することができる (島地 。伊東,1988;伊東,1990;奈良国立文

化財研究所,1993)。 本遺跡の結果 もその一例 といえるが,既存資料が少ないために一般

的な用材選択であったのか否かは不明である。当該期の容器類については,さ らに多 くの

資料を蓄積 したい。

弥生時代前期で上記以外の製品 (柱
。板材・不明 。みかん割 り材 。円形板材・枝の付い

た木・太い幹 。棒状)については,試料の用途・性格とこれまで各地で行われてきた樹種

同定結果等を考慮すれば,遺跡周辺で生育 していた樹木を使用 した可能性がある。これは
,

これまで高松平野で行われた木製品の樹種同定や花粉分析の結果とも一致する。このこと

から弥生時代前期の遺跡周辺には,基本的にアカガシ亜属やクスノキなどの暖温帯性の常

緑広葉樹を主とし,針葉樹が混 じるような植生であったと考えられる。

平安時代の製品は,鳥形,斎串,曲物底,板材,用途不明であり,鳥形が環子L材である

以外は全て針葉樹が使用され,そ のほとんどはヒノキ属である。ヒノキ属は,材質が均質

で木理が通直なために,板状の加工が容易である。これまでにも多 くの遺跡で今回と同様

の製品に確認されている (島地 。伊東,1988;伊東,1990)。 このことから,同様の用材

選択が広い地域で行われていたと推定される。このうち斎串については,下川津遺跡の調

査結果から, ヒノキ属が選択的に利用されていた可能性が指摘されている (能城・鈴木 ,



1990)。 本地域周辺では,東山崎 。水田遺跡でスギが 2点確認されてお り (パ リノ・サー

ヴェイ株式会社,1992),必ず しもヒノキ属が選択されていたとは限らない。高松平野で

は,斎串の樹種を明らかにした例が少ない。そのため,今後さらに資料を蓄積 し,地域に

よる違いがあるのか,時代 。時期による差があるのか等を明らかにしていく必要がある。

今回の結果を見た限りでは,高松平野における用材選択の傾向と大きな差異は認められ

ない。例えば東山崎・水田遺跡は,本遺跡とは丘陵を挟んだ西側に位置 してお り,木材は

同じ丘陵で得ていた可能性がある。また弥生時代以降の水田開発で低地の開墾が進めば,

木材を得る場所は基本的には徐々に丘陵地に限られていったことが推定される。高松平野

周辺の丘陵地の潜在自然植生は,基本的には構成種はほぼ同じである (宮脇,1982)。 そ

のため,結果的に用材選択に差が現れなかった可能性がある。 しかし,中 にはこれまで認

められなかった結果も認められるので今後の検討課題 として残される。さらに資料を蓄積

したい。
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註 1 添付資料とは「鴨部 。川田遺跡」『国道バイパス建設に伴う埋蔵文化財発掘調査

概報 平成 3年度』香川県教育委員会・財団法人香川県埋蔵文化財調査センター

1992 文献のP33-34の ことを指している。

参考に上記文献から必要箇所を引用しておく。

「製作段階の異なる広鍬を中心とした多数の鍬未製品を検出しており,それによつて

木製鍬の製作工程をある程度推定することができる。

0工程 伐採および枝落とし。分割 0工程製品は未検出であるが,以下の諸工程

の前提として当然想定し得る工程である。また次工程以後の製品の規模か

ら考えてこの段階で概ね2枚分長さに分割している可能性が高い。

1工程 原木丸太材の分割 放射状に割り裂きいわゆる「ミカン割り材」を作る。

この段階で木芯部を除去しているが樹皮は残す。

2工程 前工程製品では両側部 (樹皮側 と木芯側)の厚 さが異なるため,最終的に

は「柄壺」となる隆起を作りつつ厚板材の一面を削り込み,均一的な厚さ

の板材とする。と同時に鍬一枚分の長さごとに切り込みを入れる。

3工程 前工程で作 り出した切 り込みに従つて分割する。

4工程 樹皮を矧が し,「柄壺」の形態を整える。

5工程 柄壺および刃部の細部加工 基本形態の完成

6工程 柄装着部の穿孔 諸手鍬で 1例穿孔途上の資料がある。」

146



1マ ツ属複維管束亜属 (試料番号W39)

2モ ミ属 (試料番号W20)

3ヒ ノキ属 (試料番号W37)

a:木口,b:柾 目,c:板 目

I 200rrm: a

-200rrm:b,c
第423図 木材 (1)
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4カ ヤ (試料番号138)

5ヨ ナラ属コナラ亜属コナラ節またはツプラジイ (試料番号W5)

6コ ナラ属アカガシ亜属 (試料番号W32)

a:木日,b:柾 目, c:板目

第424図 木材 (2)
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I 200!.u:a

-200r/n:b.c



7シイノキ属 (試料番号Wl)

8ム クノキ (試料番号W7)

9ク スノキ (試 料番号W6)

a:木口,b:柾 日,c:板 目

I 200sm: a

-200rm:b.c
第425図  木材 (3)

1′19



10ヤブツパキ (試料番号125)

Hハイノキ属 (試料番号111)

a:木口,b:柾 目,c:板 目

■■    200 μ m:a
_200μ 皿:b.C

第426図 木材 (4)



第 2節 鴨部・川田遺跡出土のサヌカイト製遺物の石材産地分析

藁科 哲男

(京都大学原子炉実験所)

はじめに

自然科学的な手法を用いて,石器石材の産地を客観的に,かつ定量的に推定し,古代の

交流,交易および文化圏,交易圏を探ると言う目的で,蛍光X線分析法により研究を行つ

ている。当初は手近に入手できるサヌカイトを中心に,分析方法と定量的な産地の判定法

との確立を目標として研究したが,サヌカイトで一応の成果を得た後に,同 じ方法を黒曜

石にも拡張し,本格的に産地推定を行なっている
Lλ の

。サヌカイト,黒曜石などの主成

分組成は,原産地ごとに大きな差はみられないが,不純物として含有される微量成分組成

には異同があると考えられるため,微量成分を中心に元素分析を行ない,こ れを産地を特

定する指標とした。

蛍光X線分析法は試料を破壊せずに分析することができて,かつ,試料調整が単純,測

定の操作も簡単である。石器のような古代人の日用品で多数の試料を分析しなければ遺跡

の正しい性格が分からないという場合にはことさら有利な分析法である。分類の指標とす

る元素組成を遺物について求め,あ らかじめ,各原産地ごとに数十個の原石を分析して求

めておいた各原石群の元素組成の平均値,分散などと,遺物のそれを対比して産地を推定

する。この際多変量解析の手法を用いて,各産地に帰属される確率を求めて産地を同定す

る。

今回分析を行なった試料は,香川県大川郡志度町に位置する鴨部・川田遺跡出土の弥生

時代前期後半～終末のサヌカイ ト製遺物88個 で,こ れら遺物の産地分析の結果が得られた

ので報告する。

サヌカイ ト原石の分析

サヌカイ ト両原石の風化面を打ち欠き新鮮面を出し,塊状の試料を作 り,エネルギー分

散型蛍光X分析装置によって元素分析を行なう。分析元素はAl,Si,K,Ca,Ti,Mn,Fe,
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Rb,Sr,Y,Zr,Nbの 12元素をそれぞれ分析した。

塊試料の形状差による分析値への影響 を打ち消すために元素量の比を取 り,それで もっ

て産地を特定する指標 とした。サヌカイ トでは,K/Ca,Ti/Ca,Mn/sr,Fe/Sr,Rb/Sr,Y/

Sr,Zr/Sr,Nb/Srを それぞれ用いる。

サヌカイ トの原産地は,西 日本に集中 してみ られ,石材 として良質な原石の産地および

質は良 くないが考古学者の間で使用 されたのではないかと話題に上る産地,お よび玄武岩 ,

ガラス質安山岩など,合わせて31ケ 所の調査を終えている。第427図 にサヌカイトの原産

地の地点を示す。このうち,金山・五色台地域では,その中の多く地点からは良質のサヌ

カトおよびガラス質安山岩が多量に産出し,かつそれらは数ケの群に分かれる。これらの

原石を良質の原石を産出する産地を中心に元素組成で分類すると40個 の原石群に分類でき

る。その結果を第 6表～第 8表に示した。金山・五色台地域のサヌカイト原石を分類する

と,金山西群,金山東群,国分寺群,蓮光寺群,自峰群,法印谷群の6ケ の群に,ガ ラス

質安山岩は五色台群の単群に分類された。

金山・五色台地域産のサヌカイト原石の諸群にほとんど一致する元素組成を示すサヌカ

イト原石が淡路島の岩屋原産地の堆積層から円礫状で採取される。これら岩屋のものを分

類すると,全体の約 2/3が第 9表に示す割合で金山・五色台地域の諸群に一致し,こ れ

らが金山・五色台地域から流れ着いたことがわかる。淡路島中部地域の原産地である西路

山地区および大崩地区からは,岩屋第一群に一致する原石がそれぞれ92%お よび88%と群

を作らない数個の原石とがみられ,金山・五色台地域の諸群に一致するものはみられな

かつた。第10表 に示す和泉・岸和田原産地からも全体の約 1%で あるが金山東群に一致す

る原石が採取される。第H表に示す和歌山市梅原原産地からは,金山原産地の原石に一致

する原石はみられない。仮に,遺物が岩屋,和泉・岸和田原産地などの原石で作られてい

る場合には,産地分析の手続きは複雑になる。その遺跡から10個以上の遺物を分析し,第

9,10表のそれぞれの群に帰属される頻度分布を求め,確率論による期待値と比較して確

認しなければならない。二上山群を作った原石は奈良県北葛城郡当麻町に位置する二上山

を中′亡ヽにした広い地域から採取された。この二上山群と組成の類似する原石は和泉・岸和

田の原産地から6%の割合で採取されることから,一遺跡10個以上の遺物を分析し,第 10

表のそれぞれの群に帰属される頻度分布をもとめて,和泉・岸和田原産地の原石が使用さ

れたかどうか判断しなければならない。
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群  名 個  数 百分率 岩屋原産地 に関係 す る他群名

岩屋 第一群

第二群

第二群

〃

20個

22

6

5

4

3

2

4

30%
33

9

8

6

5

3

6

淡路島、岸和 田、和歌 山に出現

白峰群 に一致

法印谷群 に一致

国分寺群 に一致

蓮光寺群 に一位

金 山東群 に一致

和泉群 に一致

不 明 (ど この原石群 に も属 さない )

第 9表 岩屋原産地からのサヌカイ ト原石66個の分類結果

第10表 和泉・岸和田原産地からのサヌカイ ト原石72個の分類結果

第11表 和歌山市梅原原産地からのサヌカイ ト原石21個の分類結果

群  名 個  数 百分 率 岩屋原産地に関係 す る他群名

岩屋第一群

和 泉 群

岩屋 第二群

12個

9

6

4

1

1

39

17%
13

8

6

1

1

54

淡路島、岸和 田、和歌 山に出現

淡路島、岸和 田、和歌 山に出現

白峰群 に一致

二上 山群 に一致

法印谷群 に一致

金 山東群 に一致

不 明 (ど この原石群 に も属 さない )

群  名 個  数 百分率 岩屋原産地 に関係す る他群名

和 泉 群

岩屋 第一群

10個

1

10

48%
5

48

淡路島、岸和 田、和歌 山に出現

淡路島、岸和 田、和歌 山に出現

不 明 (ど この原石群 に も属 さない )



結果と考察

遺跡から出土した石器,石片は,風化のためサヌカイト製は表面が自つぽく変色し,新

鮮な部分と異なった元素組成になっている可能性が考えられる。このため遺物の測定面の

風化した部分に,圧縮空気によってアルミナ粉末を吹きつけ風化層を取り除き新鮮面を出

して測定を行なった。一方黒曜石製のものは風化に対して安定で,表面に薄い水和層が形

成されているにすぎないため,表面の泥を水洗するだけで完全な非破壊分析が可能である

と考えられる。

今回分析した遺物の結果を第12,13表に示した。

石器の分析結果から石材産地を同定するためには数理統計の手法を用いて原石群との比

較をする。説明を簡単にするため K/Caの一変量だけを考えると,分析番号46209番 の遺

物は K/Caの値が0.482で ,金山東群の [平均値]士 [標準偏差値]は ,0。 488± 0.012で

あるから,遺物と原石群の差を標準偏差値 (σ )を基準にして考えると遺物は原石群から0。 5

σ離れている。ところで金山原産地から100ケ の原石を採ってきて分析すると,平均値か

ら±0.5σ のずれより大きいものが61ケ ある。すなわち,こ の遺物が,金山東群の原石か

ら作られていたと仮定しても,0.5σ 以上離れる確率は61%であると言える。だから,金

山東群の平均値から0.5σ しか離れていないときには,こ の遺物が金山東群の原石から作

られたものでないとは,到底言い切れない。ところがこの遺物を二上山群に比較すると
,

二上山群の平均値からの隔たりは,約 19σ である。これを確率の言葉で表現すると,二上

山群の原石を採ってきて分析したとき,平均値から19σ 以上離れている確率は,一兆の千

万倍分の一であると言える。このように,一兆の千万倍個に一個しかないような原石をた

またま採取して,こ の遺物が作られたとは考えられないから,こ の遺物は,二上山群の原

石から作られたものではないと断定できる。これらのことを簡単にまとめて言うと,「 こ

の遺物は金山東群に61%,二上山群に一兆の十万倍分の一%の確率でそれぞれ帰属され

る」。各遺跡の遺物について,こ の判断を第 6表～第 8表のすべての原石群について行な

い,低い確率で帰属された原産地を消していくと残るのは,金山東群の原産地だけとなり,

金山産地または岩屋原産地の石材が使用されていると判定される。実際は K/Caと いつた

唯 1ケ の変量だけでなく,前述した8ヶ の変量で取り扱うので変量間の相関を考慮しなけ

ればならならい。例えばA原産地のA群で,Ca元素とRb元素との間に相関があり,Caの

量を計れば Rbの量は分析しなくても分かるようなときは,A群の石材で作られた遺物で

あれば,A群 と比較したとき,ca量が一致すれば当然 Rb量 も一致するはずである。した



析

号

分

番

元     素     比

K/Ca  Ti/Ca  Mn/Sr  Fe/Sr  Rb/Sr   Y/Sr  Zr/Sr  Nb/Sr  A1/Ca  Si/Ca

46173

46174

46175

46176

46177

46178

46179

46180

46181

46182

46183

46184

46185

46186

46187

46188

46189

46190

46191

46192

46193

46194

46195

46196

46197

46198

46199

46200

46201

46202

46203

46204

46205

46206

46207

46208
46209

46210

46211
46212

46213

46214

46215

46216

46217

46218

46219

46220

46221

46222

0.473  0.228
0.450  0.222

0.474  0.219

0.454  0.214

0.470  0.225
0.477  0.224

0.481  0.227
0.468  0.223
0.474  0.222
0.469  0.224

0.426  0.215

0.456  0.224
0.451  0.219
0.469  0.219

0.500  0.262

0.614  0.254
0.450  0.205

0.472  0.226
0.459  0.218
0.457  0.217

0.455  0.217

0。 453  0.217

0.673  0.235

0.457  0.222

0.483  0.226
0.474  0.223

0.287  0.226
0.453  0.220
0.476  0.228
0.441  0.210
0.452  0.214
0.486  0.216
0.459  0.219
0.537  0.264
0.490  0.225

0.479  0.225
0.482  0.221

0.471  0.224
0.477  0.237
0.475  0.217

0.466  0.223

0.470  0.218

0.490  0.221

0.480  0.228
0.482  0.228

0.468  0.218

0。 527  0.267

0.454  0.215

0.478  0.226
0.479  0.217

0.090  4.630

0.086  4.639

0.075  4.595

0.082  4.574

0.079  4.355

0.084  4.647
0.086  4.385
0.084  4.392
0.075  4.455

0.079  4.441

0.077  4.668
0.088  4.517
0.080  4.576
0.081  4.703
0.051  3.440
0.074  4.384
0.079  4.731

0.077  4.556
0.084  4.740
0.067  4.461

0.086  4.822

0.086  4.538
0.058  4.150
0.070  4.655
0.094  4.522
0.072  4.449
0.068  4.358
0.070  4.650
0.096  4.581

0.083  4.403
0.078  4.594
0.083  4.630
0.080  4.775
0.047  3.406
0.081  4.689
0.087  4.827
0.071  4.541

0.080  4.668
0.078  4.401
0.089  4.687

0.090  4.595
0.090  4.674

0.084  4.488
0.091  4.444
0.076  4.627

0.089  4.626
0.050  3.503
0.074  4.531

0.068  4.663
0.078  4.456

0.315  0.058

0.328  0.081

0.347  0.065

0.321  0.048

0.340  0.067
0.301  0.062

0.326  0.037
0.313  0.084
0.305  0.057

0.307  0.061

0.307  0.053
0。 311  0.054
0.321  0.054
0.313  0.075
0.335  0.034
0.407  0.085
0.335  0.086
0.310  0.058
0.296  0.075
0.344  0.059
0.326  0.055
0.334  0.070
0.433  0.097
0.319  0.078
0.346  0.028
0.297  0.083
0.207  0.071

0.315  0.087
0.318  0.047
0.325  0.084
0.314  0.044
0.317  0.041

0.317  0.093
0.346  0.041

0.331  0.058
0.328  0.047
0.320  0.070

0.314 0.071
0.310  0.064
0.304  0.068

0.321  0.070
0.337  0.067

0.335  0.067
0.343  0.075
0.329  0.086

0.327  0.085
0.369  0.028

0.302  0.064
0.309  0.068
0.314  0.088

1.198  0.046

1.152  0.053

1.120  0.034

1.195  0.045

1.136  0.000

1.182  0.013

1.109  0.000

1.183  0.000

1.139  0.022

1.198  0.010

1.103  0.015

1.137 0.014
1.114  0.036

1.186  0.000

1.062  0.023

1.029  0.030

1.139  0.000

1.186  0.031

1.148  0.000

1.132  0.032

1.137  0.033

1.128  0.032

1.127  0.000

1.133  0.000

1.151  0.044

1.156  0.017

0.610  0.007

1.184  0.000

1.135 0.015
1.128  0.042

1.152  0.029

1.182  0.043

1.199  0.019

1.064  0.039

1.159  0.022

1.212  0.020
1.188  0.000

1.146  0.025

1.198  0.000

1.149  0.021

1.150  0.000

1.177  0.040

1.082  0.015

1.144  0.020

1.164  0.016

1.185  0.000

1.112  0.029

1.152 0.018
1.201  0.025

1.149  0.023

0.017 0.143
0.015  0.146

0.014 0.141
0.015  0.136
0.016 0.141
0.016  0.143

0.016  0.139
0.015 0.141
0.014 0.137
0.014  0.136

0.014  0.129
0.015  0.134
0.014 0.131
0.013  0.143
0.016  0.152
0.017  0.176
0.014  0.138
0.016  0.138
0.015 0.151
0.015  0.139

0.015 0.137
0.014  0.133
0.016 0.191
0.015 0.137
0.017  0.148
0.015  0.140
0.010  0.095
0.014  0.132
0.016  0.146
0.015  0.135
0.015  0.133
0.015  0.150
0.014 0.141
0.018 0.161
0.014  0.142
0.015  0.143
0.015  0.135

0.014  0.135
0.014  0.138
0.015  0.140

0.013  0.142
0.015  0.140

0.016  0.147
0.015  0.147
0.015  0.143
0.015  0.142
0.016  0.159
0.016  0.136
0.016  0.142
0.015  0.142

第12表  鴨部・川田遺跡出土のサヌカイ ト製遺物の元素比分析結果

158



析

号

分

番

元     素     比

K/Ca  Ti/Ca  Mn/Sr  Fe/Sr  Rb/Sr   Y/Sr  Zr/Sr  Nb/Sr  A1/Ca  Si/Ca

46223

46224

46225

46226

46227

46228

46229

46230

46231

46232

46233

46234

46235

46236

46237

46238

46239
46240

46241

46242
46243

46244
46245

46246

46247

46248

46249

46250

46251

46252

46253

46254
46255

46256

46257

46258

46259

46260

4

4

4

4

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0.

0,

0(

0`

0.

0`

0.

0.

0.

0.

0`

0,

0,

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

4

4

4

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

491

475

474

462

482

479

459

461

469

467

454

463

458

447

472

488

451
480

476

477

456

463

445

451

446

451

462

455

683

455

449

454

383

438

446

478

544

586

230

218

213

219

221

221

221

223

221

223

217

224

213

250

223

222

218
235

225

224

224

222

247

221

220

222

224

221

247

255

220

225

239

227

223

219

260

257

078

072

085

080

084

080

075

078

076

082

088

085

084

043

082

085

089
074

077

082

079

076
048

078

065

069

082

081

066

055

079

076
072

085

078

088

065

051

564

363

563

546

425

605

624

488

739

316

674

630

741

595

574

537

755
518

480

697

782

598

824

627

687

612

709

652

162

506

709

484

848

746

517

817

536

375

1.182

1.158

1.206

1.150

1.166

1.177

1.147

1.171

1.195

1.129

1.178

1.122

1.124

1.013

1.201

1。 124

1。 192

1.198

1.130

1.199

1.183

1.158

0。 919

1。 143

1.150

1.140

1.193

1.224

1.086

0.996

1.183

1.121

1.231

1.183

1.183

1.218

1.092

0.789

025

027

000

010

014

000

029

029

015

033

018

000

016

047

022

030

011

034

028

012

033

000

049

013

000

017

007

000

027

000

000

011

011

000

000

021

028

013

331  0.068

355  0.070

306  0.103

306  0.072

351  0.059

309  0.051

329  0.074

316  0.090

319  0.075

362  0.045

332  0.078

307  0.073

315  0.069

307  0.056

331  0.056

337  0.089

318  0.077
305  0.067

324  0。 054

311  0.061
322  0.081

323  0.053
291  0.046

314  0.088

311  0.075

307  0.067

298  0.054

360  0.062

426  0.007

326  0.050

315  0.079

362  0.033
296  0.058

324  0.079

331  0.055

308  0.065

349  0.041

375  0.020

014  0。 147

015  0。 138

017  0.146

015  0。 139

017  0。 141

016  0.144

013  0。 137

014  0.135

016 0。 141

017  0.140

015  0.133

013  0。 139

016  0.139

015  0.138

014  0.143

018  0.146

016  0.135
016  0.150

016  0.138

015  0.142
015  0。 142

014  0。 137

014  0。 134

015  0.135

014  0。 136

016  0。 136

016  0.139

014  0。 136

019  0.200

014  0。 141

016 0.141
017  0。 138

014  0.119

016  0。 137

013  0。 131

015  0。 148

016  0。 167

018  0.179

JG-1 1.298  0.297  0.062  2.814  0.783  0。 174  0。 719  0.026  0.023  0。 314

第13表 鴨部・川田遺跡出土のサヌカイ ト製遺物の元素比分析結果

JG-1 : 幕票2津 ∋武ホ斗一Ando,A.,Kurasawa,H.,Ohmori,T.& Takeda,E。  1974 compilation of
data on the GJS geoChemical reference samples JG-l granodiorite and

」B-l basalt.  θθοc力θ″ゴcaI Jο urnal, Vol.8 175-192 (1974)
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がって,も しRb量だけが少しずれている場合には,こ の試料はA群に属していないと言

わなければならない。このことを数量的に導き出せるようにしたのが相関を考慮した多変

量統計の手法であるマハラノビスの距離を求めて行なうホテリングの T2検定である。こ

れによって,それぞれの群に帰属する確率を求めて,産地を同定する
生

"。 産地の同定結

果は 1個の遺物に対して,サヌカイト製では40個 の推定確率結果が得られている。今回産

地分析を行った遺物の産地推定結果については低い確率で帰属された原産地の推定確率は

紙面の都合上記入を省略し,高い確率で同定された産地のみの結果を第14表 ～第17表 に記

入した。原石群を作った原石試料は直径 3 cm以 上であるが,小 さな遺物試料の測定から原

石試料と同じ測定精度で元素含有量を求めるには,測定時間を長時間掛けなければならな

い。しかし,多数の試料を処理するために, 1個の遺物に多くの時間をかけられない事情

があり,短時間で測定を打ち切る。このため,得 られた遺物の測定値には,大 きな誤差範

囲が含まれ,と きには,原石群の元素組成のバラツキの範囲を越て大きくなる。したがっ

て,小 さな遺物の産地推定を行なったときに,判定の信頼限界としている0.1%に 達しな

い確率を示す場合が比較的多くみられる。原石産地 (確率)の欄にマハラノビスの距離D2

の値で記した遺物については,判定の信頼限界としている0。 1%の確率に達しなかった遺

物でこのD2の値が原石群の中で最も小さな D2値である。この値が小さい程,遺物の元素

組成はその原石群の組成と似ているといえるため,推定確率は低いが,そ この原石産地と

考えてほ 間ゞ違いないと判断されたものである。

鴨部 。川田遺跡出土の弥生時代前期後半～終末の88個 のサヌカイト遺物の原材産地を原

石産地別に出現する頻度は85%(75個 )が金山群,岩屋第 1群 に3%(3個 ),岩屋第 2

群または白峰群に5%(4個 ),国分寺群に3%(3個 ),法印谷群と二上山群にそれぞれ

1%(1個 )で,産地が特定できなかった遺物は1%(1個 )で ,こ れらの結果を第18表

に示した。これら遺物の原石採取地点を考察するときに幾つかの推測ができる。第18表の

割合で金山,自峰,国分寺,法印谷岩屋第 1群 と群を作らない (不明)原石を産出する淡

路島中部原産地および二上山原産地の各々の原石産出地点から伝播 したとする考えがある。

岩屋原産地からも原石が伝播したと考えると,金山・五色台原産地の諸群に帰属されたも

のは,淡路島北部の岩屋原産地からも同じ組成のサヌカイト原石が採取されるため,原石

産地の判定は岩屋原産地におけるサヌカイト原石の組成別の分類結果の第 9表にしたがっ

て判断する必要があり,岩屋第一群に同定された3個 を基準にすると,自峰 (岩屋第 2

群)の 3個 ,法印谷群の1個 ,国分寺群の 1個 ,金山東群の 1個及び不明の 1個 も岩屋産
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原 石 産 地  個数 (%)
金 山  岩屋第一  岩屋第二 (白 峰) 国分寺  法印谷  二上山  不 明

75(85%)    3(3%)         4(5%)          3(3%)    1(1%)    1(1%)     1(1%)

第18表 鴨部・川田遺跡出土遺物の原石産地別頻度分布

原 石 産 地  個数 (%)
金 山  岩 屋   白 峰  国分寺  二上山

74(84%)    10(11%)     1(1%)     2(2%)     1(1%)

第19表 岩屋第一群の2個 を基準として補正した各原産地原石の使用頻度

と考えられる。結局,金山産が84%,岩屋産が11%,国分寺産が 2%,自 峰産と二上山産

がそれぞれ 1%の頻度で各産地の原石が使用されたことになり,法印谷産原石は使用され

なかった結果になる (第 19表 )。 この岩屋産の可能性を持つ法印谷群に同定された遺物は,

法印谷産原石を産出する赤子谷地区には小規模ながら金山原産地のような石器原材採集跡

様の所があ り,こ こから伝播 した可能性 も推測される。今後,分析数を増やすことにより

より正確な石器伝播ルー トを明らかにすることができるであろう。

鴨部・川田遺跡で金山・五色台原産地の原石以外に淡路島産の原石および奈良県二上山

産原石が使用されていることが明らかになり,本遺跡が畿内地域の情報を三上山産原石の

伝播に伴って入手 し,ま た畿内地方との交流の存在を推測 しても産地分析の結果と矛盾 し

ない。
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第 3節 自然科学調査の成果に対するコメント

(1)木製品の樹種について

鍬の未製品と考えたものの中の4点 (C889。 C891・ C893・ C894)が ,ク スノキとい

う結果が出た。鍬や鋤などの農耕具は通常アカガシ亜属,カ シ類などの硬く水湿に強い材

を使用している。特に西日本ではその傾向が強い。本遺跡でも明らかに鍬や鋤であるもの

はアカガシ亜属を使用している。これに対してクスノキは加工は容易であるがカシ類に比

べては軟らかいものであるため,容器や生活用具などに多く使用されている。以上のこと

からすると本遺跡で出土したクスノキ製の鍬の未製品と考えたものは,他の製品例えば容

器類の未製品の可能性が高くなる。

しかしクスノキを使用した鍬・鋤などの農耕具も少ないながらあることも事実である。

福岡県拾六町ツイジ遺跡,大阪府鬼虎川遺跡,大阪府瓜破遺跡などで例がある。鍬・鋤は

直接に地面に働きかけるものであるが,こ の他の農耕具に鍬に付着する泥除や整地用のえ

ぶりなどがあるが,こ れらは直接地面に叩きつけるような使い方はしない。これらの農具

にはクスノキを使用したものがある。クスノキを使用した泥除は大阪府山賀遺跡,大阪府

池上遺跡,大阪府東奈良遺跡などで出土しており,ま たクスノキを使用したえぶりは福岡

県拾六町ツイジ遺跡,大阪府山賀遺跡などで出土している。このような使い方をするもの

であれば必ずしもカシ類などのような硬いものでなくてもよいと思う。

本遺跡で出土した鍬の未製品と考えたクスノキのものは,形態 。大きさ。技法的にも鍬

のそれに酷似しているため,鍬を作るものと考えた。しかしまだ隆起なども作り出してお

らず板材の段階であるので,鍬 を作るためのものと確実に断言は出来ないものである。

従って,分析の結果クスノキと同定されたものは鍬ではなくて,先に述べた泥除やえぶり

などの未製品の可能性も考えなければならないものである。中でもC893は横向きにした

ら,えぶりのようになる。

また農耕具以外のもの,容器や生活用具などの可能性も考慮しなければならない。本遺

跡で出土したもので容器の未製品としたC9o3は クスノキを使用している。しかし形態的

に鍬の未製品としたものとは異なっている。

C902は 鉢と考えたが大部分が欠損している。従って同定結果がムクノキで,使用材の



類例が県内 。県外ともにほとんどないことは,あ るいは他器種を考えなければならないか

も知れない。

(2)サヌカイ トの石材産地分析について

a。 はじめに

鴨部・川田遺跡から出土したサヌカイトのうち88点 について石材産地分析を行つた。従

来から香川県は国分台や金山などサヌカイトの原産地として知られていた。近年の自然科

学調査の進歩により,サ ヌカイトについても蛍光X線分析によりその原産地の推定が可能

になってきた。特に西日本では旧石器～弥生時代の遺跡を発掘するとサヌカイト製の石器

が出土することが多く,そ の原産地や石材の移動について検討されることが多くなった。

その結果瀬戸内地方を中心に縄文時代以降は香川県の金山産のサヌカイトが広く使用され

ていることが半J明 してきた。さらにサヌカイト原産地は香川県内でも数力所あることが分

かって来ている。しかし原産地である香川県内の遺跡において,実際どこの原産地のサヌ

カイトが使用されているのかという分析はほとんど行われていなかったのが現状である。

そこで今回,鴨部 。川田遺跡から多量のサヌカイト製の石器や剥片が出土したため,その

原産地の分析を試みた次第である。鴨部 。川田遺跡は香川県の東部に位置しており,金山

などの原産地から東へ約30kmと やや離れており直接影響を受けにくいこと,ま た時期的に

も弥生時代前期後半～中期初頭にほぼ限定できることなどの好条件を満たしている。

b.試料の抽出方法について

自然科学分析を行う場合には,そ の試料の抽出の方法も問題になってくる。例えば今回

のような石材の産地分析を行う場合には,どの様なものを選ぶかが問題になってくる。同

じようなものばかりを選ぶと,その結果は偏る可能性が大きい。許されるなら全試料を分

析するのが最良であろう。しかしそういう訳にもいかないので,今回は同じサヌカイトで

も肉眼で見てなるべく違ったタイプのものを同数程度ずつ抽出した。加えて主要な遺構と
,

包含層でもサヌカイトが集中した部分の試料を選んだ。なお,試料はすべて剥片で石器は

含んでいない。

c。 分析結果について

88点 のうち75点 ,率にして85%が金山産のサヌカイトであった。肉眼観察で異なるタイ

プのものを多く抽出したにもかかわらず,圧倒的多数は金山産であつた。割れ方や風化の

度合い,その剥片の原石中における場所などにより,様相が異なるように見えることがあ



るということである。肉眼観察はある程度の目安にはなるが絶対的ではなく,同一産地で

も違った見え方をすることがあるということが今回わかった。

分析の結果を見ると,な るほど原産地をもつ県内の遺跡という印象をもつが, しかし高

率ではあるが100%に近いものではなく,残 りの13点 (15%)は金山以外のものであった

ということに興味がある。その内訳は岩屋第一群が 3点 (3%),岩屋第二群 (白 峰)が

4点 (5%),国 分寺が 3点 (3%),法印谷が 1点 (1%),二上山が 1点 (1%),不明

が 1点 (1%)と なっている。これらのうち岩屋産とされているものは,淡路島北部を原

産地とするものである。しかしこの岩屋原産地のものは他の原産地のものが流れ着いたも

ので,厚い堆積の礫層中に含まれるものである。この岩屋産のものには成分的に金山・五

色台地域産とほぼ一致する一群が全体の 2/3ほ どあるという。金山産の原石が角礫であ

るのに対して,岩屋産の原石は大部分が円礫である。流された時にローリングを受けたた

めであろう。今回の試料でも岩屋産と判定されたものの中に,こ の円礫の原石が含まれて

いる (分析番号46260 No88-S6118 B包 含層)。 鴨部・川田遺跡の所在する大川郡志度

町は播磨灘を挟んで淡路島に面しており,地理的には岩屋産のものが搬入されていても不

思議ではない。自然科学分析で実証されたことに意義がある。また奈良県二上山産のもの

が今回は 1点ではあるが確認されている。県内に金山・五色台という良好な原産地がある

にもかかわらず,遠方から搬入されているということは,遺跡の地理的条件の可能性が高

いと思われる。この二上山産も岩屋産のものとともに淡路島経由で搬入された可能性が高

い。あるいは鴨部・川田遺跡が環濠を伴う拠点的集落という性格によるものかも知れない。

今後,香川県東部の遺跡出土のサヌカイトを数多く分析することにより,その答えが出る

ものと思われる。



第 5章 まとめ

第 1節 住居跡について

(1)集落の変遷

鴨部 。川田遺跡は弥生時代前期後半を中心とする集落遺跡である。このうち本書で報告

した平成 2年度調査区内 (A区～D区 )では合計23棟の住居跡を検出した。その一覧は第20

表の通りである。住居跡の他には溝・土坑・ピット・性格不明遺構などがあるが,時期的

には住居跡と同じ弥生時代前期後半～中期初頭のものである。この他に平安時代の溝と自

然河川があるが,弥生時代の遺構面とは異なっている。ここではまず集落遺跡の遺構の中

心である弥生時代の住居跡の変遷を追うことにより,基本的な集落の変遷過程を考えたい。

住居跡は前期後半段階 (前期新段階)の ものと中期段階のものにまず大別出来る。前期

後半段階のものは出土土器から見るとほとんど同じ時期で古い傾向,新 しい傾向以外に細

かい時期差を求めることは困難である。しかしC区で検出した環濠 (C tt S D01)を 基準

にして前後関係がある程度つかめる。この環濠は出土遺物より前期後半に掘削されて前期

末にはほぼ埋没しており,中期初頭には完全に埋没しているものである。C区では竪穴住

居が 7棟検出されたが,こ れらの竪穴住居はそれらの切り合い関係や出土遺物からS H07

→ S H03→ S H04・ S H06→ S H01→ S H05→ S H02の ように変遷するものである。この

うちのS H03と S H04の 2棟が環濠に壊されており,環濠の掘削以前のものであることが

わかる。従つてS H06と S H07も 環濠掘削以前のものである。そして前期後半でも環濠が

機能している段階のものがS H01と S H05で ,環濠の埋没後の中期段階のものが S H02で

ある。これに対して同じC区でも単独で検出されたC tt S H08であるが,こ の住居と接す

るように環濠が巡つているが,こ の接する部分の環濠が住居を避けるように湾曲している。

このことからS H08と 環濠が同時併存か,少なくとも環濠の掘削時にはS H08は 建ってい

たと考えられる。

このように前期後半でも環濠の掘削前のものと環濠と同時併存のものに分けることが可

能である。このC区の住居を基準として他の調査区の住居の時期を比定した結果,第 428

図のように変遷するものと思われる。しかしA区のS H02～ S H05は 土器が出土していな
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いため,住居形式・群などから推定したものである。

また明瞭に出土土器から中期と考えられる主な遺構にC tt S H02・ D tt S H02・ B tt S

D10・ Dtt S D04がある。また主体は前期後半であるが,中期初頭まで継続する可能性の

あるものにD tt S H05・ D tt S X01がある。

以上のことから鴨部 。川田遺跡では次のような3段階の変遷が考えられる。第 1段階 :

前期後半段階にまず環濠を伴わない集落が成立。第 2段階 :そ の後の前期後半のある時期

に環濠が掘削されて環濠集落の形態をとる。第 3段階 :環濠が埋没後の中期初頭段階の集

落。第3段階の後に集落は廃絶され鴨部川の氾濫による厚い堆積に覆われることになる。

平成 2年度の調査ではこのような変遷が考えられるが,平成 3年度調査分を合わせた全体

でも,基本的にはこのような変遷をするものと考える。

(2)住居の構造

(a)竪穴住居

いずれの竪穴住居も地面の掘り込み,つ まり壁の立ち上がりは浅いものであった。最も

深いものでD tt S H05が30cmほ どで,平均して15cm前 後である。遺構面の直上には濃密な

包含層が形成されており,ま た洪水砂層が上部に厚く堆積していることから遺構の削平は

考えにくいため,住居は元々掘り込みの浅いものであったと考えられる。遺跡が鴨部川に

第20表 鴨部・川田遺跡 (A区～ D区)住居跡一覧

住居名 平面形 規 模 tm, 面積 (ポ ) 主 柱 住居施設 住居形式 時期 備 考

.ヽSH01 円形 *直径 7.4 8+中 央 2租
吹

土坑 1 平地 1松菊里型」、建て
替え、サヌカイト片多い

。ヽSH02 円形 *直径 9.8 平 地 ミし

.ヽSH03 円 形 *直径 8.0 1 平 地 ミし、柱材 残 存
.ヽSH04 円形 *直径 8.2 平地 遺物なし、柱材残存

、住居拡張
.ヽSH05 円形 *直径 9.1 平地 な し
.ヽSH06 形 *直径 6.0 土 坑 1 :地

I

3.SH01 円形と方形の中間 3.9× 2.9 不明

|

二机 1,ベ ット
その平坦面

翌穴 I 突出部あり

B,SH02 円形 *直径 5.8 土坑 1 平 地 ～ Ⅱ

3.SH01 不整方形 一辺 4.8前後 4+α 穴 I

3.SH02 円形 と方形 の 中間 4.4× 5.1 3+α 穴 Ⅱ

3.SH03 不 明 不 明 不 明 土 坑 1 竪 穴 I 県濠 に壊 され る
3.SH04 不明 東西 4.2前後 不 リ 竪 穴 に壊される
3.SH05 不 明 不明 不 リ 竪 穴 I

3.SH06 亘径 3.5～ 3.7 竪 穴 【

3.SH07 不整方形 不 明 不 リ 穴 I

].SH08 円形 *直径 9.0 土坑 1 平 地 I

).SH01 楕円形 *長径 6.1,短径 5.( 村

槽

＞

２

１

穴

央
存

中

現
＋
＜

７
穴

土机 1 平 地 I～ コ 「松菊里型」

).SH02 形 と方形 の 中間 直径 4.5 土坑 1 竪 穴 ヌカイト片多数、拡張 ?
).SH03 円 形 *直径6.0 lJl[1 建て替 え
).SH04 円 形 *直径6.2 4あ るいは 2～ 3 平地

).SH05 円形 直径 8.1 土坑 3+α 竪 穴 土器 多 レ

).SH06 円形 直径 3.3 竪 穴 I

).SH07 情円形 長 径 4.0,短径 3.1 I

*:主柱の円周の
直径+2m



近接しており頻繁な氾濫による砂地の遺構面では,深 く掘ると湧水に見舞われたであろう

し,湿気もかなりのものであったと思われる。従つて深く掘 り込むよりもかえって浅い方

が適していたものと思われる。

平面形は竪穴住居12棟のうち,円形が 3棟 ,楕円形が 1棟 ,円形と方形の中間形態が 3

棟,不整方形が 2棟 ,不明のものが 3棟 となっている。住居面積は平面形が不明なもの以

外では,最大のものがD tt S H05の 51.5ぽである。この他はC tt S H01と C tt S H02が 22

～23ぽである以外は,すべて10ぽ前後の小型の住居である。(第 20表 )

主柱の並びは基本的に同心円上に配置されている。明確に確認出来たもので4, 6, 8

本といずれも主柱は偶数になっている。この他に2本のものや,全 く柱穴をもたないもの

もある。主柱の他に土坑を伴うものがある。概して住居は単純なものが多い。しかしB区

S H01は やや複雑で,突出部が一カ所あり壁に沿って床面よリー段高いテラス状の平坦面

がある。

(b)平地式住居

明確に地面に掘り込んで壁を作る上記のような竪穴住居に対して,鴨部 。川田遺跡では

壁の立ち上がりが認められず,柱穴のみが検出された住居がH棟ある。明らかに掘立柱建

物と認められるもの以外でこのような住居を検出した場合に,壁が削平された竪穴住居と

報告されることが多い。しかし先に述べたように鴨部 。川田遺跡の弥生時代前期後半を中

心とする遺構面の直上に当該期の濃密な包含層が形成されており,さ らに上部に鴨部川の

洪水砂が厚 く整然と堆積しており,遺構面は現地表から1.5m前後ほど下部であり,遺構

の削平は考えにくい状況である。包含層は黒褐色でこの包含層の上面からの掘り込みも考

えたが,調査時の精査にもかかわらずそのような状況は伺えなかった。また同一遺構面か

ら同時期の竪穴住居と並んで検出されることからも,こ れら柱穴のみの検出となった住居

は最初から竪穴住居とは異なり地面に掘り込みを行わない住居,つ まり平地式住居と考え

たい。包含層で遺物が集中している部分がいくつかあつたが,結果としてその部分が平地

式住居に重なる部分が多かった。地表面が床面に相当する平地式住居ではそうした「包含

層」出土遺物が住居に伴う遺物であった可能性が高い。「包含層」でそのような遺物集中

部分がいくつか見られたら,こ のような平地式住居を考慮する必要もあろう。

平地式住居と考えたものは,主柱が基本的に同心円上に配置されているものである。周

囲に土盛りをして周堤を構築していたかどうかは不明である。周溝を巡らせたものは検出

されなかつた。住居の平面形は主柱の配列から円形と考えられるが,D tt S H01の みが楕



円形と考えられる。周堤などが残つておらず主柱痕のみなので,ど こからが住居なのかが

特定出来ないため,住居の規模は正確には分からない。ここで仮に主柱の配置されている

円周上からlm離れた円周内を住居と考えてみることにする。すると40ぽ以上のものが 6

棟,30ぽ前後のものが 4棟,20ぽ前後のものが 1棟 となる。50ぽ ぐらいのものが多く,全
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体的に竪穴住居より大きいものである。(第 20表 )

主柱は基本的に同心円上に配置されており,住居の拡張も同じ原理で外側に直径の大き

い同心円を描き主柱を配置している。また主柱の内側に補助的な柱を配置しているD tt S

H03の場合,その補助的な柱も同心円上に配置されている。主柱は8本のものが平均で
,

最多は10本のA tt S H03,最 少は4本あるいは5本のD tt S H04である。全体に竪穴住居

の主柱より多くなっており,そのことは建物面積にも反映している。Att S H03・ S H04

には主柱穴に柱材が残つているものがあった。柱はヒノキを使用しており,柱の下部を尖

らせて地面に深く打ち込んでいた。この柱穴を含めて他の住居でも主柱穴はすべて真下に

掘り込まれており,柱を真つ直ぐ立てていたことがわかる。そして主柱に梁を渡して屋根

を構築したものと考えられる。

これら平地式住居には土坑を伴うものが 6棟ある。平地式住居を復元する場合に主柱穴

はその並びでわかるが, しかしこれらの土坑は竪穴住居のものと異なり,確実に住居に伴

うとは言い切れない部分がある。報告でも主柱との位置関係や出土遺物の時期などから判

断した部分が多い。また付随する柱穴でも本当に住居に伴うものか判断に苦しむものもあ

るのは事実である。

このような平地式住居と考えられているものは,大阪府美園遺跡の弥生時代前期の住居

がある (第 429図 。第430図 1)。 美園遺跡では竪穴住居が14棟 (方形 2棟 ,円形および楕

円形12棟 )検出されている。美園遺跡で竪穴住居とされたものは,「いずれも壁の立ち上

がりが極めて低いか,あ るいはまったくない」
(1)も

のである。周知のように美園遺跡は河

内平野の厚い堆積層に埋没している遺跡で,堆積状況も鴨部 。川田遺跡と同様で遺構の削

平が考えにくく,報告でも「平地住居,な いしはそれに近い形態もの」
(1)と

考えている。

他には高知県田村遺跡 Loc。 25の STl(1号 住居跡)がある (第 430図 2)。 この住居は

6主柱と中央に土坑を配するもので,周囲の他の住居跡の検出標高などを考慮しても削平

とは考えられないことから,平地式住居と考えている。

(c)「松菊里型住居」について

土坑を伴うもので,その土坑が住居の中央に位置しており,その両端に柱穴をもつもの

が 2棟ある。A tt S H01と D tt S H01で ある。A tt S H01は 直径5。 4mの円周上に主柱を

8本配している。そして住居の中央に楕円形の土坑が 1基あり,その両端に2本の主柱穴

があるものである。これに対してD tt S H01は長径4。 lm,短径3.Omの楕円上に主柱を7

本配している。住居中央には楕円形の土坑が 1基あり,土坑の片側端部の軸から少しずれ



/

◎ヽ

/
/

1.鴨部 。川田追跡A tt S H01

2.下種田追跡D区23号住居跡

3.岡の段A地点過跡 S B06

4. 田オ寸遺跡Loc.25 ST3

5.三沢逢ヶ浦遺跡 B地区13号住居跡

第431図  「松菊里型住居」平面図 (1/100)

λ

励
。

◎
冬

ξ P)'ヽ

◎◎ぷ%。
赳 当Ч°

忙蟄掬 Ъ
]Fこくο

oO   ^

。◎熙 θ
9 9｀
彙 0

雉  / ◎



2棟 (円 形、不整円形

1棟 (円 形 ?、 柱穴のみ)

香川・坂出

]]〔:そ3815':看,[「
』暑者iF摯暑聯畠森ζ量2詈

霜翌雇道物::模
(円 形 5棟、方形 5棟)、 平地式 1棟 (円 形)

半 5棟 (円 形、楕円形 )

2、 円 。楕円形 12

半 2棟 (方形)、 ～中期前半 5

半 1棟 (円 形 )

1棟 (円 形、柱穴のみ)

1棟 (円 形 ) 松菊里型含む

福岡 。津屋崎町

形 2棟、円形24

前期中葉 7棟 (円 形)、 前期後葉 61棟 (円

第21表 弥生時代前期～中期初頭住居跡検出主要遺跡

た部分に柱穴が 1つ ある。

上記のような住居は「松菊里型住居」と言われている。中間研志は「中央に楕円形土墳

を有し,そ の両端に二主柱穴を持ち,他床面に主柱穴が認められないもの, ・ 。
(中略)

。・基本的に正円形タイプのものに類似する日本例」を「松菊里型住居」と定義している。

そしてそれを「古期松菊里型住居」,「新期松菊里型住居」,さ らに中央土坑両端の二主柱

穴以外に四本以上の主柱穴が床面に巡るものを「発展松菊里型住居」としている
②
。

鴨部・川田遺跡のAtt S H01と D tt S H01は 「発展松菊里型住居」に分類されよう。し

かし両者とも鴨部・川田遺跡の中では平地式住居と考えられるものである。壁の立ち上が

りが不明瞭で全体に浅い窪み状になっている岡山県南溝手遺跡竪穴住居 4が ,「松菊里型

住居」で平地式住居に最も近い例である (第430図 3)。 他は明確に壁が削平されているか,

竪穴住居である。弥生時代前期後半～中期初頭の時期で現在のところ,「松菊里型住居」

で平地式のものは鴨部 。川田遺跡のもの以外に例を見ない。鴨部 。川田遺跡のものも中央

二主柱以外に主柱穴を伴う「発展松菊里型住居」である。従って無理に「松菊里型住居」

としない方が良いかも知れない。しかし「松菊里型住居」の中央土坑は石器製作のための



作業用とも考えられている。Att S H01の中央土坑からは敲石の他にサヌカイト剥片が 5

点,計 13.5gが出土しているのに加えて,住居床面の少し上の層からサヌカイト片66個 ,

合計159.8gが出土している。他に石鍬の未製品もあり石器の製作を行っていたことがわ

かるのも示唆的である。しかしこれに対してD tt S H01か らは遺物は全く出土していない。

現在香川県内で弥生時代前期の住居跡が検出された遺跡は鴨部・川田遺跡を含めて 5遺

跡である (第 21表 )。 少なくとも床面で「松菊里型住居」の構造をもつものは鴨部 。川田

遺跡のものだけである。今後増加するものと思われるが,九州以外の西日本でもまだ例は

少ない。「松菊里型住居」は言うまでもなく韓国忠清南道扶余の松菊里遺跡の住居を標識

とするものである。この「松菊里型住居」の分布を押さえることは,水稲耕作とともに朝

鮮半島から伝わってきた文化の拡散を示すものとともに, 日本における初期の農耕社会を

知るうえで重要である。(第431図 )



第 2節 環濠について

C区で検出したS D01は 調査区内で東西に弧を描き,平成 3年度調査区へと続くもので

ある。この溝はその北側は平成 3年度調査区外で検出されなかったが,全体に卵形に巡る

もので環濠と言えるものである。環濠全体については平成 3年度調査区の報告を待たねば

ならず,ま たその時点で詳細な検討が行われるものである。ここでは平成 2年度調査にお

いて検出した部分の,本文の補足をしておきたい。(第 132図 ・第133図 )

C区での環濠は幅2.2～ 4.4m,深 さ0。 7～ 1.Omの 規模をもつ。C区で検出した部分は南

北に長い環濠の南側のコーナー部分にあたるもので,こ のコーナーの曲がる頂点部分が最

も幅が狭く,かつ浅くなっている。また底部の高さはその東側がやや低くなっているが
,

ほぼ一定である。底面には局部的に凹凸が見られる。断面形は逆台形あるいは船底形で
,

V字形の部分はない。

また環濠の内・外には土塁などの施設の痕跡はなかった。特に西側のC tt S H08付近で

はこの住居を避けるようにして環濠の外側ラインが内側に曲がっている。少なくとも環濠

の掘削時にはC tt S H08は 存在していたと考えられ,こ の部分に土塁や棚列を構築するの

は困難である。

環濠は前期後半段階のC tt S H03・ 04の後に掘削され,前期末段階までにほぼ埋没を完

了している。そして最上層の窪みから中期初頭の土器が僅かに出土している。このことか

ら環濠は基本的に前期後半段階の短時期のものと言える。コーナー部分のC一 C'部分が

小規模に再掘削されている他は自然に埋没している。出土遺物からも環濠は掘削直後から

遺物が投棄され続けている。このことは絶えず環濠が掘削時の状態でなくとも良いことを

示していると言えよう。C区においては土塁や柵の痕跡は認められず,ま た環濠も深いV

字状で渡るのに困難という状態ではない。従って戦闘に対する防御的なものとは言い難く,

他の機能を考えた方が良さそうである。

鴨部 。川田遺跡は鴨部川の氾濫源の低地に位置しているため,洪水や湧水など日常的に

水との闘いであったと考えられる。発掘調査時でも湧水に悩まされ,環濠は埋土を掘り進

めるにつれて水が湧き,底 まで完掘して環濠掘削時の状態であると半分近くまで水が貯ま

る状態であった。弥生時代前期段階には鴨部川は現在の位置よりも東側に流れていたと考

えられるが,湧水状況は現在とあまり変わらないものと思われる。この環濠は他にもいろ

いろと機能が考えられようが,生活面から水気や湿気を除去して環濠に水を集めるための



パイプ役も担っていたものと考えられる。これに加えて鴨部川の氾濫に対する備えも考え

られようか。



第 3節 方形区画溝について

A区からB区 にかけて直角に近く屈曲する溝や,大 きく弧を描く溝が数条検出されてい

る。それらの溝の組み合わせにより,通常の溝とは異なる機能を持ち合わせる可能性があ

るので,こ こでそれらを抽出しておきたい。(第432図 )

① :Att S D04と Att S D09

この両者の南側は調査区外に伸びて行 くため,反転して 1つ につながるかどうかは不明

である。両溝とも向かい合った内側に屈曲しており,北側部分が開いている。前方後方形

に近くなっている。溝で囲まれた内部には土坑がある。弥生時代前期後半である。

② :B tt S D02

大きく弧を描いて反転して平成 3年度調査区へ至る。平成 3年度調査の知見を合わせる

と,南北方向に長い楕円形になり,北側の一部が途切れている。溝の内側部分で計ると長

径約14m,短径 8mになる。溝の内部にはピットが検出されているが,規則的には並ばな

い。弥生時代前期後半である。

③ :B tt S D06・ 07・ 08

S D07は 直角に曲がっており, S D06と は平行になっている。またS D07の 屈曲した短
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い部分はS D08と 平行になっている。北側と西側が大きく開いている。弥生時代前期後半

である。

④ :B tt S D10

調査区中央部で,調査区に平行して走り途中で直角に曲がる溝である。この溝に対応す

ると思われる西側部分は検出されなかった。弥生時代中期初頭である。

⑤ :AttS D06・ 08と 平成 3年度調査区の溝

①の北東部に隣接しており,溝は途切れながらも長方形に巡っている。しかし南東側が

大きく途切れすぎていることや,Att S D08が B tt S D01と 同一の溝の可能性があること

から,偶然に長方形に巡っているだけかもしれない。弥生時代前期後半である。

⑥ :AttS D05と A tt S K05

5mの 間隔で向かい合うもので, S K05と したものは溝としたほうが良いかもしれない。

S K05の 方が短くなっている。無理な抽出かもしれない。弥生時代前期後半である。

⑦ :平成3年度調査区検出遺構

参考にあげておくが,③の北側3m,②の東側13mの位置に北側を除く3方 を溝で方形

に巡らせた区画がある。区画内には楕円形の柱穴列がある。

以上であるが,こ のうちの① o②・⑦は主軸を南北方向に揃えており,いずれも北側部

分は溝は巡らず区画の入り回のようになっている。③の主軸はこれらに直交している。平

成3年度の調査報告を待つて検討したい。



第 4節 ′島形木製品について

Att S R01か ら鳥形木製品 (A183)が 1個体出土した。すでに本文で記述しているよ

うに,一本の丸太材を削り出して作つた立体的なものである。頭部が半分欠損している他

は完存している。体部の中央部に木材の志の部分を充てており,背部には釘穴が2カ 所あ

り,腹部には深さ2.7cmの 方形の穿孔が 1カ 所ある。当初どちらが上下か迷ったが,方形

の穿孔部は角材を挿入するためのもので, 2カ 所の釘穴は他の部材を結合するためのもの

と考えた。角材を上に向かって挿入する,つ まり背部側と考えれば腹部側は頭部が邪魔に

なって安定して置くことが出来ない。従って角材を下に向かって挿入してこちら側を腹部

側と考える方が自然である。角材の先に鳥形木製品を付けているのである。そして背部側

の釘穴は翼を付けた痕と考えられる。鳥形木製品と一緒に出土した,当初用途不明と考え

ていた三日月形の板状の木製品 (A184)が まさに翼ではないかと考えるに至ったのであ

る。この鳥形木製品は腹部側に角材を挿入することによって棒の先端部に固定し,背部に

翼を装着して飛蒻るしている姿を表しているものと考えられるのである。(第 433図 )

鳥の形を模倣した木製品は古代には平城京などの官都を中心に古くから出土している。

それは人形や斎串などとともに祓いや械れを取り除くための律令的祭祀に用いられた形代

である。これらの鳥形木製品は板状の薄い材を使用して,形 もかなり抽象的になってきて

いる。これに対して大阪府池上遺跡で弥生時代中期の遺構から鳥形木製品が出土して以来 ,

弥生時代あるいは古墳時代の遺跡から
`鳥形木製品が出土するようになり,注 目されている。

最近の集成によると弥生時代のもので13遺跡25例 ,古墳時代のものでH遺跡17例が知られ

ている
③
。これらは先の古代のものとは異なり,鳥の形が良く判る写実的なものが多い。

そして板状のもの以外に立体的な丸彫りのものが含まれていることが特徴的である。

弥生時代を中心とした鳥形木製品については近年その研究成果が多くなってきたが,そ

れらの中でそれぞれ形態分類がなされている。基本的にはまず丸彫 りで立体的なものと
,

板作 りで平面的なものに大別されている。これに加えて想定の使用法や表現法 (平面優位

か側面優位か)な どにより細分されている。また鳥が飛翔状態か静止状態かで分類も試み

られている。以上の分類をもとにすると,鴨部 。川田遺跡の鳥形木製品は丸彫りで立体的

であり,腹部に穿孔があり棒の先端に装着して使用したと考えられる。そして背部に翼を

装着することにより飛朔る中の姿を表現しているものである。

鴨部 。川田遺跡の鳥形木製品には直接は接合しなかったものの,翼部分が近接した位置
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から出土している。翼 (A184)は 曲物の底板を半分に割ったような三日月形で,頂上部

には鳥形木製品の頭部に合わせて快 りを入れている。また翼の後方部分は緩く弧を描いて

いる。そして周縁部を斜めに削りだして丁寧に仕上げている。そして扶り部分を中央ライ

ンとする延長上に釘穴が2カ 所ある。このうちの一つには実際に木釘が残つていた。釘穴

の間隔は5。 8cmあ り,こ の釘穴を結んだラインで翼は左右対称になる。この釘穴が鳥形木

製品の背部に翼を装着したときの痕跡と考えられる。鳥形木製品の背部にも釘穴痕が2カ

所あり,翼 を装着したことが伺える。しかし実際に出土した鳥形木製品の背部の釘穴の間

隔は6.5cmあ り,両者が同一のものとして接合はしなかった。しかし接合状況は十分に復

元出来るものであり,こ の両者が接合しなかったことは他に個体があるものと思われる。

このように実際に翼が出土していなくても,鳥形木製品の背部の状況で翼を装着してい

たと考えられるものもいくつかある。池上遺跡出土の弥生時代中期の鳥形木製品の中には

背部を「コ」字状に削 り取 り,翼 を組み合わせたと考えられるものがあるが (第434図

2),翼そのものは出土していない。静岡県雌鹿塚遺跡では弥生時代後期のものが 5点 出

土している。いずれも板材を使用した平面的なもので,上面から鳥形を表現している。い

ずれも穿孔が 1～ 4個施されている。また鳥形木製品の近くから中央部分に穿孔を施した

台形の板材が数個出土している (第435図 1)。 これらは穿孔部分で鳥形木製品と接合した

翼と考えられている。この雌鹿塚遺跡のものに近いのが,古墳時代初頭まで下るが長野県

石川条理遺跡のものがある。これも板作りのもので,台形の翼が栓により接合された状態

で出土している (第 435図 2)。 従ってこれらの例から,鳥形木製品の背部に小さな穿孔

(釘穴)や組み合わせ用の窪みなどが見られる場合,それは翼を装着するため,あ るいは

していたものと考えられる。

次に鴨部 。川田遺跡出土の鳥形木製品の時期的なことを考えてみたい。すでに繰り返し

述べているが鴨部 。川田遺跡出土の鳥形木製品は丸彫 りの立体的なものである。このよう

な形態のものは弥生時代に多く,古墳時代になると奈良県纏向遺跡,奈良県四条古墳 (第434

図5)な どで例があるが少なくなって行く。立体的なものの名残りはあるが平面的な板作

りのものに近くなっている両者の中間的な形態のものが,兵庫県小大丸遺跡の 6世紀後半

～7世紀代の例がある (第434図 6)。 奈良時代以降の丸彫りで立体的なものは現在のとこ

ろ管見に上っていない。以上のことから鴨部・川田遺跡が弥生時代前期後半を中心とした

集落であることから,その時代を考えるのが妥当であろう。しかし鴨部 。川田遺跡の鳥形

木製品および翼は平安時代の自然河川 (Att S R01)か ら出土しているのである。
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Att S R01は 調査区内で13mほ どで収束しているものである。埋土は下半に褐色細砂層

が80～ 100cmほ ど堆積しており,上半は主に黒灰色粘土と褐色砂がラミナ状に堆積した層

である (第 55図 )。 上層の黒灰色粘土と褐色砂がラミナ状に堆積した層の中の下部で平安

時代の土器が出土しており,下層の褐色細砂層の最上部で斎串が出土している。そして各

層に弥生時代前期と考えられる土器の細片が少量含まれている。このような中で鳥形木製

品と翼は最上層に再堆積したような部分から出土している。鳥形木製品は黒色砂混じり粘

質土層から,翼は灰色粘質土層からそれぞれ出土しており,出土レベルはほぼ同じである。

従つて純粋に平安時代のS R01の 埋土ではない部分から出土している。しかしS R01の 本

来の掘り込み面は弥生時代前期の遺構面よりも上部で, S R01の形成時に弥生時代前期の

遺物を巻き込んだならば,鳥形木製品が最上層の再堆積部分から出土することの説明にな

らない。層位的に解釈するならばS R01の 埋没後の混入と考えられ,鳥形木製品の年代も

平安時代以降ということになる。(第436図 )

このように鳴部 。川田遺跡の鳥形木製品は形態的には弥生時代のもの,出土状況からは

平安時代以降である。弥生時代に属するならば集落と同じ前期後半のものと言えよう。弥

生時代前期の鳥形木製品は大阪府山賀遺跡 (第434図 4),島根県西川津遺跡 (第 434図

1)出土のものとともに最古の部類に入る。平安時代以降のものとなると遺跡から出土し

た例は知られていない。ただ現在まで残る習俗としては知られている。

これまで述べてきたような鳥形木製品の使用目的であるが,金関恕の論考にあるように

「梓頭につけられ,集落内の祭儀にあたつて,鳥粁として立て並べられたもので,葬礼の

具とする蓋然性は乏しい」もので,「鳥粁として立て並べて執り行なわれる祭儀は,初期

的な農耕社会の段階で,大 きな役割を果たし」たと考えられている。そして「天空を高く

遠く自在に天翔ける鳥が,神の国と人の世のなかだちをする使者であるという素朴な信仰

は,世界的に広がつている。それは時には,死者の霊を彼岸に送る運搬者であり,時には,

神霊をこの世にもたらす使いであり,あ るいは,霊の化現だとも信じられていた」古代人

の信仰を背景として考えている
°
。鳥形木製品は縄文時代にはなく,弥生時代になつての

農耕とともに出現し,ま たその出土場所も弥生時代には墓域からではないことから集落の

祭祀の場に立てられたものと考えられたのである。いずれにしても鳥に対する想いは飛ん

で運ぶことであり,そ れが農耕祭祀であろうと葬送祭祀であろうと鳥に込められた役割は

同じである。

鴨部 。川田遺跡では平安時代の自然河川から出土しているが,こ の場所はもともとA区



S H01～ S H05の 営まれたすぐ南側に位置しており,鳥形木製品が弥生時代前期のもので

あれば集落域での出土と言えよう。A区 は他の調査区に比べて弥生時代前期の遺構数は少

なく,住居の南北には特に少ない。この場が広場で祭祀の場を兼ねていれば,鳥形木製品

もまさに先に紹介したような場所で使用されたと考えられよう。また鳥形木製品は一つの

遺跡で複数出土していることが多く,鴨部 。川田遺跡でも鳥形木製品と翼が直接接合しな

かったことからも複数の存在が予想される。

これに対して平安時代以降のものであれば,共に出土した斎串などとともに使われた祭

祀具と考えられよう。この場合,特に古代以降では械れを取り払うため人形などの木製模

造品と斎串をセットで用いた律令的祭祀の系譜をひくものであったと考えられる。そして

この自然河川は械所のような場所であったであろう。しかしこのような木製模造品として

の鳥形は板材を使用した平面的なもので,形態もかなり抽象化されている。鴨部・川田遺

跡の鳥形木製品のような形態のものは現在のところ宮都などでも知られていない。

以上,鴨部 。川田遺跡で出土した鳥形木製品について述べてきた。その年代が正確に定

まらないのが残念であるが,可能性としては弥生時代前期後半段階が高いというのが,調

査担当者としての所見である。我が国に農耕が定着した段階の精神面の文化を考える上で

貴重な資料になるものと思う。



第 5節 斎串について

古代の祭祀に用いられる木製品の一つに斎串がある。薄い板材を使用しており,頭部を

圭頭状に,端部を剣先状に尖らせた形が一般的で,側縁部に切り掛けを施すことが多いも

のである。斎串は外部の悪気を遮断して内部に神聖な空間を作り出すとともに,内部に生

じた械れや罪を外部に漏れないようにする役目を担つていたと考えられている。このよう

な斎串は人形や馬形・鳥形などの木製模造品とともに祓いに使用されることが多く,律令

的祭祀と言われる官都などの大祓に代表される国家的な祭祀に使用されるものである。古

代律令制の展開に伴い地方にもこうした祭祀が広がり,近年の発掘調査の進展とともにこ

うした木製模造品が出土するようになってきた。一般の集落ではほとんど出土しないよう

な木製模造品のなかで,鴨部 。川田遺跡ではAtt S R01よ り斎串が 3点 (A178～ A180)

出土している (第436図 )。 そこでここでは斎串の検討と出土したことの意味を検討してみ

たい。

出土した斎串は3点 ともに頭部は圭頭状で,先端部は剣先状に尖っている。そして頭部

のすぐ下の側縁部にA178は 1対 ,A179・ A180は 2対の切 り欠きをそれぞれ三角形状に

施している。側縁部には切り欠き以外の調整はない。高松市前田東 。中村遺跡における斎

串の分類の 5類に相当する
⑤

(第437図 )。 いずれもヒノキの柾目材を使用しており,厚 さ

は 4 nlmと 薄いものである。A178は他の 2点 に比べてやや幅広で短くなっており,頭部の

圭頭状の角度も大きくなっている。また先端部も急激に細くなり突出気味である。A179

3類     3類     4類

第437図 斎串形態分類図
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。A180は 長さ20cmを 超えるものである。

3点の斎串はすでに本文で述べているようにAtt S R01の 褐色細砂層の最上部で出土し

ており,こ の層の上層では12世紀代の土器が出土しており,ま たS R01が奈良時代の遺構

を壊していることから,斎串の年代は9世紀～12世紀の間ということになる。斎串は現在

のところ6世紀後半に奈良県和爾遺跡の井戸から出土しているのが最古の部類と考えられ

ている
°
。本格的に出現するのは7世紀からで,人形 。馬形などとともに新たに出現する。

黒崎直の研究によると,切 り掛けを施さないものと簡単に一対の切り掛けを施すものがま

ず出現し, 7世紀後半に切り掛けを二対施すものが出現するという。 8世紀後半には代表

的なものが出揃い, 8世紀末以降は切り掛けを四対以上施すもの,三角形の切り欠きを入

れるものが増加しそれまでのものは減少する
°
。傾向として時代が下るにつれて単純なも

のから切り掛けを多く施したものが多くなる。しかし古い形態のものが消滅することはな

く,む しろ大きさによる区別がなされるようになったようである。鴨部 。川田遺跡の斎串

は三角形の切り込みをもつことから,上記の変遷に照らし合わせるならば8世紀末以降で
,

出土状況から考えた年代に合致する。

香川県で斎串が出土した遺跡はこれまで鴨部 。川田遺跡を含めて10遺跡ある (第 22表 )。

鴨部 。川田遺跡の斎串の年代に近い 9世紀以降 (平安時代)の ものは,下川津遺跡,郡家

原遺跡,大田下・須川遺跡,多肥松林遺跡,前田東 。中村遺跡の 5遺跡がある。この中で

鴨部 。川田遺跡の斎串の形態である5類が出土したのは大田下・須川遺跡 (第 438図 5)

と前田東 。中村遺跡 (第 438図 4)の 2遺跡である。またこの 2遺跡に鴨部 。川田遺跡を

遺 跡 所在地 遺構 時代 形態

金蔵寺下所遺跡 善通寺市 S R02 8世紀後半 2・ 3

郡家原遺跡 丸亀市 S D73 9刊生糸己 104

郡家大林上遺跡 丸亀市 S R01-1 奈良時代 103
下 1津遺跡 坂出市 第 1低地帯流路 2 7 JL糸己 204
下 1津遺跡 坂出市 第 1低地帯流路 3 7世紀後半 103
下 1津遺跡 坂出市 第 1低地帯流路 5 6世紀末～ 7世紀前半 2・ 4

下 1津遺跡 坂出市 第 2低地帯流路 2 91士糸己 102・ 307
下 1津遺跡 坂出市 第 3低地帯流路 2 8世紀 103
中間西井坪遺跡 高松市 S R 8901 平安時代初頭 不 明

太田下 0須川遺跡 高松市 S R05 9世紀 1・ 2・ 5。 607
多肥松林遺跡 高松市 Ⅲ区 S D03 平安時代前半 203
前田東 0中村遺跡 高松市 G ttS R04 7～ 8Jヒ糸己 102030(4)
前田東 0中村遺跡 高松市 G ttS R04 8世紀後半～ 9世紀 3 (5) 6

前田東・中村遺跡 高松市 EttS E02 10世紀前後 5

小山 0南谷遺跡 高松市 S E 701 8J士糸己 2

鴨部 。川田遺跡 志度町 AttS R01 9～H世紀 5

第22表 香川県内斎串出土遺跡一覧
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第438図  5類斎串 (1/2)

1～ 3.鴨部 。川田遺跡

4.  前田東 。中村追跡

5。   太田下・須川遺跡

6。 9。 10.長岡京

7.  平城宮

8.  平城京
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加えた 3遺跡が現在のところ 5類のものを出土 したすべてである。

側縁部に切 り欠きを施す 5類の斎串は,近畿地方においても平城宮,平城京,長岡京 ,

平安京などの官都を中心に8世紀後半以降に見られる (第438図 6～ 10)。 薄い板材を使用

した斎串の中では後出のものである。この他に後出の斎串として棒状のものがあるが,鴨

部 。川田遺跡では出土 していない。このように鴨部 。川田遺跡の斎串は後出の一群と言え

る。

斎串は先に述べたように悪気を遮断する役目を担っていたと考えられている。悪気の外

部からの進入や内部から漏れないようにしたのである。斎串のこの役目。機能を必要とし

たのは祓いなどの祭祀があり,祭事の後には河川や水路など水に流している。宮都や地方

の国府 。公的施設を中心とした律令体制下の国家的祭祀の場に使用されている。また斎串

のもつ浄化作用により,井戸に関わる祭祀がある。斎串の出土状況から丼戸の掘削時,廃

棄時にかかわるものが考えられる。使用時もあったかも知れない。つまり水を清めたり井

戸神を鎮めたりする場合に斎串を使用したと考えられる。これら両者は水に係わっている

が,こ れら水辺の祭祀には他に「楔をするとともに誓約をする場,神々が相談する (神意

を聞く)場 としてある。河原は神の座す聖なるところであり,聖 なる水による沐浴 (潔

斎)は械をはらいよみがえるとともに,神の声を聞くのである。水辺の祓いはただ罪を祓

うだけではなかった」
③
というようなものも考えられている。

鴨部 。川田遺跡では斎串は自然河川から出土しており,上記のように水辺での出土であ

る。祭祀具としては斎串が 3点だけの出土で,前節で述べた鳥形木製品が伴うとしても,

全体としては貧弱な様相である。律令体制下の国家的祭祀や官衛などの公的施設に伴う祭

祀とは考えにくい様相である。また遺跡周辺にそのような施設は現在のところ発見されて

はいない。井戸に伴 うものでもない。すると鴨部・川田遺跡の場合は,民衆の日常的な水

辺の祭祀の可能性がたかくなる。加えて鴨部 。川田遺跡は鴨部川の氾濫に悩まされ続けた

ことであろうから,洪水のたびに神に祈 り,神の怒 りを鎮めようとして,こ のように斎串

を用いた祭祀を行つたのかも知れない。
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第 6節 鴨部・川田遺跡出土の石器

(1)石器組成

鴨部 。川田遺跡のA区～D区 までで525点の石器 (素材剥片 4点 を含む)を 図化した。

これらを用途・機能別に分類したものが第23表 と第24表である。表のその他の中にはC区

で出土 した素材剥片の 4点

を含んでいる。大きく用途

別に農具,工具,武器,漁

労具,調理具,その他に分

類 した。そして農具は収穫

具と土掘具に,工具は伐採

具と加工具にそれぞれ細分

した。

用 途 用途・機能 点 数 比率 (%)
農具 収穫具 119 28

土掘具 3(

工具 伐採具 2C 5。 [

加工具 164 ０
０

武器 武器 14C 2〔

漁労具 漁労具 0.5

調理具 調理具

その他 その他

第23表 石器組成 (1)

用途分類 用途 。
磯 罷 器 種 A区 B区 C区 D区 合 計 比率 (%) 用途別比率 (%)

農具 収穫具 磨製石庖丁 1 1

磨製石庖丁未製品 l 1

打製石庖丁 l

石 鎌

土掘具 石鍬 1 1

工具 伐採具 太型蛤刃石斧 1

加工具 柱状片刃石斧 1

扁平片刃石斧 1 1

小型方柱状石斧 その他 1

石錐 1 1

石小刀 l 1

石 匙 1 1

スクレイパー 1 4

楔形石器

敲 石

砥 石 1

武器 石 鏃 6

石槍

漁労具 石錘 1

調理具 磨石

凹 石 1

その他 その他 1

合 計

第24表 石器組成 (2)
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第439図  鴨部・川田遺跡出土大陸系磨製石器群 (1/3)
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石材 個 数 亜 重 個 数 璽 重 個 数 菫 量 重量製品率 (%)

A区 剥l片 。砕 片 筆 石器 総数
サヌカイ ト 1623. 2180.( 2

安山岩 1 3670.( 1599. 5269.

結晶片岩 355。 ( 395.“

(脈岩)安山岩 1804.( 1972.〔

電紋岩 3104.( 1 3193.

砂岩 1481. 2831. 4313.4
花間岩 3200.1 3200.

その他

合計 10352.1 10252. 20604.1

B区 剥片・砕片等 石 器 総数

サヌカイ ト 5403. 6420. 1

安山岩 8170. 3050.1 11220.:

晶片岩 1 412.( 1 589.( 7

(脈岩)安山岩 1361. 1978.〔 3340.`

流紋岩 1107. 1 1130.1 2238.
砂岩 1340.1 2000.1 1 3340.(
花闇岩 5995.〔 5995.〔

その他 1 1676.1 l 1676.1

合計 25232.` 9589. 34822.〔 2

C区 剥1片 。砕 片 等 石 器 総 数

サヌカイ ト 14594.〔 1717. 16311 1

安山岩 23567.〔 10213. 33781.

結晶片岩 1 1565. 2216.嘔 7

(脈岩)安山岩 1 1276.[ 1 4396. 5673.1 7

流紋岩 3773. 2648. 6422.〔

砂岩 3425. 1694. 5120.〔 3

花間岩 5865。 ( 6231.

その他 1 820.( 1 1691.

合 計 53975.1 23473.( 77448.

D区 片・ 砕 片 等 石器 総数

サヌカイ ト 249〔 12244.1 1315。 ( 13559. 1

安山岩 28118.( 6762.〔 34880.〔 1

結晶片岩 1 1102. 1773.

(脈岩)安山岩 1 783.: 2271. 1 3055.
流紋岩 4108. 1 489.( 4597.
砂岩 6598. 1 547.( 7146.
花闇岩 7979. 1106.⊆ 9086. 1

その他 1 674.( 1 1151.

合計 60980.嘔 14269.〔 325〔 75250.`

第25表 調査区別石材集計

石材 個 数 菫 量 個 数 菫 量 個 数 菫 量 菫量製 品率 (%)
A区～ D区 ‖片・ 砕 片等 石 器 総 数
サヌカイ ト 527⊆ 33865.( 4606.1 38471.
安山岩 63525.( 21625.2 85151.
結晶片岩 1540.〔 3435.〔

(脈岩)安山岩 3589.` 10451. 14041
流紋岩 9078.〔 7372.( 16450.(
砂岩 12845.〔 1 7075.C 19920.〔

花闇岩 23040.[ 1473.7 24514.`
その他 3054.4 1544. 4598.(
合計 150540.1 57584. 693〔 208124.( 2

第26表 石材集計 (A区～ D区 )
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その結果,最 も多かったのは加工具で31%,次 いで武器の28%,収穫具の23%の順と

なっている。加工具の中で木製品の加工に係わる石斧類は23点 で4%,石庖丁の穿孔具と

考えられる石錐は24点 で5%である。収穫具では磨製石庖丁及びその未製品が70点 で13%,

打製石庖丁が45点で9%あ り,石庖丁全体では115点 で22%を 占めている。

鴨部・川田遺跡は弥生時代前期後半～中期初頭にかけてが中心となる遺跡で,石器はほ

ぼこの時期に限定できる。農耕技術の導入と共に大陸系磨製石器も日本にもたらされた。

大陸系磨製石器のうち石庖丁,石鎌,大型蛤刃石斧,柱状片刃石斧,扁平片刃石斧,小型

方柱状石斧が出土している (第439図 )。 総計123点 (磨製石庖丁の未製品を含む)で 23%,

全体の四分の一近くを大陸系磨製石器で占めていることになる。またこれら大陸系磨製石

器に加えて打製石庖丁,打製石鎌が前期後半段階で出現している。

これに対して縄文時代からの伝統をもつ石器として石鍬と石匙がある。石鍬は30点 出土

器 種 安 山看 結晶片岩 (脈岩)安 山差 流紋岩 砂 岩 花 同岩 その他 合 計

A区

磨製石庖丁

磨製石庖丁未製品

打製石庖丁

石鍬

石鎌

太型蛤刃石斧

柱状片刃石斧

扁平片刃石斧 1

小型方柱状石斧

石 錐 1 1

石小刀

石 匙

スクレイパー

楔形石器

敲 石 1 1

砥 石 1

石鏃

石槍

石錘

磨 石

凹 石 1 1

その他

合計

合計重量 556. 1599. 355. 1804.〔 2831. 10252.(

第27表 器種別石材一覧 (A区 )
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したが,中 には全長29.5cmで 重さが1823。 7gも ある大型の石鍬 (D823)も ある。鴨部 。

川田遺跡では土掘具としての木製の鍬が未製品も含めて多数出土しており,田 を耕すのに

は木製鍬をほうを主に使用していたのではないかと考えられる。石鍬は木製鍬の補完的に

使用していたか,あ るいは小規模な掘削や硬い土壌の掘削に用いていたのかも知れない。

石鍬は縄文時代晩期頃に出現して弥生時代前期には減少するものが多いが,地域的には弥

生時代前期以降にも盛行している。弥生時代前期にあるような石鍬は鴨部 。川田遺跡のも

ののように大きいものが多く,石材も香川県では安山岩が多い傾向にある。これに対して

小さなものはサヌカイト製が多く,む しろこちらのものが縄文時代からの系譜を保ってい

る可能性が高い。石匙は10点出土しているが,こ れは縄文時代に盛行した石器であり,集

落内から縄文土器が全く出土していないことから弥生時代前期まで残存した器種である。

農耕を本格的に導入しながら一方ではまだ縄文時代の色彩を残している様子が伺える。

第28表 器種別石材一覧 (B区 )

器 種 安 山岩 結 晶片岩 (脈岩)安山岩 流紋岩 砂 岩 花商岩 その他 合 計

B区

磨製石庖丁

磨製石庖丁未製品 1 1

打製石庖丁 1

石鍬 1

石鎌 1

太型蛤刃石斧

柱状片刃石斧 1 l

扁平片刃石斧 1

小型方柱状石斧 その他 1 1

石錐

石イヽ刀 1

石匙 1

スクレイパー

楔形石器

敲石 1

砥 石 1 1

石鏃

石槍 1
1

石 錘 1 1

磨 石

凹 石 1 1

その他

合計 7 1

合計重量 1017.( 1978.〔 1130.1 9589.〔



石鏃は146点 あるが,長 さは平均で2.54cm,重量の平均は1.59gで概して小形である。

基部の形態をみると凹基が90点 ,平基が24点 ,凸基が18点 ,不明のものが14点であり,凹

基のものが全体の62%を 占めている。弥生時代前期後半～中期初頭にかけてのこの石鏃は

縄文時代の石鏃と同様に狩猟用の武器と考えられ,中期中葉以降に増加する戦闘用の武器

とは異なるものと考えられる。

(2)石器石材

鴨部・川田遺跡出土の石器には様々な石材が使用されている。主な石材としてサヌカイ

ト,安山岩,結晶片岩,(脈岩)安山岩,流紋岩,砂岩,花尚岩の 7種類が使用されてお

り,その他のもので閃緑岩,ア プライトが僅かにある (第 25表 。第26表 )。 また製品とし

てはないが石英を確認している。このうち (脈岩)安山岩としたものは,別名「ひん岩」

と呼ばれるもので,斜長石を斑状に含む緑色系,緑灰色系の岩石である。目的の石器の大

器 種 安 山岩 結 晶片岩 (脈岩)安山岩 流紋岩 砂 岩 花 同岩 その他 合 計

C区

磨製石庖丁 1

磨製石庖丁未製品 1 1

打製石庖丁 1 1

石鍬 1

石鎌

太型蛤刃石斧 1 1

住状片刃石斧

扁平片刃石斧

小型方柱状石斧 l

石 錐

石小刀

石 lLL

スクレイパー 1 1 1

楔形石器

敲石 1 1

砥 石 1 1 1 1 1

石鏃 1

石槍 1 1

石錘 1

磨石

凹 石 1

石 皿 1

その他 1

合 計 1 1 1

合計重量 *7411 10213.` 1565.` 4396.( 2648.〔 29167.[

第29表 器種別石材一覧 (C区 )



きさによリー概に比較は出来ないが,日 安として石材別の重量比 (石器と出土のすべての

剥片・砕片等を含む)を 見ると,サヌカイト18%,安 山岩41%,結晶片岩 2%,(脈岩)

安山岩 7%,流紋岩8%,砂岩10%,花商岩12%,その他 2%である。また微細な砕片も

一つと数えて単純に数だけを比較すると,サヌカイト80%,安山岩8%,結晶片岩 2%,

(脈岩)安山岩 1%,流紋岩4%,砂岩1.5%,花商岩3%,その他0。 5%で ある。このこ

とから軽量のサヌカイト片が圧倒的に多いことがわかる。また石材別に重量を基準にして

の製品率をみると,サヌカイト12%,安山岩25%,結晶片岩69%,(脈岩)安山岩74%,

流紋岩45%,砂岩36%,花 商岩 6%,そ の他34%で ある。石材としてはサヌカイトと安山

岩が石器を製作するのに多くの無駄な部分,つ まり不定型な剥片や砕片を多く産出してい

ることがわかる。しかしこの不定型な剥片や砕片の多さが逆に集落内で石器生産が行われ

たことを示唆している。

器 種 安 山岩 結 晶片岩 (脈岩)安山岩 流紋岩 砂 岩 花 同岩 その他 合 計

D区

磨製石庖丁 1 1

磨製石庖丁未製品 1 1

打製石庖丁 1

石鍬 1

石鎌

太型蛤刃石斧

柱状片刃石斧

扁平片刃石斧 1

小型方柱状石斧

石錐 1 1

石小刀

石匙

スクレイパー

喫形石器

敲石 1

砥 石 1

石鏃

石槍 1

石錘

磨石

凹石 1 1

その他

合計 1 1 1

合計重量 1315.( 6762.〔 1102.1 2271. 489。 ( 1106.( 14269.〔

第30表 器種別石材一覧 (D区 )



(3)石器と石材の関係

石器の器種と石材の関係をみると,器種別に石材が選択されていたことがわかる (第 27

表～第31表  *は C区の大形素材剥片 4点の5694.5gを 含む)。 ほぼ限定的な石材を使用

するものに,大型蛤刃石斧が (脈岩)安山岩を,そ の他の石斧類が結晶片岩を,石錐・石

小刀・石匙・スクレイパー・楔形石器の加工具と武器の石鏃がサヌカイトを使用している。

これに加えて磨製石庖丁では未製品を含めて80%が流紋岩を選択している。それぞれの用

途に適合した材質の石材を使用している。磨製石器は基本的に研磨し易いようにサヌカイ

ト以外の石材を選択しており,太型蛤刃石斧は伐採という目的のために特に衝撃に強く割

れにくい石材を選択している。

加工具を中心とした打製石器に使用されるサヌカイトは分析の結果,その大多数が金山

東産のもので,その他の産地を含めても香川県内の金山 。国分台地域のもので鳴部 。川田

器 種 安 山岩 結 晶片岩 (脈岩 )安 山岩 流紋岩 砂 岩 花 同岩 その他 合計

全 体

磨製石庖丁

磨製石庖丁未製品 l 1

打製石庖丁

石 鍬 1

石鎌 1

太型蛤刃石斧

柱状片刃石斧 1

扁平片刃石斧 l

小型方柱状石斧 1

石錐

石小刀

石 匙 1

スクレイパー 1

楔形石器

駁石 1 1

砥石 1 1

石鏃 1

石槍

石錘

磨 石

凹 石 1

石 皿 1 1

その他 1 1

合計 *29〔 l

合計重量 *10300.( 21625.2 3435.〔 10451. 7372.( 7075.( 1473.1 63278.1

第31表 器種別石材一覧 (全体 )
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第440図 鴨部・川田遺跡石器石材搬入状況

遺跡とは約30kmの 距離である。石斧類を中心とした磨製石器に多い結晶片岩はおそらく徳

島の吉野川南岸の四国山地から搬入されている。また大型蛤刃石斧の限定的な石材 となっ

ている (脈岩)安山岩は,鴨部・川田遺跡から南西約18kmの 香川県塩江町の塩江温泉の香

東川流域で産出される。さらに磨製石庖丁に多用されている流紋岩については,鴨部 。川

田遺跡の南約 3 kmの 寒川町と大川町の境に位置する金山で産出される。流紋岩は他に高松

市の三谷町付近と三木町岳山で産出されるが,鴨部 。川田遺跡の流紋岩は恐 らく距離的に

みても金山産の可能性が高い。その他の石材は恐らく集落の近辺で採取 したものと考えら

れる。このように鴨部 。川田遺跡で石器に使用する石材は半径約30kmの 円の内側の地域で

採取していたものである (第440図 )。

(4)鴨部・川田遺跡と石器生産

これまで述べたように鴨部 。川田遺跡では多量の石器と剥片 。砕片類が出土している。

サヌカイトの剥片・砕片はA区 ～D区の全体で5279点 ,重量にして33865。 6gが出土してい

る。これに対してサヌカイト製の石器は294点 ,重量にして4606.lgで ある。重量による製

品率は12%と 少ない。このことは石器製作を集落内で行ったために剥片・砕片類が多く

なっていると考えられる。鴨部 。川田遺跡では23棟の住居跡を検出したが,こ のうちA区

S H01と D tt S H02か らはサヌカイト片が集中して出土した。Att S H01では付属する土

坑S K01の 5点 を含めて71点 ,重量にして173.3gのサヌカイト片が出土している。加えて



石鍬の未製品と敲石が出土している。またD tt S H02では409点 ,重量にして1149。 8gのサ

ヌカイト片が出土しており,さ らに石鍬の未製品も出土している。両住居ともに剥片・砕

片の割に製品が少ない。製品は集落の構成員で使用するために集落内に搬出したと思われ
,

両住居は集落内でサヌカイト製石器の製作を担当していた住居と考えられる。(第32表 )

サヌカイトは主に坂出市の金山東産のものを使用している。この原産地から集落内には

大形の素材剥片という形で搬入 している。大形の素材剥片は 4点 (C884～ C886。 C

1328)あ り最大のものはC884で ,30。 4cm× 29。 2cm,厚 さ4.6cm,重量は4000.Ogで ある。

製品率を先に述べたように12%と すると,こ の大形の素材剥片からは480g分の製品が製

作可能である。平均重量1.59gの石鏃なら301個 ,70gの打製石庖丁なら7個製作が可能

なことになる。いずれの素材剥片も側縁部の一部に自然面を残しており,産地で原石を板

住居 製品 [3] 剥片 。砕片 [5]

点数 重量 点数 重量

Ao SH01 356.2 71 173.

Ao SH02

A.SH03

Ao SH04

Ao SH05

A.SH06 4.[

Bo SH01 144。 7 53。 (

Bo SH02

C.SH01 18.[

Co SH02 7.2 52.C

C.SH03 33。 C 4( 290。 4

Co SH04 55。 7

Co SH05 34。 遷

Co SH06 55。 E

C.SH07

Co SH08 71.4

Do SH01

Do SH02 216.2 40C 1149。 〔

Do SH03

Do SH04 5。 7

Do SH05 205。 7 9[ 783.C

Do SH06 36.4

D.SH07 294.[

第32表 住居別サヌカイ ト出土数



状に分割したことが伺える。側縁部の鋭くなった部分には微細な調整や軽く敲打を加えて

いるが,こ れはおそらく運搬するときに手を切らないようにするための配慮と思われる。

そしてこの大形素材剥片を集落内でさらに小さな素材剥片に分割して各々の石器を製作し

たと考えられる。

サヌカイト製の石器以外に集落内で石器生産を行つているものに,流紋岩製の磨製石庖

丁がある。磨製石庖丁は製品で53点 ,未製品で17点の合計70点が出土している。磨製石庖

丁の製品のうちの42点 (79%),未製品のうちの14点 (82%)が流紋岩を使用している。

その他に安山岩と結晶片岩を使用している。流紋岩製のものは遺跡内で原石,未製品,剥

片・砕片,製品および製作 。加工用の石錐・砥石が出土しており,そ の製作工程が復元出

来る。製作工程は第一工程 三原石採集 。運搬,第二工程 三粗割,第三工程 :整形,第四工

程 :研磨・穿孔の四つの工程からなる。(第 441図 )

第一工程として原石の採取がある。石材となった流紋岩は鴨部 。川田遺跡の南約 3 kmの

寒川町と大川町の境にある金山産のものと考えられる。流紋岩は本来は灰色系統の原石で

あるが,遺跡内で出土した原石の大部分はやや風化して白っぼくなっている。現在でも金

山で流紋岩が採取出来るが,露頭しているものはやはり風化して白っぽくなっている。こ

の流紋岩の原石は10～ 15cm前 後の角礫が多く,石理に沿つて板状に割れやすくなっており,

また比較的軟らかく加工 。研磨が容易なため磨製石庖丁に適していたものと考えられる。

この角礫の原石あるいは板状の剥片状で集落に搬入されている。

第二工程は粗割の段階である。原産地から原石を搬入した後に,石理に沿って長さ15cm

前後,厚 さl cm前後の長方形の剥片を作り出す。

第三工程は第二工程で作り出した剥片に粗く調整を加えて石庖丁の形に近づけている。

体部にはまだ凹凸が顕著であるが,中 には部分的に研磨を施したり刃部を作りかけている

ものもある。

第四工程は研磨を施し刃部を作 り出す最終工程である。紐穴の穿孔と体部の研磨の前後

関係ははつきりとしないが,研磨以前の未製品に穿孔を施しかけたものがないことから,

研磨を先に行いほぼ研磨と刃部を作 り出した後に,紐穴の穿孔を行い最終的に穿孔部付近

の研磨を行い完成したものと思われる。穿孔に必要な石錐は全体で24点 出土しており,す

べてがサヌカイト製である。

石庖丁製作時の小さな剥片や砕片は全体で233点 とあまり多くない。このことは原石か

ら素材の剥片が得やすく,ま た剥片の形が長方形ですでに石庖丁に近い形であつたことに
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第441図 磨製石包丁製作工程図 (1/3)
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よると考えられる。

大型蛤刃石斧は (脈岩)安山岩を限定的に選択している。29点 の製品あるいは製品の一

部を確認した。このうち完形品が 3点 ,刃部の破片 7点 ,基部中央部分の破片 9点,基端

部が残るものが10点である。大型蛤刃石斧は伐採用の斧で,お そらく集落外で木材を伐採

したりするのに使用されたものである。使用時に欠損したならば集落内に刃部の破片は少

ないはずである。そして基端部はおそらく斧の柄についたまま集落内に持ち帰る可能性が

高い。残存する部位は刃部,基部中央部,基端部はほぼ同じ割合になっている。これらの

ことから出土した破片は製作時のものの可能性が高い。しかし製品以外で (脈岩)安山岩

は34点 と少ない。原石を搬入して集落内で加工・製作するのではなく,あ る程度の形を整

えた段階の未製品を集落に持ち込み,微整形や研磨の最終工程のみを集落内で行つたのか

もしれない。この点は遺跡出土の全遺物が判明した段階で明らかになろう。

次に結晶片岩製の石器であるが,主に大型蛤刃石斧以外の石斧類と磨製石庖丁の一部が

あり合計41点 の製品がある。剥片 。砕片類は92点 ,重量は1540。 3gで重量による製品率は

69%と 高くなっている。大型蛤刃石斧と同様に製品あるぃは製品に近い状態で集落に搬入

したものと思われる。

以上のことから,鴨部 。川田遺跡ではサヌカイトと流紋岩による石器については集落内

で素材の搬入から生産まで行つており,(脈岩)安山岩と結晶片岩については製品あるい

は製品に近い状態で搬入しているものと思われる。石斧類については集落内での生産は

行つていないようである。しかし今回の分析は鴨部 。川田遺跡でも環濠の外側部分につい

ての資料を中心としているので,環濠の内部と環濠の残りの大部分についてはまだ不明で

ある。集落が集約したような環濠の内部と環濠の分析により,環濠の外側部分と同じであ

るのかまたは異なるのかが半J明するであろう。異なるとすればその要因が微細な時期的な

ものなのか,あ るいは環濠の内側と外側では性格が異なるのかなど集落の構造を考えるう

えでも興味深いものになる。

(5)磨製石庖丁の形態について

磨製石庖丁は収穫具として農耕技術とともにもたらされた大陸系磨製石器の主要なもの

である。この磨製石庖丁は53点が製品として出土しており,17点が未製品である。このう

ち形の判明するものについてその形態を分類しておく。このことは北部九州に伝来してか

らその拡散状況と形態変化を追うことにより,農耕社会の受容と展開が考えられる点で重

要であるからである。



◎  ◎

E

第442図 磨製石庖丁形態分類図

形態分類については大陸系磨製

石器の研究を精力的に行っている

下條信行の分類
°
に従う (第442

図)。 それによるとA型式～E型

式に分類されている。A型式 :背

部が直線で刃部が湾曲するもの。

外湾刃半月形。B型式 :背部・刃

部ともに湾曲し,背部と刃部の接 第33表 磨製石庖丁形態別出土数

点は尖る。杏仁形。C型式 :弧背弧刃形で,背部と刃部の接点は丸い。楕円形。D型式 :

背部は湾曲し,刃部は直線になる。直線刃半月形。E型式 :長方形であるが,側縁部は丸

みをもったり斜めになる傾向がある。これらに今回はどの形状にもあてはまらないものと

してF型式を追加する。この分類により集計 したものが第33表である。

鴨部・川田遺跡は弥生時代前期後半を中心とする遺跡であるが,こ の段階ですべての型

式の磨製石庖丁が出現 している。比率的にはほぼ同じ割合であり,刃部は両刃のものが圧

倒的に多 くなっている。また磨製石庖丁に加えて打製石庖丁も45点 あり,磨製石庖丁との

割合は3:2で磨製石庖丁のほうが多 くなっている。

型式 点数 %
A 1

B 2C

C

D

E

F

不 明



第 7節 鴨部・川田遺跡出土の土器

(1)土器組成

鴨部・川田遺跡ではこれまで紹介してきたように多種 。多量の土器が出土している。そ

の大多数は弥生時代前期後半～終末にかけてのもので,こ れに少量の中期初頭の土器が加

わる。また古墳時代以降の土器が微量あるがここでは除外する。すでに遺構の部分で述べ

たが前期後半～中期初頭の時期は,前期後半段階の環濠であるC tt S D01を 基準にして3

段階に細分することが出来る。しかじこれは遺構の前後関係を主に考えたもので,詳細な

土器の時期差に基づくものではない。また土器の様相は以下の項で述べるが,前期後半段

階は概ね同じと考えられる。従つてここで土器組成を考えるにあたり,前期後半～中期初

頭をまとめて報告することにする。

報告した遺物全体では壺・甕・鉢・蓋・甑・高杯の 6器種とその他 (土製紡錘車・土製

円盤・用途不明土製品など)の ものがある。調査区・器種別の集計は第34表に示した通り

である。その構成比は壺が34%,甕が53%で この両者で全体の85%を 占めている。蓋は

6%を 占めているがこのうちの大部分は甕用の蓋である。高杯は全体で僅か4点であり,

まだ主要な器種とはなっていない。

鴨部 。川田遺跡の中心となる遺構である環濠 。C tt S D01に限ってみても,組成器種と

その比率はA区 ～D区 までの全体のものとほとんど同じである。従って前期後半から中期

初頭までの器種組成は甕が全体の半分を占め,つ いで壺がありこの2器種が主要器種とな

り,こ れに鉢・蓋・甑が少量伴うものと言える。

(2)分析の方法

鴨部 。川田遺跡ではなるべく小さな破片でも図化を行い報告した。しかしこれに加えて

どうしても図化に耐えれない細片についても,壺 。甕の 2器種に限り出土した全点を抽出

して,壺は突帯の形状と条数,刻み日の種類,ヘラ描き沈線の施文部位と条数,各種文様

器種＼調査 区 A区 B区 C区 D区 合計 割合 (% 器種＼ 査 区 C ttS D01 害疇針(%)

甕

鉢 1

蓋 1 4(

甑 1 甑
高 杯 高 杯

その他 そ α 他 1

第34表 鴨部・川田遺跡出土土器 (A区～ D区)の器種組成



突帯条数＼部位 口縁 部 頸 部 合 計 突帯条数＼部位 口縁 部 頸音5 体部 合 計

報告劣 A区 未報告う A区

(内面 ) 1(内 面 )

1

1(内 面 ) 1

1 l

第35表 壺の貼付突帯 (1)

突帯条数＼ 口稼 部 頸 部 体音6 突帯条数＼ 口稼 郡 体 部 合 計

報告分 B区 未報告 B区

4(内面 )

3(内面 )

(内面) 2(内面

4(内 面 )

1(内面
2(内面 ) 1

1(内

1

1

第36表 壺の貼付突帯 (2)

突 帯条数 ＼部位 口 静家晋5 頸 部 合 計 突帯条 口 縁 部 頸音6 合 計

報告分 C SD01 ゴ 勿 C SD01

11(内 面 ) 10(内面9

7(内面6)

1(内 面 ) (内面

3(内面 1

1

1 1

1 1

第37表 壺の貼付突帯
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突帯条数＼部位 口縁 部 頸 部 体 部 合 計 突帯条数＼部位 口縁部 頸 部 体 部 合 計
報告う C区・他 未報告劣 C区 0伸

1(内面 ) 1 11(内 面 10)

(内面 ) 4`

(内面 )

41
1

1

1(内 面

1

第38表 壺の貼付突帯 (4)
突帯条数＼部 口縁 音5 頸 部 体 部 合 計 突帯条数＼部位 口 静象晋6 頸 部 体 部 合 計

報告タ D区 未報告翁 D区

l (内面 7(内 面 )

16(P句 口515)

2(内 面 )

7(内 面 5)

5(内面 ) 4ζ

第39表 壺の貼付突帯 (5)
突帯条数＼部位 口稼 部 頸 部 体 部 合 計 架帯条数 ＼部位 口縁部 頸 体 部 合 計

報告劣 全 体 来報告 /77N1   今林

14(内 面 ) 33(p勺 ]531
27(内 面 25)

2(内 面 ) 6(内 面
15(内 面 1

(内面

7(内面 )

1(内面

1

第40表 壺の貼付突帯 (6)
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について資料化した。甕については口縁部の形態とヘラ描き沈線の条数,日縁部端部の刻

み目の有無,各種文様について資料化した。そしてこれらの各要素を抽出・組み合わせて

分析を行つた。これら未報告の細片についてもすべて番号を付けて台帳登録を行い,番号

を付けて収納している。

(3)壺の分析

鴨部・川田遺跡の本書に報告したA区～D区で,壺は総計751点報告している。しかし

この中には底部のみの破片から壺と考えたものが508点あり,確実に壺と断定できる口縁

部～体部の資料は243点である。これに加えて図化出来なかった細片のうち,壺 と判断出

来たものは3118点ある。これら全体の中で,器形・突帯・沈線 。文様などの各要素を中心

に分析を行う。なお各表のなかの*は現存数を示している。(第 35表～第50表 )

口縁部から頸部にかけての形態は以下の 3つが多い。①口縁部は頸部から全体に外反し

て開き,日径が頸部径を大きく上回るもの,②内傾する頸部から短く開く口縁部,③突帯

やヘラ描き沈線を施した発達した頸部から大きく開く口縁部。これに対して体部の形態に

は以下の3つが多い。①最大径がほぼ中央部にあるが上半部の肩は張らずに扁平気味なも

の,②最大径が中央よりやや下部にあり下膨れで玉葱形になるもの,③最大径は小さく全

体に長楕円形になるもの。

突帯は削出突帯と貼付突帯がある。削出突帯は報告分で38点 ,未報告分で188点 を確認

したが,大部分はC tt S D01か ら出土している。削出突帯は幅広で突帯上にに沈線を3条

程度施すものが多い。しかし中には突帯の上部は明瞭に削り出しているが,下部は僅かか

第443図 貼付突帯の刻み目の種類

A

ヽヽヽ

刻み目なし



刻み 目種類＼部位 口縁 副

`

頸音6 体 部 合 計 刻み目種類＼部位 口形kヨS 頸 部 体 部 合 計
報告分 A区 報告分 A区

A A 1

B B
C C
D D
E E
F F

不 明 不 明 1

報告分 B区 未報告分 B区

A 1 A
B B
C C 1

D D
E E
F F

不 明 不 明

報告分 3 SD01 未報告分 3 SD01

A A
B B 1

C C
D D
E E 1

F F
不 明 1 不 明

第41表 貼付突帯の刻み目 (1)

刻み 目種類＼部位 口稼 郡 頸 部 体 部 合 計 刻 み 目種 類 ＼ 部 位 口彬遷郭 頸 部 体 部 合 計

報告分 C区 。他 未報告分 C区・他

A A
B B
C C
D D 2

E E
F F

不 明 不 明

報告分 D区 未報告分 D区

A A 1

B B
C C
D D 1

E E 1

F 1 F
不 明 不 明 1

報告分 全 体 未報告分 全 体

A 1 A
B 1 B
C C
D D
E E 1

F F
不 明 不 明

第42表 貼付突帯の刻み目 (2)
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況 噸 ＼ 晋5イコ 口静家晋b 頸 部 体音5 合 計 沈線条数＼部 口彬遷郭 頸 部 体 部

報告劣 B区 :報告翁 B区

1 1

1

1 1

1

1

1

1

1

1

1 1

1 1

第43表 壺のヘラ描き沈線 (1)

沈 繰 条 数 ＼ 部 位 口縁 晋5 頸 部 体 部 合 計 沈線条数＼部位 口縁部 頸 部 体音5 合 計

報告み A区 未報告翁 A区

1

1

1 1

1

1 1

1

第44表 壺のヘラ描き沈線 (2)
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口 縁 部 頸 部 体 部 :線条数＼部 口縁 部 頸 部 体 部 曾 計

報告う 未報告翁 SD01

1 1

1

1 1

1 1

1

1

1 1

1

1

1 1

1 1

第45表 壺のヘラ描き沈線 (3)

幸晰l〈 3区 他 t報告翁 3区 他

1

1

1 1

1 1 1

1

1 1

1

1

1

1

第46表 壺のヘラ描き沈線 (4)

217



沈線条数＼部 口孫象晋

`

頸 部 体 部 合 計 沈線条数＼部個 口縁部 頸 部 体 部 合 計

報告劣 D区 未報告分 D区

1 1

1

1

1

1

1

1

1

1 1 1

1 1

第47表 壺のヘラ描き沈線 (5)

沈線条数＼ 口 頸音Б 体 部 合 計 彙＼音5イ 口静家晋ト 頸部 体 部 合 計

報告劣 こ報告翁 全 体

1

1

1

1 1

1

1 1

1

1

1

1

1

1

第48表 壺のヘラ描き沈線 (6)
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文様＼調査 区 A区 B区 C区 D区 合 計 文様＼調査 区 C ttS D01
長告分

奉状浮文 1 状浮文

円形浮文 円形浮文

竹管文 1 竹管文

夕J′点夕[1 その他 1 列点文 1(そ の他 )

列点文 2 三角形 1 1 列点支 2(三角形 )

ヘ ラ描 き波状文 ヘ ラ柑 き渡渋 文

連弧文 渾 j■t文

口縁部 内面 の貼付 突 帯 1 口縁部内面の貼付突帯

半載竹管文 半裁竹管文

山形文 山形文

扇状文 1 扇状文

未報告分

棒状浮文 1 棒状浮文

円形浮文 円形浮文

T管文 竹管文 1

Fll点 [ そ の他 ) 列点文1(そ の他 )

列 点 文 2 三角形 ) 列点文 2(三角形 )

ヘラ描き波状文 ヘ ラ描 き波状文
連弧 文 凍弧 文

口縁 部 内 面 の H占付 突 帯 1 4( 口縁部 内面 の貼付 突 帯

半裁竹管文 半載竹管文
山形 文 1 1 山形文 1

扇状文 扇状文

第49表 壺の各種文様

削 り出 していないもの もあ り,単なるヘラ描 き沈線 と混同 じやすいもの も含 まれている。

いずれにしても削出突帯は量的には少ないものである。

貼付突帯は口縁部・頸部・体部に施されている。口縁部に施されるものは大部分が口縁

部の内面に施されるものである。頸部に施されるものは 1条から現存で 5条 までの間であ

る。 1条のものは頸部から口縁部にかけてが短く,頸部と体部の境部分に施されるものが

多い。 2条のものは 1条の幅広の粘土紐の中央に溝を入れて2条に仕上げる複条貼付突帯

が多い。 3条以上のものは先に述べた発達した頸部を持つものである。体部に施された貼

付突帯も頸部の様相と同じである。しかし体部に 1条のものは少ない。そして頸部に3条

以上の貼付突帯をもつものは,体部にも3条以上の貼付突帯を持つものが多い。

貼付突帯には刻み目を施すものと施さないものがある。報告したもので刻み目を施すも

のと施さないものの割合は50点 三34点であるが,未報告分では290点 :264点 ,全体で340

点 :298点 と刻み目を施す方がやや多い。また摩滅して刻み目の有無が不明のものが報告

分で 8点 ,未報告分で425点 ある。刻み目の種類にはA:縦長で幅の狭いもの,B:片側



が弧を描くD字形のもの,C:円形に近いもの,D:楕円形で指か棒の先で押圧したもの
,

E:布巻き棒の圧痕によるもの,の 5種類がある (第 443図 )。 そして刻み目のないものを

Fと した。刻み目の種類ではA,C,Dが 多くBと Eが少なくなっている。

ヘラ描き沈線も貼付突帯と同様に口縁部 。頸部 。体部に施されているが,日縁部に施さ

れるものは少ない。頸部・口縁部ともに2条から6条にかけて多く分布するが, 4条前後

にピークがある。頸部で最も多条のものは20条 ,体部で最も多条のものは15条である。頸

部では下半から体部との境部分に,体部では最大径部分からその少し上にかけての部分に

多く施されている。

文様では棒状浮文,円形浮文,竹管文,三角形列点文,その他の列点文,ヘ ラ描き波状

文,連弧文,日縁部内面の貼付突帯文,半裁竹管文,山形文,扇状文のH種類がある。こ

れらのうちの棒状浮文,竹管文,三角形列点文,日縁部内面の貼付突帯文が多用されてお

り,次いでその他の列点文,山形文が多くなっている。

最後に櫛描文であるが,壺に櫛描文が施される段階を弥生時代中期とするならば,櫛描

文のある壺の量が弥生時代中期の遺構 。遺物の目安となる。第36表のように報告分で26点

で全体の3%,未報告分で69点 で全体の2%と微量であり,鴨部 。川田遺跡では中期初頭

にはまだ集落は存続しているが,衰退の一途をたどっていたことがわかる。

以上のうちで削出突帯 :貼付突帯 :ヘ ラ描き沈線 :櫛描文の比率をみると,報告分で38

点 :96点 :216点 :26点 =10%:26%:57%:7%である。未報告分では188点 :1009点 :

1904点 :69点 =6%:32%:60%:2%で ある。C tt S D01に 限ると報告分で26点 :42

施文＼調査区 A区 B区 C区 D区 合 計 施文＼調査区 C ttS D01
報告分 報告分

肖|1出 突 帯 38
０
０ 削出突帯

０
４

貼付突帯 51 32 9( 貼 付 突 帯 42

ヘ ラ捕 き沈 線 142
贋
Ｕ 21( ヘ ラ捕 き沈繰 112

櫛描文 2( 櫛描文

未報告分 未報告分

削出突帯 3 163 18〔 削出突帯 9(

貼付突帯 5] 167 397 394 1009 貼付 突 帯 241
ヘラ描き沈線 6( 15C 1190 492 1904 ヘラ描き沈線 753

櫛描文 2C 22 6S 櫛描文

第50表 壺の主な施文



F隣
その他

第444図 甕の口縁部形態

点 :112点 :6点 =14%:23%:60%:3%で ある。また未報告分では96点 :241点 :753

点 :12点 =9%:22%:68%:1%で ある。この結果によるとヘラ描き沈線による施文が

最も多 く,次いで貼付突帯となっている。削出突帯と櫛描文は微量である。

(4)甕の分析

鴨部 。川田遺跡の本書に報告したA区 ～D区で,甕は総計1166点 報告している。しかし

この中には底部のみの破片から壺と考えたものが319点 あり,確実に甕と断定できる口縁

部～体部の資料は847点 である。これに加えて図化出来なかった細片のうち,甕 と判断出

来たものは6894点ある。これら全体の中で,器形・沈線 。文様などの各要素を中心に分析

を行う。なお各表のなかの*は現存数を示している。(第 51表～第63表 )

甕については口縁部にその特徴がよく表れるため, 1～ 9の形態に分類 (第 444図 )し

てその数量を集計した。日縁部の形態は 1:如意形口縁, 2:口縁部を真横に折り曲げる

もの, 3:逆 L字形口縁で断面が方形に近く端部は真横を向くもの, 4:逆 L字形口縁で

端部が先細 りで真横あるいはやや上を向くもの, 5:逆 L字形口縁で上面は傾斜しており,

端部は先細りで下方を向くもの, 6:内 ・外面に粘土を加えてT字形になるもの, 7:逆

L字形口縁の少し下に突帯を貼り巡らせるもの, 8:口縁部端部の少し下に突帯を1条貼

り巡らせるもの, 9:その他。この中で逆L字形口縁としたものは日縁部上端部の外側に

粘土を貼り逆L字形に仕上げたもので,粘土を加えた部分も含めた一連のものを逆L字形

口縁と呼び,こ の場合の口縁部端部とは粘土を加えて逆L字形に外に突出させた部分の端

音卜をキ旨している。

日縁部が欠損して形態が不明なものを除いて集計した結果,報告分では形態 1の如意形

口縁が185点 と23%を 占めている。形態 3が226点 の27%と 最も多く,次いで形態 5が214点

の26%と 多くなっている。形態 3～ 5の逆L字形口縁全体では532`点 で65%である。未報告

Ｆ

購

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｔ



沈 繰 条 数 ＼ 口縁 剤5 2 3 4 5 6 7 8 9 不 明 合 計

報告令 A区

*1

*2 1

1

* 1

1

*4

*[

*(

*7

*[

*g

*1( 1

1

*11 1

*12

*18

*14

*15

*lC

*17

*18

*19

2(

*2C

21ヘ

櫛描文
不 明

合計 2[ 6〔

第51表 甕の口縁部形態とヘラ描き沈線 (1)



沈線条数＼口縁部 1 2 3 4 5 6 7 8 9 不 明 合 計

未報告 A区
7[

*1 2C

*2 27

1

* 31 34

*4 2[ 32

*[ 22 28

*( 2〔 32

1

*7 23 2[

*[ 2

*g

*lC

*11

*12

1

*1 1

*14

1

*15 1

*lC

*17

*1[

*lC

2(

*2(

21

櫛描文

不 明 2[ 27 74

合 計 6C 3 20( 408

第52表 甕の口縁部形態とヘラ描き沈線 (2)
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沈線条数＼口縁部 2 3 4 5 6 7 8 9 不 明 合 計

報告分 B区
2C

1

*1

*2

*:

*4

*[

1

*( 1

*7

*ε

*〔

*1( 2

1

*11

*12

*1

*lζ

*1[

*lC

*17

*18

*19

2C

*2C

21

櫛描文 2

不 明 1 1

合計 2[ 6〔

第53表 甕の口縁部形態とヘラ描き沈線 (3)



沈線条数＼口縁部 2 3 4 5 6 7 8 9 不 明 合 計

未報告分 B区
27 64 34 15C

*1

2

*2 1 3〔

*F 34 44

4

*4 22 3

*[ 2[ 3[

*〔 2[ 31

*7 27 3

*〔

*g 1

*lC 1

*11

*12

1

*1 3

1

*14 1

*1[

*1(

*17 1 1

*1[

*19

2(

*2C

21

櫛描文
不 明 57 39 11[

脊 計 42 191 91 5C 212 60

第54表 甕の口縁部形態とヘラ描き沈線 (4)



況 腺 夕解駅＼ 口稼 司S 2 3 4 5 6 7 8 9 不 明 合 計

報告翁 C区 SD01
1 44

*1

*2

3 27

*3

3[

*Z

2g

*[

37

*( 1

2 3C

*7

2C
*[ 1

1

*g

1

*lC 1

1

*11

1

*12

*13

*14

*15

1

*lC

1

*17

*18

*19

2C

*2(

21～

櫛描文 1

不 明

合計 7( 118 29 7[ 33[

第55表 甕の口縁部形態とヘラ描き沈線 (5)



沈線条数＼口縁部 2 3 4 5 6 7 8 9 不 明 合 計

未報告分 C区 SD01

8C 2 12[ 5[ 2C 334

1

*] 34 5C

2C 1 1 3C

*2 2C 7( 1lC

21 1 1 44

* 27 9C 14C

47

*4 24 87 13C

1 1 4 24

*[ 27 1 7ζ 122

1 3[

*( 52 82

2

*7 21 4C 7(

29

*[ 27 42

*9 31

*lC 1

*11 1

*12

*18

*14

*15

*lC

*17

*18

*19

2C

*2C

21

櫛描文

不 明 5( 103
谷 計 201 4〔 444 102 114 62( 1555

第56表 甕の口縁部形態とヘラ描き沈線 (6)
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沈線条数＼口縁部 2 3 4 5 6 7 8 9 不 明 合 計

報告翁 C区 他

1 31

*1

1

*2

22

*f

27
*4

*[

*(

*7 1

2

*[

1

*f

*1(

*11

*12

*13

*14

*15

*lC

*17

*18

*19

2C

*2C

21～

櫛描文 1 2

不 明 2

合 計 6( 2g 141

第57表 甕の口縁部形態とヘラ描き沈線 (7)



沈線条数＼口縁部 2 3 4 5 6 7 8 9 冽ド月 合計
未報告分 C区 他

13[ 23 8C 44 22 321
1

*] 2C 1 24 6C

3C
*2 21 5C 1lC

44
*〔 7( 11[

2〔 6[
*4 24 6[

2[
*[ 41 68

*( 1 42 61

1

*7 24 37

*[ 1 22

*C

*1(

1

*11

*12

*1

*14

*1[

*lC

*17

*18

*19

2C

*2C

21

櫛描文 1 2( 31

不 明 22 81 3[ 172
合 言 288 52 342 12C 72 47C 1374

第58表 甕の口縁部形態とヘラ描き沈線 (8)
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沈線条数＼口縁部 2 3 4 5 6 7 8 9 不 明 合 計

報告分 D区
2 54

*1

*2 1

1

* 2

*4

1

*[ 1 1

1

*(

*1

*[

9

*C

1

*lC 2

*11

*12

*13

*1`

*1[

*1(

*17

*18

*19

2C

*2C

21～

櫛描文

不 明

合計 41 4[ 37 71 24C

第59表 甕の口縁部形態とヘラ描き沈線 (9)



況 務彰ヽ数 ＼ 口稼 剖S 2 3 4 5 6 7 8 9 不 明 合計

未報告分 D区
13( 41 229 15[ 6( 65

*1 34 31 9[

1

*2 41 12[ 21(

* 41 16[ 244

*И 47 1 18 27C

*[ 38 16C 229

*〔 23 143 18[

*1 108 142

*〔 1 1 8C 10[

*C 5C 69

*lC 3〔
И
仕

*11 3C 3[

*12

*1

*14

*15

*lC

*17

*18

*19

2C
*2C

21～

櫛描文 67 102

不明 2 188 141 22 412

合 計 23C 7〔 72[ 383 188 1311 2954

第60表 甕の口縁部形態とヘラ描き沈線 (10)
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沈線条数＼口縁部 2 3 4 5 6 7 8 9 不 明 合 計

報告 /77N 全体

5 2〔 41 167

*1

2 2[

*2

3[ 1 5〔

*

2[ 61

*4 1

4 5(

*[ 1 1

27 61

*C

41

*マ

2 2 44

*8

3

*C

37

*lC 1

2

*11

2 2(

*12

2 21
*13

*14 1

*15

*lC
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分では形態 1の如意形口縁が779点 で19%である。未報告分でも形態 3が 1773点 で44%と 最

も多い。形態 3～ 5の逆L字形口縁全体では2986点 で73%と なっている。報告・未報告あ

わせたA区 ～D区の全体では形態 1の如意形口縁が964′点で20%,形態 3が 1999′点で41%と

最も多く,形態 3～ 5の逆 L字形口縁全体では3518点 で72%である。C tt S D01に限って

みると,形態 1の如意形口縁が報告分で70点の21%,未報告分で201点 の21%で ある。形態

3は報告分で118点 の36%,未報告分で444点 の47%である。形態 3～ 5の逆L字形口縁全

体では報告分で225点の68%,未報告分で660点の71%である。報告分と未報告分を合わせ

たC tt S D01全体では形態 1の如意形口縁が271点の21%,形態 3が562点の44%,形態 3

～ 5の逆 L字形口縁全体では885点 の70%と なっている。これらのことから鴨部 。川田遺跡

の甕はいずれの場合でも同じような比率を示しており,形態 1の如意形口縁が21%,形態

3～ 5の逆L字形口縁が71%前後となり,逆 L字形口縁の比率が高いことがわかる。

また甕で口縁部端部に刻み目を施しているものは報告分で406点 ,未報告分で1254点
,

両者併せて1660点である。これに対して刻み目を施さないものは報告分で359点 ,未報告

分で1315点 ,両者併せて1674点 である。全体で刻み目を施すものと施さないものの比率は

1660点 :1674点で同数と言える。

体部では全体が判明しているものが少ないが,体部上半部で緩く内湾するものが多い。

そして体部最大径は口径と同じくらいか少し小さいくらいのものが多い。底部は小さめで

突出気味のものが多い。

甕は口縁部の少し下部から体部上半部にかけてヘラ描き沈線を施すことが多く,こ のヘ

ラ描き沈線について集計を行つた。ヘラ描き沈線を施さない無文のものは,報告分で167点

で21%,未報告分で1533点で26%である。無文の甕は口縁部形態 1と 3に多くなっている。

1条～3条のもの (*3は含まない)は報告分で98点で13%,未報告分で950点 で16%と

なっている。このことから甕のヘラ描き沈線は4条以上が多く, 4条 ～10条 までの間に集

中している。最も多条のものは21条である。C tt S D01で は無文の甕が報告分で44点 で

14%,未報告分は334`点 で23%で ある。また1条 ～3条のもの (*3は含まない)は報告分

で40`点 で12%,未報告分で253`点で18%と なっている。全体と似たような比率である。

櫛描文を施すものは報告分で30点 と報告した甕全体の4%にあたる。また未報告分では

174点 で未報告甕全体の3%である。C tt S D01で も報告分で 3点 ,未報告分で12点 と微

量である。壺と同様に櫛描文は鴨部 。川田遺跡ではまだ主流になっていない。

甕に施された文様にはヘラ描き沈線以外には,三角形列点文,その他の列点文,円形浮



文様＼調査区 A区 B区 C区 D区 合計 文様＼調査区 C ttS D01
報告分

列点文 1(その他 ) 1 1 列点文 1(その他 )

列点文 2(三 角形 ) 列点文 2(三 角形 )

円形浮 文 1 円形 浮 立

半裁竹管文 半裁竹管文
山形 文 山形 文

櫛描直線文 櫛描直線文
描波状文 櫛描波状文 1

未報告 分

列点文 1(その他 ) 列点文 1(その他 )

列点文 2(三 角形 ) 列点文 2(三 角形 )

円形浮文 円形浮文

半載竹管文 半裁竹管文
山形文 山形文

櫛描直線文 4〔 101 櫛描直線文
師描波状文 描波状 文

第63表 甕の各種文様

文,半裁竹管文,山形文,櫛描直線文,櫛描波状文の 7種類がある。櫛描文以外では三角

形列点文が最 も多 く施 されている。三角形列点文およびその他の列点文はヘラ描 き沈線文

帯の下部に施されることが多く,こ の場合のヘラ描き沈線は多くの場合多条になっている。

また2つ のヘラ描き沈線文帯の間に半裁竹管あるいはヘラ描きによる山形文が配されるこ

ともある。

(5)鴨部・川田遺跡出土の弥生時代前期後半～中期初頭の土器

これまでの分析の結果から簡単に鴨部・川田遺跡の平成 2年度に調査を行つたA区 ～D

区の土器のまとめを行っておきたい。

土器の組成は壺 。甕が主となり,量的には甕のほうが多い。他に鉢・蓋があり,高杯は

微量である。また壺の中には無頸壷も少量ながらある。

壷は退化した削出突帯が少量見られるものの,主体はヘラ描き沈線と貼付突帯である。

段をもつものは3点確認したが,基本的には消滅している。貼付突帯は 1条～ 5条のもの

が大部分で多条化している。中には数条を1回 で貼り付けた複条貼付突帯も見られる。ヘ

ラ描き沈線も2条～6条のものが多く,貼付突帯と同様にに多条化している。また口縁部

内面に突帯を貼り付けて装飾するものや,棒状浮文・竹管文 。三角形列点文などで飾るも

のが見られるようになる。

甕は主に形態 1と した如意形口縁と形態 3～ 5の逆 L字形口縁をもつものが大部分であ



る。その比率は前者が全体の21%,後者が全体の71%と 逆 L字形口縁が主体となっている。

日縁部端部に刻み目を施すものは全体の半数ある。ヘラ描き沈線は4条以上のものが多く,

4条～10条の間に多くは分布している。中には10条以上のものも少なからずあり,全体に

多条化しており,櫛描文に近いものもある。また実際に櫛描文もあり,櫛描文の発生前後

の様相を示している。しかしこれに対して無文の甕も全体の25%前後あり,中 には粗いハ

ケロで調整を施したものもあり,中期まで下る可能性のあるものも含まれており,注意を

要する。他に三角形列点文を併用するものと,半裁竹管により文様を施すものもある。

以上のことから,鴨部 。川田遺跡のA区～D区の土器は弥生時代前期後半でもより後半

段階のものが主体といえる。このことは全体の分析結果と鴨部・川田遺跡の中心となる環

濠のC tt S D01の土器の分析結果とが同じような結果を示すことも裏付けとなろう。

最後に櫛描文について少し触れておきたい。鴨部 。川田遺跡には櫛描文を施した壺と甕

が少量ある。遺構の変遷の中で,環濠であるC tt S D01の埋没直後の段階を中期初頭と考

えた。その段階の遺構には櫛描文を施した壺が出土している。壺に櫛描文が施される場合

は直線文に加えて波状文が施されることが多い。これに対して甕では櫛描文を施す場合 ,

直線文だけのものが多々ある。櫛描文の発生についてはヘラ描き沈線の多条化からの発生

と言われている。鴨部 。川田遺跡の場合,甕には確かにヘラ描き沈線が10条以上で中には

20条近くに及ぶものもあり,こ こから櫛描直線文の発生を考えることは容易である。半裁

竹管文もいわば2条の櫛描文と原理は同じであり,半裁竹管文が甕に施される例があるこ

とも一因となった可能性もある。しかし壷の場合,鴨部 。川田遺跡では10条 を超えるよう

なヘラ描き沈線をもつものは甕に比べて非常に少ない。つまり壺は甕に比べると少条で
,

労力的にもヘラ描きより櫛描きのほうが圧倒的に早いということは少ない。加えて壺には

貼付突帯という施文も多用される。従つて櫛描文は甕における直線文を施文する際の省力

化という要求から成立した可能性が高く,それが壺にも一段階遅れて採用されたのではな

いかと思われる。本書ではこれらのことから,壺 と甕の両者に櫛描文が施される段階を弥

生時代中期と考え,甕のみに櫛描直線文が施されている段階は前期末と考える。このこと

から遺構の時期判定には櫛描文のある壺を中期の指標とした。また見通しではあるが甕で

櫛描波状文の施されたものは中期に下る可能性が高いものと考える。
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磨製石庖丁製作工程
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Att S H01

AttS H01柱 穴 S P05内 サヌカイ ト出土状況
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AttS R01遺 物出土状況
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C区竪穴住居跡群
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